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はじめに

 地方独立行政法人市立東大阪医療センターの平成30年度における業務実績に係る評価に
ついては、市立東大阪医療センター業務実績評価会議設置要綱に基づき設立団体の長が評
価するにあたり、地方独立行政法人市立東大阪市医療センター評価委員会から事前に業務
実績評価全体に対して意見を聴取し、総合的に評価を実施した。

 評価に際しては、平成30年4月1日に決定した「地方独立行政法人市立東大阪医療セン
ター　業務実績評価の基本方針」及び「地方独立行政法人市立東大阪医療センター　年度
評価実施要領」に基づき評価を行った。

1



第１項　全体評価

１．評価結果及び判断理由

地方独立行政法人市立東大阪医療センターにおける令和元年度の全体評価の結果は、

２．全体評価にあたって考慮した内容、意見及び要望

32

※上記に掲げる数字については、ウエイト項目の項目数を２倍と算定し、他の項目と
合計した数字を表記しています。

「全体として中期目標・中期計画の達成にはおおむね計画通り進んでいる。」

である。

大項目

第2

第3

第4

第5   その他の業務運営に関する重要事
項を達成するためとるべき措置

  財務内容の改善に関する目標を達
成するためとるべき措置

　業務運営の改善及び効率化に関す
る目標を達成するためとるべき措置

 市民に対して提供するサービスその
他の業務の質の向上に関する目標を
達成するためとるべき措置

大項目
評価

5 14
評価

2

2

評価 評価評価 評価

合計

3

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ａ

合計

　平成28年10月1日に市立東大阪医療センターが地方独立行政法人化し、4年目となる令和
元年度において、年度計画にある数値目標やその取り組みまた、財務諸表等について実績
を確認した。
　中期計画の重点項目として掲げられている心臓血管外科の新設については、令和元年８
月より心臓血管外科手術を開始して、より重篤な患者の受入も可能となった。また、精神
科の再開については常勤医師体制の確保により、認知症や精神疾患のある患者への対応が
可能となり、５疾病に対応した体制づくりが進められた。さらに、呼吸器内科の再開につ
いては、常勤医師体制とはなっていないものの、外来患者数の受入を行っている。
令和元年度は、急性期医療を提供するうえで必要な施設設備の改修に取り組み、ハイブ
リッド手術室、ＩＣＵの増床などを行い病棟の再編を行った。

　令和元年度の業務実績に関する評価については、第2から第5までの4つの大項目
のうち、第3、第5の大項目は「評価Ａ 中期目標・中期計画の実現に向けて計画ど
おり進んでいる。」と判断し、第2の大項目は「評価Ｂ 中期目標・中期計画の実現
のためにはおおむね計画どおり進んでいる。」と判断し、第3の大項目は「評価Ｃ
中期目標・中期計画のためにはやや遅れている。」と判断した。さらに2.全体評価
にあたって考慮した内容、意見及び要望などを総合的に考慮した結果、前年度に比
べて人件費や材料費が増加し、計画していた収支見込とはならなかったものの、経
常損益の推移をみると赤字額は減少傾向にある。これは、入院患者数の増などに取
り組んだ結果、医業収益の入院収益、外来収益ともに昨年度に比べて増加したこと
も大きい。以上のことから、「全体として中期目標・中期計画の達成にはおおむね
計画通り進んでいる。」と判断した。

41

19

15

5

2

小項目評価数

15

1162

42 35
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　(3)　4疾病に対する医療水準の向上　がんは、緩和ケア病棟病床利用率は、目標未達の
　　 うえ昨年度を下回ったが、放射線治療件数、レジメン件数及びがん登録件数は目標
　　 達成したこと。脳卒中は、脳卒中ホットライン件数が目標未達のうえ昨年度を下
　　 回ったが、手術件数は目標達成したこと。糖尿病は、糖尿病教室参加者数が目標未
　　 達となったこと。
　(4)　感染症への対応　新型コロナウイルス感染症について接触者外来を開始するなど
　　 保健所や大阪府と連携して取り組んていただいたこと。
　(5)　予防医療　人間ドック受検者数は新型コロナウイルス感染症の影響があり目標未
　　 達となったものの、PET-CT健診受検者数は目標達成したこと。
　(6)　院内環境の快適性の向上　ＩＣＵ全面改修工事、全病室のウォシュレット化改修
　　 工事を行ったこと。患者総合支援センターの新設工事に着手したこと。
　(7)　地域医療支援病院としての機能強化　紹介患者数は昨年度を上回ったものの、
　　 新型コロナウイルス感染症の影響もあり目標未達となったが、逆紹介者数、紹介率
　　 や逆紹介率については、目標を上回ったことなど地域医療支援病院としての機能は
　　 果たしていること。
　(8)　内部統制　内部統制委員会を開催し、リスク検討と業務改善に取り組んだこと。

　(9)　医療専門職の確保　看護師の離職率については、昨年度同様に10%を超えている
　　 ものの、医師、看護師及び医療技術職の正職員数については、いずれも目標達成し
　　 たこと。

　(10)　職員の育成　学会発表件数、認定看護師数については目標未達となったものの、
　　　認定看護師数については昨年度に比べ増となったこと。また、新たな人事評価制度
　　　の構築を進めるなど、職員の人材育成面で積極的に取り組んだこと。

　(12)　職員満足度の向上　平均年休取得日数は休暇取得を推進した結果、昨年度より
　　　増、目標達成したこと。また、職員満足度調査の結果も昨年度より良化したこと。

　個別の項目で、評価にあたって考慮した主な内容、意見及び要望は、次のとおりであ
る。

　(1)　救急医療　施設改修工事期間中の利用可能な病床数の減となったことにより、救
　　 急搬送患者入院率は、目標未達となったものの、救急搬送件数は増となったこと。

　(2)　小児医療、周産期医療　ハイリスク分娩を積極的に受け入れたが、小児科入院患
　　 者数、小児救急入院患者数が低調であること。

　なお、昨年度は臨時的な要因もあって単年度黒字を達成した収支状況については、令和
元年度は赤字となった。ただし、手術件数の増など収入の確保に積極的に取り組んでいた
だいており、収支の改善は行われている。

　(11)　医療資源等の有効活用　麻酔科医が不足したこともあり、手術室稼働率は目標を
　　　下回り、手術件数は昨年度より増となったものの目標をやや下回ったが、全身麻酔
　　　が必要な手術を積極的に行っており、全身麻酔件数が増となっていること。

　以上のほか、第6 医療センターにおける専門医療の取り組みについては、令和元年8月よ
り心臓血管外科手術が開始され、手術件数の増につながった。また、内分泌代謝内科にお
いて、昨年度に引き続き常勤医体制を確保した結果、入院・外来患者数も昨年度に比べ増
となった。いずれも医業収益の確保面からも評価できる。
　これまで急性期医療を行ううえで必要な施設改修、医療機器の導入などを行ってきた
が、その投資に見合った運営を引き続きおこなっていただきたい。

　また、令和元年度より新型コロナウイルス感染症について接触者外来を行うなど、本市
と連携して感染症への対応をしていただいている。

　財務内容については、昨年度と比較して、入院収益等の増加により収益の増加額が13億
4,733万円で、費用が人件費、材料費の増加により14億6,127万円の増加額となったため経
常損益が、1億7,558万円悪化し、1億5,363万円の経常損失となった。医業収支比率は
104.8%となり、昨年度の106.1%より1.3%下落し、経常収支比率は99.1%となり、昨年度の
100.2%より1.1%下落した。中期計画の重点項目の1つである単年度黒字化に向けて、引き続
き収支改善に努められたい。
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第２項　項目別評価

１．大項目評価

第２

（１）評価結果

（２）判断理由及び考慮した事項

（３）小項目評価の集計結果

項目名

3
○

7

◎

評価
小項目評価数

医療セン
ターとして
担うべき役
割

1

〇

○

○

小計 0 1 1 0

評価評価 評価 評価

市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するた
めとるべき措置

中期目標・中期計画の実現に向けておおむね計画どおり進んでいる。

評価
結果

ＤＣＢＡＳ

Ｂ

特筆すべき進
捗状況にあ
る。

重大な改善すべ
き事項がある。

やや遅れてい
る。

おおむね計画ど
おり進んでい
る。

計画どおり進
んでいる。

5 4

○

0

○

○

1

3 2 1

◎

○

○

（4）

2

410

○

（2）

（3）

院内環境の快適性の向上

0

小計

ボランティアとの協働（5）

職員の接遇向上

0

0

小計

患者満足度の向上

信頼性の向
上と情報発
信

0

0

保健福祉行政との連携

予防医療

（7）

患者・市民満足度のモニタリ
ング

（1）
患者・市民
満足度の向
上

　(3)小項目評価の集計結果の94.7％が評価3以上であること及び(4)評価にあたっての意
見、要望等を総合的に評価した結果、「Ｂ　おおむね計画どおり進んでいる」と判断し
た。

救急医療（1）

小児医療、周産期医療（2）

感染症への対応

災害時医療

4疾病に対する医療水準の向上（3）

（4）

（5）

（6）

○

4



※ウエイト設定した小項目は◎で表記し、項目数を「２」としている

（４）評価にあたっての意見、要望等

● 1-（1）救急医療

● 1-（2）小児医療、周産期医療

● 1-（3）4疾病に対する医療水準の向上

● 1-（5）感染症への対応

● 1-（6）予防医療

　ハイリスク分娩について、病病連携を進めていただいた結果、目標を上回る受入件数と
なった点は評価できる。
　しかし小児救急について、小児科入院患者数、小児救急入院患者数はいずれも目標未達
のうえ昨年度を下回っている点から評価「２」とした。

　PET-CT健診受検者数は昨年度に比べ増となり、目標達成した。
　また、人間ドック受検者数が目標未達となったが、新型コロナウイルス感染症の影響に
より令和2年3月に中止となった影響がある。
　総合的に判断して評価を３とした。

　従来からの感染症対策のみならず、新型コロナウイルス感染症に関して、令和元年度中
に接触者外来を開始するなど保健所や大阪府と連携して取り組んでいただいた点は評価で
きる。
　令和2年度も引き続き、保健所や地域医療機関と連携して取り組みを進めていただきた
い。

0 0

地域の医療ネットワーク構築
の推進

地域医療支援病院としての機
能強化

　がんについては、放射線治療件数、レジメン件数やがん登録件数が目標を上回った一方
で、緩和ケア病棟病床利用率については、目標及び昨年度数値を下回っている。
脳卒中については、脳卒中ホットライン件数は目標未達のうえ昨年度に比べ減となってい
るが、手術件数は目標達成した。
　糖尿病については、目標指標である糖尿病教室参加者数について、昨年度から目標値を
下げたが目標未達となった。ところが、参考指標である内分泌代謝内科の入院患者数、外
来患者数はともに昨年度に比べて上回った。
　以上のことから総合的に判断して評価「３」とした。

小項目
評価結

果

5 4 3 2 1
年度計画を大
幅に上回って
実施してい
る。

年度計画を上
回って実施し
ている。

年度計画を順調
に実施してい
る。

年度計画を十
分に実施でき
ていない。

年度計画を大幅
に下回ってい
る。

◎

　改修工事期間中に利用できる病床数が減少した影響もあり救急搬送患者入院率について
は、目標未達となったものの、市消防局との連携強化に努めていただいた結果、救急搬送
件数及び救急車受入率は昨年度に比べ増加した。
　また、中河内救命救急センターとの連携も進んでおり、新型コロナウイルス感染症発生
時には医療連携を進めていただいた。
総合的に判断して、評価を３とした。

94.7%

0 2 16

0

○

4
地域医療機
関等との連
携強化

○

地域包括ケアシステム構築へ
の貢献

合計

構成比率

小計 0 4

1

（1）

（2）

（3）

0

5.3%

5



● 2-（4）院内環境の快適性の向上

● 4-（1）地域医療支援病院としての機能強化

　ＩＣＵ全面改修工事を実施した点、全病室のウォシュレット化改修工事を行った点、患
者総合支援センターの新設工事に着手した点など療養環境の整備面で評価できることが多
い。
　次年度へ延期となった病院外部の目地の劣化による再防水工事、吹き抜け部分のシール
補修工事についても引き続き進めていただきたい。

　紹介患者数は昨年度を上回ったものの、新型コロナウイルス感染症の影響もあり目標未
達となったが、逆紹介者数、紹介率や逆紹介率については、目標を上回っている。
　また、地域医療機関訪問回数についても、新型コロナウイルス感染症による訪問差し控
えの影響もあり目標未達となった。
　法人の自己評価どおり、地域医療支援病院としての機能を果たした点を評価して、評価
を３とした。
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第３

（１）評価結果

（２）判断理由及び考慮した事項

（３）小項目評価の集計結果

（3）

4

小計

○

◎

0 6 0

○

0

○

（5）

職員満足度
の向上

4
○

0 0 1 0 0

（1）

（2）

（3） 職員の育成

0 0

2

小計 0

○

法人職員の確保

医療専門職の確保 ◎
人材の確保
と育成

4 0 0

1
○

業務運営体
制の構築

○

◎

（1）

（2）

（3）

病院の理念と基本方針の浸透

業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置

Ａ 中期目標・中期計画の実現に向けて計画どおり進んでいる。

項目名 評価 評価 評価 評価 評価
5 4 3 2 1

経営基盤を支える組織体制の
整備

内部統制

やや遅れてい
る。

3
効率的・効
果的な業務
運営

小計 0 0

○

契約の見直し

医療資源等の有効活用

予算執行の弾力化

（4）

○

人事給与制度

（1）

（2）

適切かつ弾力的な人員配置

評価
結果

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
特筆すべき進
捗状況にあ
る。

計画どおり進
んでいる。

おおむね計画ど
おり進んでい
る。

重大な改善すべ
き事項がある。

小計 0 0

小項目評価数

　(3)小項目評価の集計結果の100％が評価3以上であること及び(4)評価にあたっての意
見、要望等を総合的に評価した結果、「Ａ　計画どおり進んでいる」と判断した。
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※ウエイト設定した小項目は◎で表記し、項目数を「２」としている

（４）評価にあたっての意見、要望等

● 1-（3）内部統制

● 2-（1）医療専門職の確保

● 3-（5）医療資源等の有効活用

● 4 職員満足度の向上

構成比率 100.0% 0.0%

合計

　麻酔科医が不足したこともあり、手術室稼働率は目標を下回り、手術件数は昨年度より
増となったものの目標をやや下回った。
　ただし、全身麻酔が必要な手術を積極的に行っており、全身麻酔件数が増となっている
点は評価できる。総合的に評価して３とした。

年度計画を大
幅に上回って
実施してい
る。

　平均年休取得日数は休暇取得を推進していただいた結果、昨年度数値を上回り目標を達
成した。
　また、職員満足度調査では、目標をやや下回るものの昨年度より数値は良くなってい
る。
　ただ、職場環境に不安を感じる職員へ今後どう対応していくかという課題について、引
き続き取り組んでいただき、相談しやすい環境づくりに努めていただきたい。

小項目
評価結

果

5 4 3 2
年度計画を上
回って実施し
ている。

年度計画を順調
に実施してい
る。

年度計画を十
分に実施でき
ていない。

年度計画を大幅
に下回ってい
る。

1

0 0 15 0 0

　内部統制委員会を開催し、リスク検討と業務改善に取り組まれた点について、引き続き
次年度以降も業務改善に取り組んでいただきたい。

　医師、看護師、医療技術職のいずれも目標を達成しており、多くの人材を確保できた
が、看護職の離職率については昨年度同様目標達成とはならず10%を超えている。
　職場環境の改善などに取り組まれているが、新規採用看護師の離職率が高い点からも、
看護師の職場内教育やメンタルケアに努めていただきたい。
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第４

（１）評価結果

（２）判断理由及び考慮した事項

（３）小項目評価の集計結果

小項目評価数

収入の確保

費用の節減

※ウエイト設定した小項目は◎で表記し、項目数を「２」としている

（４）評価にあたっての意見、要望等

● 財務内容の改善に関する目標を達成するためとるべき措置

おおむね計画ど
おり進んでい
る。

　(3)小項目評価の集計結果の40.0％が評価3以上であること及び(4)評価にあたっての意
見、要望等を総合的に評価した結果、「Ｃ　やや遅れている」と判断した。

評価

財務内容の改善に関する目標を達成するためとるべき措置

Ｃ 中期目標・中期計画の実現のためにはやや遅れている。

評価
結果

Ｓ

財務内容の改善に関する目標を達
成するためとるべき措置

小計

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
特筆すべき進
捗状況にあ
る。

計画どおり進
んでいる。

0

評価
5 4 3 2

やや遅れてい
る。

重大な改善すべ
き事項がある。

1

小項目
評価結

果

5 4 3 2

0 0

年度計画を順調
に実施してい
る。

年度計画を十
分に実施でき
ていない。

小計

40.0% 60.0%

　昨年度に比べて経常損益は176,112千円悪化し、154,162千円の経常損失となった。
ただ、第1期中期目標期間における経常損益の推移をみると、赤字額は改善傾向にあると言
える。
　次年度は、新型コロナウイルス感染症が収入面に及ぼす影響について不透明なところは
あるが、引き続き収入の確保、費用の節減に取り組んでいただきたい。
　評価については、経常収支比率が目標未達である点などから、法人の自己評価どおり２
とした。

年度計画を大
幅に上回って
実施してい
る。

年度計画を上
回って実施し
ている。

年度計画を大幅
に下回ってい
る。

合計 0 0 2 3 0

構成比率

2
◎

1

0

項目名 評価 評価 評価

2 0小計

0 2 0 0

◎

1

0

1

○

0 0 0
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● 1 収入の確保

● 2　費用の節減

　新入院患者数、病床利用率及び入院単価については、目標未達も昨年度に比べ増となっ
た。薬剤管理指導件数、入院栄養食事指導件数、リハビリ取得単位件数は目標達成とな
り、全体として収入の確保につながる結果となっている点から、評価を３とした。

　医業収益対人件費比率は、目標達成した。これは、職員を確保したことによる人件費増
以上に、入院患者の受入を積極的に行ったことによる。
一方で医業収益対材料費比率や医業収益対経費比率では目標未達となっている。引き続き
コスト意識を持った病院運営を行っていただき、目標達成となるよう努めていただきた
い。
　目標指標が市立東大阪医療センターの財政運営における重要な指標である点から、評価
を２とした。
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第５

（１）評価結果

（２）判断理由及び考慮した事項

（３）小項目評価の集計結果

小項目評価数

※ウエイト設定した小項目は◎で表記し、項目数を「２」としている

1

重大な改善すべ
き事項がある。

　(3)小項目評価の集計結果の100％が評価3以上であること等を総合的に評価した結果、
「Ａ　計画どおり進んでいる」と判断した。

項目名 評価 評価 評価 評価 評価
5 4 3 2 1

おおむね計画ど
おり進んでい
る。

やや遅れてい
る。

特筆すべき進
捗状況にあ
る。

計画どおり進
んでいる。

合計

小計

1

○

0 0 0

0 0小計 0 0

○

構成比率 100.0% 0.0%

0 0 2 0 0

小項目
評価結

果

5 4 3 2 1
年度計画を大
幅に上回って
実施してい
る。

年度計画を上
回って実施し
ている。

年度計画を順調
に実施してい
る。

年度計画を十
分に実施でき
ていない。

年度計画を大幅
に下回ってい
る。

地域医療構想を踏まえた役割の明
確化

中河内救命救急センターの運営受
託

1 0

2

その他の業務運営に関する重要事項を達成するためとるべき措置

Ａ 中期目標・中期計画の実現に向けて計画どおり進んでいる。

評価
結果

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
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２．小項目評価 

 

（１） 地方独立行政法人市立東大阪医療センターの概要 

 

１．現況（令和２年３月３１日現在） 

（１）目的 

地方独立行政法人市立東大阪医療センターは、地方独立行政法人法（ 平成１５年法律第

１１８号。以下「法」という。）に基づき、医療の提供、医療に関する調査及び研究並びに

医療に従事する者に対する研修、地域医療の支援等の業務を行うことにより、東大阪市の医

療施策として求められる救急医療及び高度医療等を提供し、医療水準の向上を図り、市民の

健康の維持及び増進に寄与することを目的としています。（地方独立行政法人市立東大阪医

療センター定款第１条） 

 

（２）業務内容 

当院は、地方独立行政法人市立東大阪医療センター定款第 1条の目的を達成するため、以

下の業務を行います。 

① 医療を提供すること。 

② 医療に関する調査及び研究を行うこと。 

③ 医療に従事する者に対する研修を行うこと。 

④ 医療に関する地域への支援を行うこと。 

⑤ 人間ドック、健康診断等の予防医療を提供すること。 

⑥ 前各号に掲げる業務に附帯する業務を行うこと。 

 

（３）沿革 

平成２８年１０月 地方独立行政法人として設立 

 

（４）設立根拠法 

地方独立行政法人法（平成１５年法律第１１８号） 
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（５）組織図（体制系統図） 
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（６）病院の所在地 

大阪府東大阪市西岩田三丁目４番５号 

 

（７）資本金の状況                       （単位 百万円） 

区分 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 

資本金 750       0       0 750 

 

（８）役員の状況 

役職 氏名 任期 備考 

理事長 谷口 和博 
自 

至 

平成 28 年 10 月 1日 

令和 2 年 9月 30 日 
  

副理事長 辻井 正彦 
自 

至 

平成 30 年 10 月 1日 

令和 3 年 3月 31 日 
市立東大阪医療センター院長 

理 事 嶋田 亘 
自 

至 

平成 30 年 10 月 1日 

令和 3 年 3月 31 日 
東大阪商工会議所会頭 

理 事 立花 静 
自 

至 

平成 30 年 10 月 1日 

令和 3 年 3月 31 日 
東大阪市副市長 

理 事 土岐 祐一郎 
自 

至 

平成 30 年 10 月 1日 

令和 3 年 3月 31 日 

大阪大学大学院 外科学講座消化

器外科学教授 

理 事 平本 善憲 
自 

至 

平成 30 年 10 月 1日 

令和 3 年 3月 31 日 

東部大阪経営者協会専務理事 

 

理 事 山村 仁 
自 

至 

令和 2年 3月 1 日 

令和 3 年 3月 31 日 

大阪府立中河内救命救急センター

所長 

監 事 岡本 好洋 

自 

至 

平成 30 年 10 月 1日 

令和 2年度の財務諸表

承認日 

税理士法人陽光 公認会計士・税

理士 

監 事 小島 崇宏 

自 

至 

平成 30 年 10 月 1日 

令和 2年度の財務諸表

承認日 

大阪Ａ＆Ｍ法律事務所 弁護士・

医師 

 

（９）常勤職員の状況 

常勤職員は令和２年３月３１日において 776 名（前年比 40名増加、5.4%増）となってい

ます。 

（内訳）医師・歯科医師112名、看護職481名、医療技術職133名、 

事務職50名（うち東大阪市からの派遣職員12名） 
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(10)患者数実績

1.入院患者数（新入院患者数・延入院患者数） （単位:　人）

H30年度 R1年度 前年比

新入院患者数 455 435 ▲ 20

延入院患者数 8,860 9,124 264

新入院患者数 195 261 66

延入院患者数 4,049 5,461 1,412

新入院患者数 56 110 54

延入院患者数 1,647 2,456 809

新入院患者数 100 122 22

延入院患者数 1,427 2,462 1,035

新入院患者数 1,239 1,317 78

延入院患者数 15,864 17,150 1,286

新入院患者数 1,573 1,730 157

延入院患者数 18,448 19,912 1,464

新入院患者数 577 489 ▲ 88

延入院患者数 12,117 11,023 ▲ 1,094

新入院患者数 2,112 1,812 ▲ 300

延入院患者数 10,120 8,879 ▲ 1,241

新入院患者数 1,071 1,083 12

延入院患者数 16,869 17,353 484

新入院患者数 85 86 1

延入院患者数 417 459 42

新入院患者数 244 311 67

延入院患者数 3,946 3,828 ▲ 118

新入院患者数 132 158 26

延入院患者数 1,153 1,207 54

新入院患者数 779 733 ▲ 46

延入院患者数 17,620 16,402 ▲ 1,218

新入院患者数 394 372 ▲ 22

延入院患者数 8,758 8,873 115

新入院患者数 175 154 ▲ 21

延入院患者数 2,121 1,898 ▲ 223

新入院患者数 1,117 928 ▲ 189

延入院患者数 5,481 4,633 ▲ 848

新入院患者数 927 936 9

延入院患者数 12,251 13,692 1,441

新入院患者数 1,020 1,113 93

延入院患者数 8,092 8,431 339

新入院患者数 248 244 ▲ 4

延入院患者数 1,687 1,922 235

新入院患者数 557 663 106

延入院患者数 6,928 6,576 ▲ 352

新入院患者数 243 254 11

延入院患者数 2,703 2,989 286

新入院患者数 553 568 15

延入院患者数 3,649 4,752 1,103

新入院患者数 ― 128 128

延入院患者数 ― 2,566 2,566

新入院患者数 264 228 ▲ 36

延入院患者数 7,290 7,092 ▲ 198

新入院患者数 14,116 14,235 119

延入院患者数 171,497 179,140 7,643
合計

腎臓内科

内分泌代謝内科

免疫内科

総合診療科

循環器内科

消化器内科

神経内科

小児科

消化器外科

小児外科

呼吸器外科

眼科

耳鼻咽喉科

産科未熟児

心臓血管外科

緩和ケア内科

口腔外科

整形外科

皮膚科

脳神経外科

泌尿器科

形成外科

産婦人科

乳腺外科
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2.外来（紹介患者数・延外来患者数） （単位：人）

H30年度 R1年度 前年比

紹介患者数 39 79 40

延べ外来患者数 7,266 8,427 1,161

紹介患者数 390 374 ▲ 16

延べ外来患者数 4,294 4,432 138

紹介患者数 366 408 42

延べ外来患者数 6,991 7,598 607

紹介患者数 216 280 64

延べ外来患者数 6,696 7,013 317

紹介患者数 342 428 86

延べ外来患者数 2,134 2,266 132

紹介患者数 1,612 1,458 ▲ 154

延べ外来患者数 15,030 14,815 ▲ 215

紹介患者数 2,603 2,626 23

延べ外来患者数 18,478 19,187 709

紹介患者数 85 108 23

延べ外来患者数 910 979 69

紹介患者数 1,130 1,104 ▲ 26

延べ外来患者数 9,808 9,732 ▲ 76

紹介患者数 171 230 59

延べ外来患者数 1,074 2,195 1,121

紹介患者数 1,321 1,320 ▲ 1

延べ外来患者数 21,984 21,000 ▲ 984

紹介患者数 547 513 ▲ 34

延べ外来患者数 12,456 12,302 ▲ 154

紹介患者数 122 91 ▲ 31

延べ外来患者数 1,297 1,107 ▲ 190

紹介患者数 95 71 ▲ 24

延べ外来患者数 2,493 1,784 ▲ 709

紹介患者数 394 387 ▲ 7

延べ外来患者数 5,518 5,836 318

紹介患者数 1,953 1,853 ▲ 100

延べ外来患者数 17,443 17,924 481

紹介患者数 530 525 ▲ 5

延べ外来患者数 4,253 4,319 66

紹介患者数 660 684 24

延べ外来患者数 4,899 5,011 112

紹介患者数 1,422 1,296 ▲ 126

延べ外来患者数 11,635 11,491 ▲ 144

紹介患者数 1,039 1,086 47

延べ外来患者数 17,606 16,857 ▲ 749

紹介患者数 797 1,030 233

延べ外来患者数 21,238 20,976 ▲ 262

紹介患者数 1,442 1,687 245

延べ外来患者数 8,572 9,717 1,145

紹介患者数 946 975 29

延べ外来患者数 11,000 10,575 ▲ 425

紹介患者数 2,046 1,796 ▲ 250

延べ外来患者数 6,156 6,410 254

紹介患者数 42 42 0

延べ外来患者数 5,553 5,393 ▲ 160

紹介患者数 2,298 2,525 227

延べ外来患者数 9,258 10,466 1,208

紹介患者数 0 0

延べ外来患者数 318 3 ▲ 315

紹介患者数 0 0 0

延べ外来患者数 425 1 ▲ 424

紹介患者数 37 97 60

延べ外来患者数 326 716 390

紹介患者数 12 20 8

延べ外来患者数 580 1,262 682

紹介患者数 256 254 ▲ 2

延べ外来患者数 2,543 2,241 ▲ 302

紹介患者数 12 1 ▲ 11

延べ外来患者数 49 89 40

紹介患者数 22,913 23,348 435

延べ外来患者数 238,283 242,124 3,841

耳鼻咽喉科

小児科

腎臓内科

臨床腫瘍科

放射線科

内科

歯科

整形外科

脳神経外科

形成外科

リハビリ科

皮膚科

口腔外科

泌尿器科

産婦人科

消化器外科

小児外科

眼科

乳腺外科

合計

内分泌代謝内科

免疫内科

総合診療科

循環器内科

呼吸器外科

その他

救急科

心臓血管外科

緩和ケア内科

消化器内科

呼吸器内科

神経内科

精神科
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２　財務状況
　（１）財務諸表の要約　　法人全体（市立東大阪医療センター+中河内救命救急センター）
　　①貸借対照表（令和2年3月31日） （単位　百万円）

資　産　の　部 金　額 負　債　の　部 金　額
固定資産 13,959 固定負債 13,366

有形固定資産 13,388 資産見返負債 160
無形固定資産 535  　資産見返補助金 11
投資その他の資産 36  　資産見返寄附金 1

流動資産 5,932 　 資産見返物品受贈額 148
現金預金 2,883 長期借入金 2,943
医業未収金 2,810 移行前地方債償還債務 6,549
たな卸資産 76 長期リース債務 1
前払費用 2 引当金 3,714
仮払金 0  　退職給付引当金 3,714
未収入金 149 流動負債 4,176
その他流動資産 11  一年以内返済予定長期借入金 744

 一年以内返済予定移行前
 地方債償還債務
 短期リース債務 0
 未払金 1,654
 未払消費税等 31
 預り金 42
 仮受金 1
 引当金 696
 　賞与引当金 588
 　診療費損害引当金 107

負　債　合　計 17,543
純　資　産　の　部 金　額

資本金 750
資本剰余金 2,904
繰越欠損金 ▲ 1,306

純　資　産　合　計 2,348
資　産　合　計 19,891 負債純資産合計 19,891

　（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しないものがあります。

1,008

金　　　額
営業収益 18,991
　医業収益 16,294
　救命救急センター事業収益 1,806
　その他営業収益 891
営業費用 18,444
　給与費 8,495
　材料費 4,471
　経費 2,558
　研究研修費 56
　減価償却費 1,059
　救命救急センター事業費用 1,806
営業利益 546
営業外収益 273
営業外費用 966
営業外損失 ▲ 693
経常損失 ▲ 146
臨時利益 94
臨時損失 93
当期純損失 ▲ 146

　（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しないもの

        があります。

科　　　目
　　②損益計算書（平成31年4月1日～令和2年3月31日）　　　（単位　百万円）
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金　　　額
Ⅰ　業務活動によるキャッシュ・フロー 1,015
Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー ▲ 1,081
Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー 14
Ⅳ　資金増加額 ▲ 52
Ⅴ　資金期首残高 2,936
Ⅵ　資金期末残高 2,883

　　④行政サービス実施コスト計算書（平成31年4月1日～令和2年3月31日）（単位　百万円）
金　　　額

Ⅰ　業務費用 1,157
　　損益計算書上の費用 19,503
 　（控除）自己収入等 ▲ 18,346
Ⅱ　機会費用 1
Ⅲ　行政サービス実施コスト 1,158

　（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しないもの

       があります。

科　　　目

科　　　目

　　③キャッシュ・フロー計算書（平成31年4月1日～令和2年3月31日）　（単位　百万円）

　（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しないもの

        があります。
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　（２）予算及び決算の概要

（単位　百万円）

科　　　目 予算額 決算額 差額

収入

　営業収益 19,194 19,012 ▲ 182

　　医業収益 16,385 16,318 ▲ 67

　　運営費負担金 809 810 1

　　救命救急センター事業収益 1,945 1,806 ▲ 139

　　その他営業収益 54 78 24

　営業外収益 244 282 38

　　運営費負担金 123 122 ▲ 1

　　その他営業外収益 121 160 39

　資本収入 2,878 2,501 ▲ 377

　　運営費負担金 887 887 0

　　長期借入金 1,991 1,597 ▲ 394

　　その他資本収入 0 16 16

計 22,317 21,794 ▲ 523

支出

　営業費用 17,915 17,783 ▲ 132

　　医業費用 14,918 14,894 ▲ 24

　　　給与費 8,219 7,758 ▲ 461

　　　材料費 4,485 4,872 387

　　　経費 2,134 2,206 72

　　　研究研修費 80 58 ▲ 22

　　救急救命センター事業費 1,906 1,819 ▲ 87

　　一般管理費 1,091 1,071 ▲ 20

　営業外費用 194 225 31

　資本支出 3,649 3,496 ▲ 153

　　建設改良費 1,336 1,197 ▲ 139

　　償還金 1,583 1,584 1

　　その他資本支出 730 715 ▲ 15

計 21,758 21,504 ▲ 254

単年度資金収支（収入-支出） 558 290 ▲ 269

　（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しないものが

       あります。

＊損益計算書の計上額と決算額の集計区分等の相違の概要は、以下のとおりです。

（１）損益計算書において計上されている現金収入を伴わない収益及び現金支出を伴わない

　　　費用を含んでおりません。

（２）医業費用の給与費及び一般管理費に退職金及び賞与支払額を決算額に含めております。

（３）上記数値は消費税等込みの金額を記載しております。
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（２） 全体的な状況 

 

１．法人の現状と課題 

地方独立行政法人として４年目となる令和元年度は、年度計画及び予算に基づき理事会、

幹部会での議論を踏まえ以下の取組を行った。 

４月から５月にかけての１０連休については、市民・患者への影響を考慮し、期間中にお

いて２日間の外来診療を行った。 

前年度から改修に取り組んでいた、４階及び５階の改修については、令和元年７月に心臓

血管外科手術等に対応できるハイブリッド手術室、眼科専用手術室の増設、ＩＣＵ（集中治

療室）が完成し運用を開始した。また１０月にはＮＩＣＵ（新生児集中治療室）の移転改修、

ＭＥ（メディカルエンジニア）センターが完成し、全ての工事が完了し、１１月１日付で許

可病床数を５２０床に変更した。 

今年度の重点として取り組んだ療養環境の改善については、床頭台（テレビ・冷蔵庫・セ

ーフティーボックス付き）の更新、全てのトイレへの洗浄機付き便座設置、照明のＬＥＤ化、

２階トイレの改修などを行った。 

また、１階北側玄関横に、患者さんの利便性向上に向けて、入退院センター、地域医療連

携室などを一体的に運営する「患者総合支援センター」の開設にむけて、改修を開始した。 

経営状況では、年間の入院患者数 179,140 人（前年度比 7,643 人増）、外来患者数 242,124

人（前年度比 3,841 人増）、医業収益 16,293 百万円（前年度比 1,323 百万円増）となり改

善した。一方、患者数増による材料費等の支出も増え、営業費用は 16,638 百万円（前年

度比 1,461 百万円増）となった。営業外の収益、費用を加えた経常収支はマイナス 154 

百万円（前年度比マイナス 180 百万円）となり、単年度黒字は達成できなかった。 

 令和元年度末から令和２年度にかけて、新型コロナウイルス感染症の影響により、入

院・外来患者数が減少しており、令和２年度の収入が大きく落ち込み、収支が悪化するこ

とが懸念される。 

 

２．大項目ごとの主な取り組み 

第１ 年度計画の期間 

特になし 

第２ 市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するた

めとるべき措置 

医療センターとして担うべき医療について、急性期医療、高度医療、救急医療及び周産期

医療の提供を中心に地域の中核病院として必要な医療を提供した。 

また、Ｇ２０サミット、ラグビーワールドカップといった、世界的イベントについての、

救急体制への協力を行った。 

がん医療については、手術件数、放射線治療件数、レジメン件数、がん登録件数が前年度

実績を上回った。 

心筋梗塞については、ＰＣＩ（経皮的冠動脈形成術）実施件数が前年度と比べて大きく増

加した。 

脳卒中については、ホットライン件数が前年度と比べ大幅に減少したが、脳神経外科手術

件数は前年度並みの件数を維持した。 

災害拠点病院としての取組は、ＢＣＰ（事業継続計画）に基づく訓練の実施及びＢＣＰの

改訂、非常時参集・安否確認システムの導入に向けた検証を行った。 
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感染症対策については、2019 年の年末から全世界的に流行した、新型コロナウイルス感

染症に対して、東大阪市保健所等と連携し、ＰＣＲ検査を開始するとともに、入院患者の受

け入れ準備を行った。 

患者ニーズの把握・改善にかかる、入院・外来患者満足度調査において、入院・外来とも

に総合満足度は上昇した。外来待ち時間については目標達成に向けて、採血室等で改善に取

り組んだ。 

地域医療支援病院としての取組については、紹介患者数が目標に届かなかったものの、紹

介患者数・逆紹介患者数ともに前年度より増加した。 

 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 

内部統制規程に基づく内部統制委員会を２回開催し、事務局３課、３つの委員会からリス

クの把握、対応等についての自己点検結果の報告を、また、コンプライアンス統括担当監か

ら電子カルテへの不要なアクセスの禁止について報告を行った。 

職員数について、令和 2年 4 月には 839 名になり、前年同月と比較して 25名の増員がで

きた。そのうち看護職（助産師・看護師）については、令和元年度に 54名の退職があった

ものの、令和２年４月に 67 名を採用し、前年同月を上回った。 

 労働関連法の改正にかかる対応として、年休１０日以上付与者の５日以上取得に取組む

とともに、夏期休暇を職員のワークライフバランスに配慮したＷＬＢ促進休暇に変更し、有

給休暇の取得促進に取り組んだ。また、令和２年４月に施行される同一労働同一賃金対応に

ついても、他の独法病院等の動向を注視し、労働組合とも協議を重ね、賞与の支給、休暇の

拡充など一定の改善を行った。 

 病床利用率については、院内改修で使用できない病床があった中で、入退院の調整を行っ

た結果 91.4％となり、前年度より 5.5 ポイント上昇した。 

（参考）許可病床数：令和元年 10月 31 日まで 547 床、令和元年 11月 1日から 520 床。 

 

第４ 財務内容の改善に関する目標を達成するためとるべき措置 

収入のうち医業収益については、がん診療、地域医療連携の取組強化などによる入院患者

数の増、病床稼働率の上昇、患者の１日当たり単価の上昇などにより 162.9 億円となり、前

年度より 13.2 億円の増収となった。 

費用のうち営業費用については、清掃業務の仕様見直しによる減などがあったものの、職

員数の増、患者数の増及び高額な薬品・診療材料の使用による材料費の増があり 166.4 億円

となり、前年度より 14.6 億円の支出増となった。 

その結果、医業収支比率は 104.8％（目標 106.4％）、経常収支比率は 99.1％（目標 100.1％）

となり、単年度黒字は達成できなかった。 

 

第５ その他業務運営に関する重要事項を達成するためとるべき措置 

中河内救命救急センターについては、平成２９年４月の指定管理受託後も大阪府と緊密

に連絡・調整を行い、円滑な業務遂行に努めた。令和元年度の新入院患者は 811 人で前年比

165 人の増となった。 
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合

的
に

判
断

し
て

、
評

価
を

３
と

し
た

。

◎
3

・
救

急
搬

送
件

数
：

6,
28

8
5,

88
6

   
   

 （
前

年
度

：

・
応

需
率

 :
77

.8
（
前

年
度

（
参

考
）
前

年
度

受
診

者
総

数
：

16
,0

26

8,
76

6
小

児
科

6,
25

6
そ

の
他

68
7

 
外

科
40

5
そ

の
他

63
8

内
科

8,
34

1
小

児
科

6,
64

2

項
　

目
平

成
3
0
年

度
実

績
令

和
元

年
度

目
標

令
和

元
年

度
実

績
達

成
率

救
急

搬
送

受
入

件
数

（
件

）
5
,
8
8
6

6
,
8
0
0

6
,
2
8
8

9
2
.
5
%

救
急

車
受

入
率

（
％

）
7
7
.
3

8
1
.
0

7
7
.
8

9
6
.
0
%

救
急

搬
送

患
者

入
院

率
（

％
）

3
5
.
3

3
5
.
0

3
1
.
0

8
8
.
6
%
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中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

イ
　

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
を

強
化

す
る

こ
と

で
、

多
数

の
二

次
・
三

次
救

急
患

者
を

受
け

入
れ

、
重

症
度

、
緊

急
度

に
応

じ
た

適
切

な
医

療
を

提
供

す
る

体
制

の
確

保
を

図
る

。

イ
　

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
を

強
化

す
る

た
め

、
現

場
レ

ベ
ル

で
の

交
流

を
増

や
す

こ
と

で
、

多
数

の
二

次
・

三
次

救
急

患
者

を
受

け
入

れ
、

重
症

度
、

緊
急

度
に

応
じ

た
適

切
な

医
療

を
提

供
す

る
体

制
の

確
保

を
図

る
。

（
自

己
評

価
理

由
）

救
急

受
入

件
数

及
び

受
入

率
と

も
目

標
値

を
達

成
出

来
な

か
っ

た
が

、
前

年
比

4
0
0
件

増
加

し
た

点
及

び
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

対
応

に
か

か
る

両
セ

ン
タ

ー
の

連
携

の
点

で
「
３

」
と

し
た

。

イ
　

｢東
大

阪
-
中

河
内

医
療

連
携

ワ
ー

キ
ン

グ
｣を

定
期

的
に

開
催

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
職

種
ご

と
に

、
医

療
連

携
を

行
っ

て
い

く
上

で
の

問
題

点
や

課
題

の
抽

出
を

行
っ

た
。

解
決

し
て

い
な

い
点

も
あ

る
が

、
こ

の
取

り
組

み
も

あ
り

、
現

在
の

｢新
型

コ
ロ

ナ
感

染
症

｣に
対

し
て

中
等

症
（
市

立
東

大
阪

医
療

セ
ン

タ
ー

）
と

重
症

（
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

）
の

転
院

を
含

め
た

医
療

連
携

は
、

比
較

的
う

ま
く

行
わ

れ
て

い
る

と
思

わ
れ

る
。
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第
2
　

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

1
　

医
療

セ
ン

タ
ー

と
し

て
担

う
べ

き
役

割
（

2
）

小
児

医
療

、
周

産
期

医
療

ハ
イ

リ
ス

ク
分

娩
に

つ
い

て
、

病
病

連
携

を
進

め
て

い
た

だ
い

た
結

果
、

目
標

を
上

回
る

受
入

件
数

と
な

っ
た

点
は

評
価

で
き

る
。

し
か

し
小

児
救

急
に

つ
い

て
、

小
児

科
入

院
患

者
数

、
小

児
救

急
入

院
患

者
数

は
い

ず
れ

も
目

標
未

達
の

う
え

昨
年

度
を

下
回

っ
て

い
る

点
か

ら
評

価
「

２
」

と
し

た
。

2
2

中
期

目
標

ア
　

小
児

救
急

病
院

と
し

て
、

小
児

救
急

医
療

体
制

の
充

実
を

図
る

こ
と

。
イ

　
地

域
周

産
期

母
子

医
療

セ
ン

タ
ー

と
し

て
、

受
入

機
能

の
充

実
に

努
め

る
こ

と
。

ウ
　

公
的

病
院

と
し

て
特

定
妊

婦
を

受
け

入
れ

、
出

産
・

育
児

へ
の

ケ
ア

を
行

う
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ア
　

小
児

救
急

に
つ

い
て

病
院

群
輪

番
制

度
の

も
と

、
初

期
及

び
二

次
救

急
医

療
機

関
と

し
て

の
受

入
体

制
を

維
持

し
て

い
く

。
  地

域
周

産
期

母
子

医
療

セ
ン

タ
ー

と
し

て
地

域
医

療
機

関
と

連
携

し
、

入
院

に
よ

る
集

中
治

療
を

必
要

と
す

る
小

児
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

、
治

療
、

退
院

後
は

か
か

り
つ

け
医

、
医

師
会

、
保

健
所

と
連

携
し

育
児

へ
の

サ
ポ

ー
ト
を

し
て

い
く

。
  ま

た
、

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
や

重
症

心
身

障
害

児
へ

の
対

応
な

ど
、

地
域

の
ニ

ー
ズ

が
高

ま
っ

て
い

る
分

野
に

お
け

る
医

療
も

提
供

を
行

い
、

地
域

に
お

け
る

中
心

的
な

役
割

を
担

う
。

ア
　

小
児

救
急

に
つ

い
て

病
院

群
輪

番
制

度
の

も
と

、
初

期
及

び
二

次
救

急
医

療
機

関
と

し
て

の
受

入
体

制
を

維
持

し
て

い
く

。
 
地

域
周

産
期

母
子

医
療

セ
ン

タ
ー

と
し

て
５

階
に

周
産

期
セ

ン
タ

ー
を

開
設

し
、

ま
た

夏
に

は
Ｎ

Ｉ
Ｃ

Ｕ
を

改
修

し
、

充
実

し
た

設
備

の
も

と
、

小
児

患
者

を
積

極
的

に
受

け
入

れ
、

治
療

、
退

院
後

は
か

か
り

つ
け

医
、

医
師

会
、

保
健

所
と

連
携

し
育

児
へ

の
サ

ポ
ー

ト
を

し
て

い
く

。
 
ま

た
、

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
や

重
症

心
身

障
が

い
児

へ
の

対
応

な
ど

、
地

域
の

ニ
ー

ズ
が

高
ま

っ
て

い
る

分
野

に
お

け
る

医
療

も
提

供
を

行
い

、
地

域
に

お
け

る
中

心
的

な
役

割
を

担
う

。

ア
　

小
児

救
急

に
つ

い
て

病
院

群
輪

番
制

度
の

も
と

、
初

期
及

び
二

次
救

急
医

療
機

関
と

し
て

の
受

入
体

制
を

維
持

し
た

。
　

・
中

河
内

医
療

圏
の

輪
番

制
で

小
児

夜
間

救
急

外
来

を
週

3日
維

持
し

た
。

救
急

患
者

数
は

目
標

の

40
0例

/年
に

届
か

ず
、

31
2例

/年
の

受
け

入
れ

に
と

ど
ま

っ
た

。
特

に
救

急
日

を
減

ら
し

て
は

い
な

い
が

小
児

の
受

診
数

が
減

っ
て

い
る

点
や

小
児

科
医

師
の

産
休

な
ど

が
続

き
減

員
と

な
っ

た
こ

と
も

原
因

の
ひ

と
つ

で
あ

る
か

と
考

え
ら

れ
る

。
 （
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

・
重

症
心

身
障

が
い

児
）

　
・
食

物
経

口
負

荷
試

験
の

入
院

数
は

40
5人

で
目

標
の

50
0人

/年
に

届
か

な
か

っ
た

。
次

年
度

の
目

標
と

し
て

は
40

0人
以

上
を

維
持

で
き

る
よ

う
に

し
た

い
。

　
・
在

宅
医

療
を

必
要

と
す

る
重

症
心

身
障

害
児

の
体

調
不

良
時

の
加

療
を

行
う

と
と

も
に

、
介

護
者

の
負

担
を

軽
減

す
る

目
的

で
の

レ
ス

パ
イ

ト
入

院
を

積
極

的
に

受
入

れ
た

。
　

ま
た

心
理

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
を

必
要

と
す

る
児

を
受

け
入

れ
、

症
状

や
状

態
に

応
じ

て
必

要
で

あ
れ

ば
児

童
精

神
科

に
紹

介
し

、
当

院
で

フ
ォ

ロ
ー

可
能

で
あ

る
児

は
当

院
に

て
経

過
観

察
を

行
っ

た
。

　
食

物
経

口
負

荷
試

験
入

院
：
　

40
5人

　
レ

ス
パ

イ
ト
入

院
　

　
　

　
　

   
：
   

 4
9 

人
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中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

:
件

: :
件

: :
件

:

:
件

イ
　

地
域

周
産

期
母

子
医

療
セ

ン
タ

ー
で

あ
る

当
セ

ン
タ

ー
は

、
産

婦
人

科
診

療
相

互
援

助
シ

ス
テ

ム
（
Ｏ

Ｇ
Ｃ

Ｓ
）
、

新
生

児
診

療
相

互
援

助
シ

ス
テ

ム
（
Ｎ

Ｍ
Ｃ

Ｓ
）

参
加

施
設

と
し

て
、

安
心

・
安

全
な

周
産

期
医

療
を

提
供

し
母

子
の

育
児

環
境

を
整

え
る

。

イ
　

地
域

周
産

期
母

子
医

療
セ

ン
タ

ー
で

あ
る

と
と

も
に

、
産

婦
人

科
診

療
相

互
援

助
シ

ス
テ

ム
（
Ｏ

Ｇ
Ｃ

Ｓ
）
参

加
施

設
と

し
て

、
安

心
・
安

全
な

周
産

期
医

療
を

提
供

し
母

子
の

育
児

環
境

を
整

え
る

。

イ
　

地
域

周
産

期
母

子
医

療
セ

ン
タ

ー
で

あ
る

と
と

も
に

、
新

生
児

診
療

相
互

援
助

シ
ス

テ
ム

（
Ｎ

Ｍ
Ｃ

Ｓ
）

参
加

施
設

と
し

て
、

安
心

・
安

全
な

周
産

期
医

療
を

提
供

し
母

子
の

育
児

環
境

を
整

え
、

具
体

的
な

入
院

目
標

は
年

間
70

例
で

あ
っ

た
が

、
小

児
科

医
師

の
人

員
不

足
に

よ
り

一
時

縮
小

し
た

た
め

、
58

人
に

と
ど

ま
っ

た
。

　
（
前

年
度

）
　

食
物

経
口

負
荷

試
験

入
院

：
   

 5
30

人

　
レ

ス
パ

イ
ト
入

院
　

　
　

 　
　

  ：
   

   
47

人

・
地

域
の

開
業

医
か

ら
の

緊
急

入
院

は
す

べ
て

受
け

入
れ

た
。

　
　

　
　

　
　

　
新

入
院

数
：
1,

81
2人

　
　

　
　

　
　

  
　

（
前

年
度

：
2,

11
2人

）

52 27 55 34

17

・
産

婦
人

科
診

療
相

互
援

助
シ

ス
テ

ム
（
O

G
C

S
）

  を
介

す
る

母
体

搬
送

受
け

入
れ

件
数

・
周

産
期

医
療

：
Ｎ

ＩＣ
Ｕ

入
院

件
)

 （
前

年
度

：
58 59

　
（
う

ち
ハ

イ
リ
ス

ク
妊

婦
件

)
(前

年
度

）
O

G
CS

受
け

入
れ

件
　

（
う

ち
ハ

イ
リ
ス

ク
妊

婦
件

)

・
救

急
隊

か
ら

の
緊

急
手

術
を

要
す

る
患

者
受

け
 入

れ
件

数
（
前

年
度

23
件

)

項
　

目
平

成
3
0
年

度
実

績
令

和
元

年
度

目
標

令
和

元
年

度
実

績
達

成
率

小
児

科
患

者
数

・
入

院
（

人
）

1
0
,
1
2
0

1
1
,
5
0
0

8
,
8
7
9

7
7
.
2
%

小
児

救
急

入
院

患
者

数
（

人
）

3
5
2

4
0
0

3
1
2

7
8
.
0
%

項
　

目
平

成
3
0
年

度
実

績
令

和
元

年
度

目
標

令
和

元
年

度
実

績
達

成
率

ハ
イ

リ
ス

ク
分

娩
件

数
（

件
）

1
2
5

1
2
0

1
2
8

1
0
6
.
7
%

総
分

娩
件

数
（

件
）

5
8
2

6
3
0

6
0
9

9
6
.
7
%
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中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

（
自

己
評

価
理

由
）

小
児

科
入

院
患

者
数

・
小

児
救

急
入

院
患

者
数

が
達

成
で

き
な

か
っ

た
点

及
び

ハ
イ

リ
ス

ク
分

娩
件

数
は

目
標

を
達

成
し

た
も

の
の

、
総

分
娩

件
数

は
増

加
し

た
が

目
標

に
届

か
な

か
っ

た
点

か
ら

「
２

」
と

し
た

。

ウ
　

近
隣

の
産

婦
人

科
病

院
、

医
院

と
の

棲
み

分
け

・
連

携
を

明
確

に
し

、
特

定
妊

婦
、

ハ
イ

リ
ス

ク
妊

娠
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
ケ

ア
を

必
要

と
す

る
妊

産
婦

の
受

入
体

制
を

強
化

す
る

こ
と

に
よ

り
、

安
心

し
て

子
供

を
産

み
育

て
ら

れ
る

周
産

期
医

療
圏

を
構

築
す

る
。

ウ
　

近
隣

病
院

や
保

健
所

と
の

連
携

を
高

め
、

社
会

的
ハ

イ
リ
ス

ク
症

例
な

ど
の

当
セ

ン
タ

ー
で

完
結

す
る

症
例

を
積

極
的

に
受

け
入

れ
る

。

ウ
　

小
阪

産
病

院
・
恵

生
会

病
院

・
河

内
総

合
病

院
と

の
病

病
連

携
が

機
能

す
る

よ
う

に
な

り
、

各
種

合
併

症
妊

婦
や

社
会

的
に

問
題

を
有

す
る

症
例

が
当

院
に

集
約

さ
れ

た
結

果
、

ハ
イ

リ
ス

ク
分

娩
件

数
は

目
標

を
達

し
た

。
・
近

隣
の

ク
リ
ニ

ッ
ク

に
お

い
て

妊
娠

後
期

ま
で

妊
婦

健
診

を
行

う
セ

ミ
オ

ー
プ

ン
シ

ス
テ

ム
を

推
奨

し
た

結
果

、
午

後
診

や
土

曜
日

の
健

診
を

希
望

す
る

妊
婦

も
当

院
に

お
い

て
分

娩
可

能
と

な
り

、
昨

年
度

よ
り

分
娩

件
数

は
増

加
し

た
。

し
か

し
結

果
と

し
て

は
目

標
値

を
達

成
出

来
な

か
っ

た
。

来
期

は
入

院
患

者
よ

り
指

摘
さ

れ
て

い
た

浴
室

や
病

室
の

ア
メ

ニ
テ

ィ
を

改
装

の
上

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

す
る

こ
と

で
、

帰
省

分
娩

妊
婦

の
獲

得
に

努
め

る
予

定
で

あ
る

。 分
娩

数
：

件
（
う

ち
帝

王
切

開

・
緊

急
母

体
搬

送
・
消

防
か

ら
の

緊
急

患
者

の
受

 け
入

れ
件

数
は

、
年

度
目

標
を

達
成

し
、

ハ
イ

リ
ス

ク
分

娩
の

受
け

入
れ

件
数

も
目

標
を

超
え

る
こ

と
が

出
き

た
。

60
9

21
4

件
)

（
前

年
度

：
58

2
件

（
う

ち
帝

王
切

開
21

5
件

)
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第
2
　

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

1
　

医
療

セ
ン

タ
ー

と
し

て
担

う
べ

き
役

割
（

3
）

4
疾

病
に

対
す

る
医

療
水

準
の

向
上

が
ん

に
つ

い
て

は
、

放
射

線
治

療
件

数
、

レ
ジ

メ
ン

件
数

や
が

ん
登

録
件

数
が

目
標

を
上

回
っ

た
一

方
で

、
緩

和
ケ

ア
病

棟
病

床
利

用
率

に
つ

い
て

は
、

目
標

及
び

昨
年

度
数

値
を

下
回

っ
て

い
る

。
脳

卒
中

に
つ

い
て

は
、

脳
卒

中
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
件

数
は

目
標

未
達

の
う

え
昨

年
度

に
比

べ
減

と
な

っ
て

い
る

が
、

手
術

件
数

は
目

標
達

成
し

た
。

糖
尿

病
に

つ
い

て
は

、
目

標
指

標
で

あ
る

糖
尿

病
教

室
参

加
者

数
に

つ
い

て
、

昨
年

度
か

ら
目

標
値

を
下

げ
た

が
目

標
未

達
と

な
っ

た
。

と
こ

ろ
が

、
参

考
指

標
で

あ
る

内
分

泌
代

謝
内

科
の

入
院

患
者

数
、

外
来

患
者

数
は

と
も

に
昨

年
度

に
比

べ
て

上
回

っ
た

。
以

上
の

こ
と

か
ら

総
合

的
に

判
断

し
て

評
価

「
３

」
と

し
た

。

3
3

◎

〔
が

ん
〕

・
地

域
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
と

し
て

、
５

大
が

ん
を

は
じ

め
と

す
る

が
ん

患
者

に
、

手
術

・
放

射
線

治
療

・
化

学
療

法
及

び
緩

和
医

療
を

効
果

的
に

組
み

合
わ

せ
た

集
学

的
治

療
を

提
供

す
る

。

・
呼

吸
器

内
科

の
再

開
に

向
け

て
、

理
事

長
、

院
長

を
先

頭
に

複
数

の
大

学
へ

の
働

き
か

け
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
再

開
ま

で
の

間
、

呼
吸

器
外

科
及

び
内

科
系

医
師

に
よ

り
、

肺
が

ん
な

ど
の

呼
吸

ア
　

が
ん

手
術

件
数

は
、

ご
く

わ
ず

か
目

標
値

に
達

し
な

か
っ

た
が

、
平

成
３

０
年

度
実

績
を

上
回

っ
た

。
が

ん
登

録
件

数
は

、
が

ん
登

録
に

係
わ

る
人

員
の

補
充

に
よ

り
、

登
録

ま
で

の
タ

イ
ム

ラ
グ

が
減

少
し

た
こ

と
も

あ
り

、
令

和
元

年
度

目
標

お
よ

び
平

成
３

０
年

度
実

績
を

上
回

っ
た

。

〔
が

ん
〕

・
が

ん
手

術
件

数
：

1
,
0
4
0
件

　
※

下
表

参
照

　
　

　
（

前
年

度
：

9
6
4
件

）

・
呼

吸
器

内
科

の
再

開
に

向
け

て
、

理
事

長
、

院
長

を
先

頭
に

複
数

の
大

学
へ

の
働

き
か

け
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
再

開
ま

で
の

間
、

呼
吸

器
外

科
お

よ
び

ア
　

中
河

内
地

域
の

中
核

病
院

と
し

て
、

４
疾

病
（

が
ん

治
療

、
心

筋
梗

塞
、

脳
卒

中
、

糖
尿

病
）

の
治

療
を

中
心

と
し

た
高

度
で

先
進

的
な

医
療

を
積

極
的

に
提

供
す

る
。

ア
 
中

河
内

地
域

の
中

核
病

院
と

し
て

、
４

疾
病

（
が

ん
治

療
、

心
筋

梗
塞

、
脳

卒
中

、
糖

尿
病

）
の

治
療

を
中

心
と

し
た

高
度

で
先

進
的

な
医

療
を

積
極

的
に

提
供

す
る

。

〔
が

ん
〕

・
地

域
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
と

し
て

、
５

大
が

ん
を

は
じ

め
と

す
る

全
て

の
が

ん
患

者
に

、
手

術
療

法
・

放
射

線
治

療
・

化
学

療
法

お
よ

び
緩

和
医

療
を

効
果

的
に

組
み

合
わ

せ
た

集
学

的
治

療
を

提
供

す
る

。

中
期

目
標

国
指

定
の

地
域

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

と
し

て
が

ん
診

療
機

能
を

強
化

す
る

こ
と

は
も

と
よ

り
、

心
筋

梗
塞

、
脳

卒
中

、
糖

尿
病

を
含

め
た

4
疾

病
に

対
す

る
医

療
水

準
の

向
上

に
努

め
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

件
）

件
）

・
呼

吸
器

内
科

実
績

　
（
外

来
患

者
数

：
   

  （
前

年
度

：
97

9
91

0
人

）
人

）

（
前

年
度

：
・
放

射
線

治
療

件
数

6,
88

9
6,

48
8

R0
1年

(1
－

12
月

）
H

30
年

(1
－

12
月

）

胃
が

ん
12

3
10

1
大

腸
が

ん
50

2
39

5
肝

臓
が

ん
67

10
0

乳
が

ん
23

4
11

1
肺

が
ん

34
37

※
医

事
算

定
ベ

ー
ス

【
参

考
】

が
ん

手
術

実
績

の
う

ち
５

大
が

ん
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中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

：
1

：
3

：
4

：
3

：
7

回 回 回 回

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
・
東

大
阪

緩
和

ケ
ア

地
域

連
携

・
河

内
医

師
会

緩
和

ケ
ア

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

・
な

に
わ

緩
和

ケ
ア

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス

器
疾

患
に

対
応

す
る

。

・
緩

和
ケ

ア
研

修
会

・
レ

ジ
メ

ン
件

数
は

平
成

30
年

度
実

績
よ

り
11

4件
増

と
大

幅
に

増
加

し
た

。

・
緩

和
ケ

ア
病

棟
病

床
利

用
率

　
77

.5
％

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
前

年
度

：
79

.9
%

）

  緩
和

ケ
ア

病
棟

病
床

利
用

率
に

つ
い

て
は

、
前

年

度
よ

り
若

干
低

下
し

、
目

標
に

は
届

か
な

か
っ

た
が

在
宅

医
か

ら
の

緊
急

入
院

に
も

対
応

し
た

。

・
緩

和
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
の

体
制

を
整

備
・

確
立

し
、

セ
ン

タ
ー

長
の

元
、

ジ
ェ

ネ
ラ

ル
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
を

配
置

し
、

緩
和

ケ
ア

外
来

・
緩

和
ケ

ア
病

棟
・

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
の

統
括

を
行

い
、

多
職

種
間

の
効

率
的

な
情

報
共

有
を

は
か

る
。

ま
た

、
入

院
・

外
来

を
問

わ
ず

緩
和

ケ
ア

提
供

の
充

実
を

目
指

す
と

と
も

に
、

研
修

会
、

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
の

開
催

に
よ

り
、

地
域

の
緩

和
ケ

ア
を

リ
ー

ド
し

、
在

宅
緩

和
ケ

ア
体

制
を

支
援

す
る

。
・

５
大

が
ん

を
は

じ
め

と
し

て
、

主
な

癌
腫

に
つ

い
て

の
ク

リ
ニ

カ
ル

・
イ

ン
デ

ィ
ケ

ー
タ

ー
と

し
て

、
治

療
実

績
（

手
術

・
処

置
件

数
）

を
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
し

、
５

年
生

存
率

を
年

度
毎

更
新

が
で

き
る

シ
ス

テ
ム

を
構

築
す

る
。

臨
床

腫
瘍

科
医

師
を

中
心

に
、

肺
が

ん
な

ど
の

呼
吸

器
系

悪
性

疾
患

に
対

応
す

る
。

・
中

河
内

緩
和

ケ
ア

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス

回

・
多

職
種

か
ら

な
る

緩
和

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

の
体

制
を

整
備

し
、

緩
和

ケ
ア

外
来

・
緩

和
ケ

ア
病

棟
・

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
の

統
括

を
行

い
、

効
率

的
に

情
報

共
有

を
は

か
り

な
が

ら
入

院
通

院
を

問
わ

ず
緩

和
ケ

ア
提

供
の

充
実

を
目

指
す

と
と

も
に

、
研

修
会

、
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
開

催
に

よ
り

、
地

域
の

緩
和

ケ
ア

を
リ

ー
ド

し
、

在
宅

緩
和

ケ
ア

体
制

を
支

援
す

る
。

　
放

射
線

治
療

件
数

は
、

目
標

を
達

成
。

前
年

度
よ

り
40

0件
以

上
大

幅
に

増
加

し
た

。

項
　

目
平

成
3
0
年

度
実

績
令

和
元

年
度

目
標

令
和

元
年

度
実

績
達

成
率

が
ん

手
術

件
数

（
件

）
9
6
4

1
,
0
5
0

1
,
0
4
0

9
9
.
0
%

放
射

線
治

療
件

数
（

件
）

6
,
4
8
8

6
,
1
0
0

6
,
8
8
9

1
1
2
.
9
%

レ
ジ

メ
ン

件
数

（
件

）
8
1
4

8
5
0

9
2
8

1
0
9
.
2
%

が
ん

登
録

件
数

（
件

）
1
,
3
9
1

1
,
3
5
0

1
,
4
6
9

1
0
8
.
8
%

緩
和

ケ
ア

病
棟

病
床

利
用

率
（

％
）

7
9
.
9

8
0
.
0

7
7
.
5

9
6
.
9
%
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中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

件 件 件 件

〔
脳

卒
中

〕
・
昨

年
に

引
き

続
き

、
脳

神
経

外
科

と
神

経
内

科
で

協
力

し
、

救
急

隊
員

か
ら

の
「
脳

卒
中

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

」
の

24
時

間
36

5日
体

制
を

継
続

し
、

現
状

の
取

り
組

み
を

維
持

し
た

。
手

術
数

の
減

少
月

と
ホ

ッ
ト
ラ

イ
ン

数
減

少
月

に
一

致
が

あ
る

。
病

院
満

床
状

態
、

あ
る

い
は

重
症

受
け

入
れ

困
難

空
床

状
況

で
受

け
入

れ
が

困
難

で
あ

っ
た

症
例

も
あ

る
。

脳
卒

中
セ

ン
タ

ー
の

役
割

を
明

確
化

し
、

常
に

脳
卒

中
患

者
を

管
理

可
能

な
病

床
を

確
保

し
て

お
く

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

〔
心

筋
梗

塞
〕

・
経

皮
的

冠
動

脈
イ

ン
タ

ー
ベ

ン
シ

ョ
ン

（
P
C

I)
3
4
6
件

／
年

と
大

幅
に

P
C

Iの
件

数
は

増
加

し
た

。
令

和
元

年
4
月

以
降

積
極

的
に

救
急

患
者

の
取

り
組

み
を

お
こ

な
っ

た
。

〔
脳

卒
中

〕
・

脳
神

経
外

科
と

神
経

内
科

で
協

力
し

、
救

急
隊

員
か

ら
の

「
脳

卒
中

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

」
の

２
４

時
間

３
６

５
日

体
制

を
継

続
し

、
超

急
性

期
血

栓
溶

解
療

法
、

脳
外

科
的

直
達

手
術

並
び

に
脳

血
管

内
手

術
を

増
加

さ
せ

る
と

と
も

に
Ｉ

Ｃ
Ｕ

の
増

床
に

よ
る

緊
急

搬
送

件
数

の
増

加
を

見
込

み
、

症
例

数
の

増
加

を
図

る
。

前
年

度

〔
心

筋
梗

塞
〕

・
当

院
は

ア
ン

ギ
オ

装
置

、
マ

ル
チ

ス
ラ

イ
ス

C
T
、

M
R
I
を

整
備

し
て

お
り

、
狭

心
症

や
心

筋
梗

塞
の

治
療

に
対

し
て

十
分

な
設

備
を

有
し

て
い

る
。

ま
た

、
心

臓
血

管
外

科
医

が
着

任
す

る
こ

と
に

よ
り

、
I
A
B
P
(
大

動
脈

内
バ

ル
ー

ン
パ

ン
ピ

ン
グ

)
、

P
C
P
S
(
経

皮
的

心
肺

補
助

)
な

ど
、

よ
り

重
篤

で
緊

急
性

の
高

い
循

環
器

疾
患

患
者

へ
も

対
応

が
拡

大
さ

れ
、

心
臓

セ
ン

タ
ー

と
し

て
、

高
度

で
よ

り
多

く
の

緊
急

性
の

高
い

患
者

へ
の

対
応

を
行

う
。

11
9

22
7 78 18
8

令
和

元
年

度
緊

急
P
C

I
待

機
P
C

I
緊

急
P
C

I
待

機
P
C

I

〔
心

筋
梗

塞
〕

・
当

院
は

ア
ン

ギ
オ

装
置

、
マ

ル
チ

ス
ラ

イ
ス

C
T
、

M
R
I
を

整
備

し
て

お
り

、
狭

心
症

や
心

筋
梗

塞
の

治
療

に
対

し
て

十
分

な
設

備
を

有
し

て
い

る
。

ま
た

、
I
A
B
P
(
大

動
脈

内
バ

ル
ー

ン
パ

ン
ピ

ン
グ

)
、

P
C
P
S
(
経

皮
的

心
肺

補
助

)
な

ど
、

よ
り

重
篤

で
緊

急
性

の
高

い
循

環
器

疾
患

患
者

へ
も

対
応

が
可

能
で

あ
る

。
今

後
、

循
環

器
内

科
を

充
実

さ
せ

、
ま

た
、

心
臓

血
管

外
科

を
開

設
し

、
よ

り
多

く
の

緊
急

性
の

高
い

患
者

へ
の

対
応

を
行

う
。

〔
脳

卒
中

〕
・

脳
神

経
外

科
と

神
経

内
科

で
協

力
し

、
救

急
隊

員
か

ら
の

「
脳

卒
中

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

」
の

２
４

時
間

３
６

５
日

体
制

を
継

続
し

、
超

急
性

期
血

栓
溶

解
療

法
、

脳
外

科
的

直
達

手
術

並
び

に
脳

血
管

内
手

術
を

増
加

さ
せ

る
と

と
も

に
S
C
U

（
S
t
r
o
k
e
 
C
a
r
e
 
U
n
i
t
）

の
開

設
を

進
め

て
い

く
。

項
　

目
平

成
3
0
年

度
実

績
令

和
元

年
度

目
標

令
和

元
年

度
実

績
達

成
率

経
皮

的
冠

動
脈

形
成

術
件

数
（

件
）

2
6
6

2
7
0

3
4
6

1
2
8
.
1
%
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中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

（
参

考
）

糖
尿

病
合

併
症

管
理

料
　

2
9
件

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

前
年

度
：

2
0
件

）

〔
糖

尿
病

〕
・

当
院

は
こ

れ
ま

で
糖

尿
病

の
診

療
と

患
者

指
導

、
地

域
の

住
民

や
医

療
機

関
に

向
け

た
糖

尿
病

教
室

を
開

催
し

て
き

た
。

今
後

も
地

域
の

糖
尿

病
に

対
す

る
知

識
と

技
術

の
向

上
の

た
め

に
貢

献
す

る
と

共
に

、
医

師
だ

け
で

な
く

管
理

栄
養

士
、

看
護

師
、

薬
剤

師
等

が
連

携
し

た
チ

ー
ム

医
療

を
一

層
推

進
し

て
い

く
。

ま
た

、
イ

ン
シ

ュ
リ

ン
外

来
を

実
施

す
る

こ
と

で
よ

り
多

く
の

患
者

へ
の

治
療

、
指

導
の

充
実

を
図

る
。

〔
糖

尿
病

〕
新

た
に

診
断

さ
れ

た
糖

尿
病

患
者

に
つ

い
て

は
糖

尿
病

に
つ

い
て

の
基

礎
知

識
を

習
得

し
て

頂
く

た
め

糖
尿

病
教

室
参

加
が

望
ま

し
い

と
こ

ろ
で

あ
る

が
、

来
院

可
能

な
日

と
教

室
開

催
日

が
合

わ
な

い
方

が
多

く
、

目
標

に
は

達
し

な
か

っ
た

。
個

別
栄

養
指

導
・

フ
ッ

ト
ケ

ア
を

通
じ

て
知

識
を

習
得

し
て

頂
く

べ
く

、
個

別
栄

養
指

導
・
フ

ッ
ト
ケ

ア
に

あ
わ

せ
て

再
診

日
を

設
定

す
る

様
に

し
た

。
・
内

分
泌

代
謝

内
科

  入
院

患
者

数
   

5,
46

1人
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
前

年
度

：
4,

04
9人

）

　
　

　
　

　
　

　
　

 　
　

　
  外

来
患

者
数

　
7,

59
4人

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
前

年
度

：
6,

99
1人

）

（
入

院
）

・
栄

養
指

導
件

数
：
6,

16
9件

　
　

　
（
前

年
度

：
4,

76
6件

）
（
外

来
）

・
栄

養
指

導
件

数
：
97

5件
　

　
　

（
前

年
度

：
1,

09
2件

）

〔
糖

尿
病

〕
・

当
院

は
中

河
内

医
療

圏
で

唯
一

の
日

本
糖

尿
病

学
会

認
定

教
育

施
設

と
し

て
、

こ
れ

ま
で

糖
尿

病
の

診
療

と
患

者
指

導
、

地
域

の
住

民
や

医
療

機
関

に
向

け
た

糖
尿

病
教

室
を

開
催

し
て

き
た

。
今

後
も

地
域

の
糖

尿
病

に
対

す
る

知
識

と
技

術
の

向
上

の
た

め
に

貢
献

す
る

と
共

に
、

医
師

だ
け

で
な

く
管

理
栄

養
士

、
看

護
師

、
薬

剤
師

等
が

連
携

し
た

チ
ー

ム
医

療
を

一
層

推
進

し
て

い
く

。
ま

た
、

イ
ン

シ
ュ

リ
ン

外
来

を
実

施
す

る
こ

と
で

よ
り

多
く

の
患

者
へ

の
治

療
、

指
導

の
充

実
を

図
る

。

・
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

か
ら

の
依

頼
に

つ
い

て
も

対
応

し
て

い
る

。

（
参

考
）

　
在

宅
自

己
注

射
指

導
管

理
料

：
4,

08
9件

　
　

 
　

　
　

　
 
 
　

　
(
前

年
度

：
3,

70
9件

)

項
　

目
平

成
3
0
年

度
実

績
令

和
元

年
度

目
標

令
和

元
年

度
実

績
達

成
率

脳
卒

中
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
件

数
（

件
）

1
1
5

1
4
0

7
3

5
2
.
1
%

脳
神

経
外

科
手

術
件

数
（

件
）

3
5
6

3
5
5

3
5
5

1
0
0
.
0
%
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中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

　

（
自

己
評

価
理

由
）

が
ん

・
心

筋
梗

塞
に

つ
い

て
、

概
ね

目
標

を
達

成
し

た
。

脳
卒

中
に

つ
い

て
は

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

が
減

少
し

た
も

の
の

、
手

術
件

数
は

目
標

を
達

成
し

た
。

ま
た

、
内

分
泌

代
謝

内
科

に
お

い
て

は
糖

尿
病

教
室

の
参

加
者

数
は

伸
び

な
か

っ
た

が
、

入
院

患
者

数
、

入
院

栄
養

指
導

件
数

は
大

幅
に

増
加

し
た

。
4
疾

病
に

か
か

る
自

己
評

価
は

「
３

」
と

し
た

。

項
　

目
平

成
3
0
年

度
実

績
令

和
元

年
度

目
標

令
和

元
年

度
実

績
達

成
率

糖
尿

病
教

室
参

加
者

数
（

人
）

9
1

1
0
0

8
5

8
5
.
0
%
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第
2
　

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

1
　

医
療

セ
ン

タ
ー

と
し

て
担

う
べ

き
役

割
（

4
）

災
害

時
医

療

２
）
看

護
師

２
名

、
調

整
員

２
名

を
日

本
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
隊

員
と

し
て

、
調

整
員

１
名

を
大

阪
Ｄ

Ｍ
Ａ

T隊
員

と
し

て
、

新
た

に
増

員
す

る
と

と
も

に
、

６
月

６
日

に
行

わ
れ

た
技

能
維

持
訓

練
に

チ
ー

ム
で

参
加

す
る

な
ど

、
人

材
の

育
成

に
努

め
た

。

３
）
例

年
病

棟
で

実
施

し
て

い
た

消
防

避
難

訓
練

に
つ

い
て

、
外

来
部

門
で

の
検

証
を

行
う

た
め

、
令

和

１
）

大
規

模
災

害
時

患
者

受
入

訓
練

に
あ

わ
せ

、
策

定
し

た
Ｂ

Ｃ
Ｐ

を
用

い
た

院
内

訓
練

を
行

い
、

検
証

結
果

を
も

と
に

改
訂

を
進

め
る

と
と

も
に

、
非

常
時

参
集

・
安

否
確

認
シ

ス
テ

ム
の

検
証

を
終

え
、

令
和

２
年

４
月

か
ら

運
用

開
始

す
る

こ
と

と
し

た
。

ま
た

、
令

和
２

年
１

月
３

０
日

付
で

「
水

害
時

の
避

難
確

保
計

画
」

を
策

定
し

、
更

な
る

体
制

強
化

に
努

め
て

い
る

。

法
人

の
自

己
評

価
が

妥
当

と
判

断
し

た
。

ア
　

災
害

そ
の

他
緊

急
時

に
は

、
東

大
阪

市
地

域
防

災
計

画
に

基
づ

き
、

東
大

阪
市

長
か

ら
の

求
め

に
応

じ
て

適
切

に
対

応
す

る
と

と
も

に
、

法
人

自
ら

の
判

断
で

医
療

救
護

活
動

を
行

う
。

ま
た

、
医

薬
品

、
食

料
等

の
備

蓄
、

非
常

用
電

源
の

確
保

を
継

続
す

る
。

 
策

定
し

た
Ｂ

Ｃ
Ｐ

に
基

づ
き

、
職

員
教

育
及

び
訓

練
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
災

害
時

医
療

体
制

の
強

化
に

取
り

組
む

。

１
）

災
害

対
策

委
員

会
の

下
部

チ
ー

ム
と

し
て

設
置

し
た

災
害

対
策

チ
ー

ム
を

中
心

に
策

定
し

た
Ｂ

Ｃ
Ｐ

の
改

訂
お

よ
び

職
員

の
非

常
時

参
集

・
安

否
確

認
シ

ス
テ

ム
の

導
入

を
進

め
る

。

２
）

災
害

対
策

委
員

会
の

下
部

チ
ー

ム
と

し
て

設
置

し
た

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

チ
ー

ム
を

中
心

に
、

計
画

的
に

技
能

維
持

訓
練

や
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
養

成
研

修
に

参
加

す
る

こ
と

で
、

災
害

そ
の

他
緊

急
時

に
対

応
で

き
る

人
員

を
育

成
す

る
。

３
）

災
害

対
策

委
員

会
の

下
部

チ
ー

ム
と

し
て

設
置

イ
　

中
河

内
医

療
圏

唯
一

の
災

害
拠

点
病

院
と

し
て

、
他

の
災

害
拠

点
と

の
連

携
や

、
地

域
の

災
害

協
力

病
院

と
の

連
携

を
深

め
て

い
く

。
中

河
内

救
急

救
命

セ
ン

タ
ー

と
協

働
し

、
災

害
医

療
の

知
識

、
技

術
の

向
上

、
災

害
時

対
応

シ
ス

テ
ム

の
構

築
、

地
域

医
療

機
関

と
連

携
し

た
災

害
合

同
訓

練
の

拡
充

を
図

る
。

ま
た

、
大

規
模

災
害

発
生

時
の

援
助

要
請

に
応

え
る

た
め

、
災

害
時

医
療

派
遣

チ
ー

ム
（

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

）
を

整
備

す
る

。

3
3

中
期

目
標

ア
　

市
の

定
め

る
地

域
防

災
計

画
に

基
づ

き
、

災
害

や
事

故
の

発
生

に
備

え
る

と
共

に
、

災
害

時
に

お
い

て
は

、
市

域
の

医
療

提
供

体
制

の
中

心
的

役
割

を
担

う
こ

と
。

イ
　

災
害

拠
点

病
院

と
し

て
求

め
ら

れ
る

機
能

の
維

持
・

向
上

に
努

め
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等
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中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

元
年

７
月

４
日

に
検

査
部

門
で

、
令

和
２

年
２

月
１

９
日

に
救

急
外

来
で

訓
練

を
行

う
と

と
も

に
、

令
和

２
年

３
月

に
消

防
計

画
の

改
訂

を
行

っ
た

。

４
）
ヘ

ル
メ

ッ
ト
、

メ
ガ

ホ
ン

な
ど

災
害

時
に

必
要

と
な

る
物

品
を

防
災

リ
ュ

ッ
ク

に
入

れ
、

院
内

２
３

部
門

に
配

備
し

た
。

（
自

己
評

価
理

由
）

地
域

防
災

計
画

に
基

づ
き

、
災

害
や

事
故

の
発

生
に

備
え

る
と

共
に

、
災

害
拠

点
病

院
と

し
て

求
め

ら
れ

る
機

能
の

維
持

・
向

上
に

努
め

て
い

る
た

め
、

概
ね

計
画

通
り

で
あ

る
と

し
、

評
価

点
数

を
３

と
し

た
。

６
）
Ｇ

２
０

大
阪

サ
ミ
ッ

ト
に

お
け

る
医

療
体

制
と

し
て

、
開

催
期

間
中

、
１

隊
の

日
本

D
M

A
T

を
常

時
出

動
で

き
る

体
制

を
確

保
し

た
。

し
た

消
防

・
避

難
訓

練
チ

ー
ム

を
中

心
に

、
平

時
お

よ
び

災
害

時
に

火
災

が
発

生
し

た
場

合
の

消
防

避
難

訓
練

を
実

施
し

、
消

防
計

画
の

改
訂

を
行

う
。

４
）

災
害

発
生

時
に

必
要

な
物

品
お

よ
び

備
蓄

す
べ

き
医

薬
品

・
食

料
・

水
・

燃
料

等
の

確
保

、
非

常
電

源
等

の
整

備
を

継
続

し
て

行
う

。

５
）

中
河

内
救

急
救

命
セ

ン
タ

ー
と

協
働

し
、

地
域

医
療

機
関

に
向

け
た

研
修

会
の

開
催

や
、

災
害

訓
練

に
お

け
る

連
携

強
化

な
ど

を
検

討
す

る
。

６
）

今
年

度
開

催
さ

れ
る

Ｇ
２

０
大

阪
サ

ミ
ッ

ト
に

お
け

る
救

急
、

災
害

医
療

体
制

に
か

か
る

協
力

を
行

う
。

５
）
大

阪
府

立
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

と
合

同
で

、
大

規
模

災
害

を
想

定
し

た
患

者
受

け
入

れ
訓

練
を

令
和

元
年

１
１

月
１

９
日

に
実

施
し

、
災

害
協

力
病

院
お

よ
び

東
大

阪
市

保
健

所
・
東

大
阪

市
消

防
局

等
か

ら
の

見
学

者
３

５
名

を
受

け
入

れ
た
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第
2
　

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

1
　

医
療

セ
ン

タ
ー

と
し

て
担

う
べ

き
役

割
（

5
）

感
染

症
へ

の
対

応

ア
　

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
な

ど
の

新
型

感
染

症
の

情
報

収
集

、
発

生
時

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

充
実

、
院

内
感

染
対

策
備

品
を

整
備

す
る

。
ハ

イ
リ

ス
ク

患
者

の
外

来
診

療
、

感
染

地
域

か
ら

の
帰

国
者

、
接

触
者

外
来

の
開

設
、

発
熱

外
来

、
入

院
医

療
機

関
と

し
て

必
要

な
医

療
を

提
供

す
る

た
め

の
施

設
・

設
備

を
整

備
す

る
。

 
 
ま

た
、

保
健

所
と

連
携

し
、

新
型

感
染

症
患

者
輸

送
、

診
療

計
画

の
策

定
、

模
擬

訓
練

の
実

施
、

予
防

接
種

の
拡

大
を

行
う

。

ア
　

引
き

続
き

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
な

ど
の

流
行

感
染

症
の

情
報

収
集

を
行

う
と

と
も

に
、

院
内

感
染

対
策

備
品

の
整

備
を

継
続

す
る

。
ハ

イ
リ

ス
ク

患
者

の
外

来
診

療
、

感
染

地
域

か
ら

の
帰

国
者

、
接

触
者

外
来

の
開

設
、

発
熱

外
来

、
入

院
医

療
機

関
と

し
て

必
要

な
医

療
を

提
供

す
る

た
め

の
施

設
・

設
備

を
整

備
す

る
。

ま
た

、
保

健
所

と
連

携
し

、
新

型
感

染
症

患
者

輸
送

、
診

療
計

画
の

策
定

、
模

擬
訓

練
の

実
施

、
予

防
接

種
の

拡
大

を
行

う
。

次
シ

ー
ズ

ン
の

流
行

傾
向

を
予

想
す

る
た

め
に

、
定

点
観

測
施

設
と

し
て

、
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

お
よ

び
R
S
ウ

イ
ル

ス
（

小
児

）
の

検
体

採
取

を
保

健
所

の
協

力
の

も
と

実
施

す
る

。

4
従

来
か

ら
の

感
染

症
対

策
の

み
な

ら
ず

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

関
し

て
、

令
和

元
年

度
中

に
接

触
者

外
来

を
開

始
す

る
な

ど
保

健
所

や
大

阪
府

と
連

携
し

て
取

り
組

ん
で

い
た

だ
い

た
点

は
評

価
で

き
る

。
令

和
2
年

度
も

引
き

続
き

、
保

健
所

や
地

域
医

療
機

関
と

連
携

し
て

取
り

組
み

を
進

め
て

い
た

だ
き

た
い

。

4
ア

　
東

大
阪

市
保

健
所

及
び

地
域

医
療

機
関

と
連

携
を

行
い

、
基

幹
定

点
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

検
査

や
麻

疹
・
風

疹
疑

い
患

者
、

感
染

地
域

か
ら

の
発

熱
し

た
帰

国
者

の
対

応
等

を
行

っ
た

。
ま

た
、

大
阪

府
内

で
の

麻
疹

の
流

行
に

伴
い

、
接

触
者

や
疑

い
患

者
の

対
応

が
迅

速
に

行
え

る
よ

う
、

全
職

員
の

抗
体

価
検

査
の

実
施

と
診

療
設

備
、

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し

、
ワ

ク
チ

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

た
。

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
、

麻
疹

の
流

行
期

に
院

内
掲

示
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
注

意
喚

起
を

行
っ

た
。

ま
た

、
季

節
性

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
流

行
期

に
は

病
院

入
り

口
等

に
手

指
消

毒
液

を
設

置
し

た
。

　
・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

対
し

て
、

3
月

初
旬

に
対

策
本

部
を

設
置

。
大

阪
府

及
び

東
大

阪
市

保
健

所
と

密
に

連
携

を
行

い
、

P
C

R
検

査
機

器
の

購
入

及
び

院
内

感
染

対
策

の
強

化
・
資

材
の

確
保

の
努

力
及

び
診

療
体

制
（
接

触
者

外
来

）
を

設
置

し
対

応
を

開
始

し
た

。

（
院

内
感

染
防

止
対

策
委

員
会

及
び

I
C
T
委

員
会

を
中

心
と

す
る

各
種

活
動

に
つ

い
て

）
・

月
1
回

会
議

を
開

催
し

、
院

内
の

感
染

症
（

Ｍ
Ｒ

Ｓ
Ａ

・
結

核
）

や
抗

菌
薬

の
適

正
使

用
、

環
境

の
ラ

ウ
ン

ド
チ

ェ
ッ

ク
等

の
報

告
を

行
っ

た
。

中
期

目
標

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

協
力

医
療

機
関

と
し

て
の

機
能

と
同

様
に

、
感

染
症

の
発

症
等

、
健

康
危

機
事

象
が

発
生

し
た

時
は

市
の

担
当

部
署

等
と

連
携

し
て

そ
の

対
応

を
講

じ
、

公
的

病
院

と
し

て
の

役
割

を
果

た
す

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等
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中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

（
自

己
評

価
理

由
）

感
染

症
の

対
応

に
つ

い
て

目
標

ど
お

り
実

施
で

き
た

こ
と

に
加

え
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
対

策
に

総
力

を
挙

げ
て

対
応

し
た

こ
と

か
ら

「
４

」
と

し
た

。

・
I
C
T
/
A
S
T
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
週

１
回

開
催

・
手

指
衛

生
の

ラ
イ

セ
ン

ス
制

度
　

ブ
ロ

ン
ズ

、
シ

ル
バ

ー
、

ゴ
ー

ル
ド

の
各

階
級

ご
と

に
I
C
T
メ

ン
バ

ー
に

よ
る

講
義

及
び

実
技

試
験

を
実

施
。

認
定

者
に

は
シ

ー
ル

（
ゴ

ー
ル

ド
は

バ
ッ

ジ
）

を
付

与
し

、
全

職
員

を
対

象
と

し
て

意
識

啓
発

し
た

。
　

ブ
ロ

ン
ズ

講
義

 
1
0
回

　
シ

ル
バ

ー
講

義
　

5
回

　
ゴ

ー
ル

ド
講

義
　

2
回

　
開

催
　

 
 
※

取
得

率
6
9
％

（
全

体
）

・
感

染
教

育
（

年
2
回

以
上

の
I
C
T
講

習
会

）
を

実
施

①
令

和
元

年
8
月

「
海

外
か

ら
の

輸
入

感
染

症
に

ど
う

対
応

す
る

？
」

り
ん

く
う

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

よ
り

講
師

を
招

聘
し

開
催

②
「

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

予
防

と
対

応
/
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
薬

の
使

い
分

け
」

・
職

業
感

染
予

防
と

し
て

の
予

防
接

種
を

実
施

①
H
B
ワ

ク
チ

ン
・

・
・

当
年

度
新

採
用

者
及

び
前

年
度

新
採

用
者

で
H
B
ｓ

抗
体

価
が

陰
性

の
者

を
対

象
に

接
種

実
施

し
た

。
②

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
ワ

ク
チ

ン
・

・
・

常
駐

委
託

業
者

職
員

を
含

む
当

院
従

事
ス

タ
ッ

フ
を

対
象

に
接

種
実

施
し

た
。

③
麻

疹
・

水
痘

・
ム

ン
プ

ス
・

風
疹

抗
体

価
不

明
者

の
抗

体
価

測
定

を
決

定
（

外
来

ス
タ

ッ
フ

先
行

実
施

）
、

実
施

し
た

。
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第
2
　

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

1
　

医
療

セ
ン

タ
ー

と
し

て
担

う
べ

き
役

割
（

6
）

予
防

医
療

：
件

：
件

：
件

（
実

績
）
※

東
大

阪
市

が
ん

検
診

乳
が

ん
検

診

胃
が

ん
検

診

3
3

（
４

大
疾

病
等

の
講

演
会

）
・

が
ん

、
糖

尿
病

に
関

す
る

患
者

講
演

会
を

実
施

し
た

。

　
　

　
糖

尿
病

フ
ェ

ア
開

催
：
　

11
月

27
日

　
　

　
　

　
※

今
年

度
は

1回
の

み
開

催

　
　

　
　

　
　

　
　

 参
加

者
数

：
 　

　
31

名

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
昨

年
度

：
　

 1
82

名
）

（
検

診
）

・
公

的
機

関
と

し
て

、
必

要
な

検
診

業
務

を
実

施
し

、
下

記
の

が
ん

検
診

に
つ

い
て

も
件

数
が

増
加

し
た

。

　
　

　
が

ん
市

民
公

開
講

座
：
 9

月
28

日
  7

0名
　

　
　

糖
尿

病
教

室
   

   
   

  ：
2回

/月
 8

5名
（
再

掲
）

件
）

31 1784
（
前

年
度

569666
件

）
件

）

中
期

目
標

人
間

ド
ッ

ク
、

そ
の

他
検

診
等

の
疾

病
予

防
の

取
組

み
を

行
う

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

・
　

が
ん

検
診

に
つ

い
て

は
、

Ｐ
Ｅ

Ｔ
－

Ｃ
Ｔ

に
腫

瘍
マ

ー
カ

ー
を

追
加

し
て

拡
充

を
検

討
す

る
。

・
　

市
民

の
健

康
増

進
に

寄
与

す
る

た
め

、
市

民
向

け
の

公
開

講
座

の
開

催
な

ど
を

行
い

、
受

診
率

向
上

、
疾

病
の

早
期

発
見

の
啓

発
に

努
め

る
。

（
前

年
度

P
E
T
-
C
T
健

診
受

検
者

数
は

昨
年

度
に

比
べ

増
と

な
り

、
目

標
達

成
し

た
。

ま
た

、
人

間
ド

ッ
ク

受
検

者
数

が
目

標
未

達
と

な
っ

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
令

和
2
年

3
月

に
中

止
と

な
っ

た
影

響
が

あ
る

。
総

合
的

に
判

断
し

て
評

価
を

３
と

し
た

。

ア
　

人
間

ド
ッ

ク
受

検
者

の
受

検
後

の
フ

ォ
ロ

ー
及

び
ド

ッ
ク

受
検

者
向

け
の

4
疾

病
等

の
講

演
会

を
実

施
し

て
い

く
。

ま
た

、
人

間
ド

ッ
ク

の
オ

プ
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

、
乳

が
ん

検
診

を
再

開
す

る
た

め
の

ス
タ

ッ
フ

の
確

保
を

検
討

す
る

（
前

年
度

ア
　

引
き

続
き

人
間

ド
ッ

ク
受

検
者

の
受

検
後

の
フ

ォ
ロ

ー
を

実
施

す
る

。
講

演
会

に
つ

い
て

は
人

間
ド

ッ
ク

単
体

で
は

な
く

、
が

ん
拠

点
病

院
と

し
て

の
講

演
会

、
ス

ク
ラ

ム
会

、
そ

し
て

W
e
b
で

の
発

信
を

通
じ

て
、

啓
発

を
図

る
。

ま
た

、
人

間
ド

ッ
ク

の
オ

プ
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

は
、

乳
が

ん
検

診
と

し
て

の
マ

ン
モ

グ
ラ

フ
ィ

ー
検

診
を

実
施

で
き

る
体

制
作

り
を

検
討

す
る

。

子
宮

が
ん

検
診

・
受

検
日

当
日

の
結

果
説

明
を

で
き

る
限

り
実

施
す

る
よ

う
に

し
、

受
検

者
の

満
足

度
を

高
め

る
。

・
Ｐ

Ｅ
Ｔ

－
Ｃ

Ｔ
に

つ
い

て
は

、
機

器
の

老
朽

化
に

伴

（
人

間
ド

ッ
ク

）
病

院
全

部
門

の
協

力
を

得
て

、
限

ら
れ

た
ハ

ー
ド

の
中

で
、

当
セ

ン
タ

ー
の

使
命

の
1つ

で
あ

る
予

防
医

療
の

観
点

か
ら

人
間

ド
ッ

ク
を

実
施

し
て

い
た

が
、

CO
VI

D
-1

9問
題

に
よ

り
、

3月
の

人
間

ド
ッ

ク
は

や
む

を
得

ず
休

止
し

た
。

・
Ｐ

Ｅ
Ｔ

－
Ｃ

Ｔ
に

つ
い

て
は

、
昨

年
度

東
大

阪
市

の
ふ

る
さ

と
納

税
の

商
品

と
し

て
人

間
ド

ッ
ク

と
セ

ッ
ト

と
し

て
取

り
組

ん
だ

と
こ

ろ
で

あ
り

、
ふ

る
さ

と
納

税
サ

イ
ト

か
ら

の

36



中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

・
昨

年
に

引
き

続
き

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
お

よ
び

市
政

だ
よ

り
で

広
報

を
行

い
普

及
を

図
っ

た
。

（
参

考
）
毎

月
15

日
号

に
病

院
情

報
を

掲
載

・
市

民
の

健
康

増
進

に
寄

与
す

る
た

め
、

市
民

向
け

の
公

開
講

座
の

開
催

や
市

政
だ

よ
り

の
活

用
な

ど
を

行
い

、
受

診
率

向
上

、
疾

病
の

早
期

発
見

の
啓

発
に

努
め

る
。

（
自

己
評

価
理

由
）

　
人

間
ド

ッ
ク

の
人

数
が

若
干

目
標

に
達

し
な

か
っ

た
が

、
が

ん
検

診
の

件
数

は
大

き
く

増
加

し
た

の
で

「
３

」
と

し
た

。

い
更

新
が

必
要

で
あ

る
が

、
費

用
対

効
果

を
鑑

み
、

病
院

と
し

て
更

新
を

行
わ

な
い

こ
と

と
し

た
。

よ
っ

て
昨

年
度

よ
り

実
施

し
た

ふ
る

さ
と

納
税

等
の

積
極

的
な

運
用

は
中

止
し

た
。

普
及

を
図

る
。

項
　

目
平

成
3
0
年

度
実

績
令

和
元

年
度

目
標

令
和

元
年

度
実

績
達

成
率

人
間

ド
ッ

ク
受

検
者

数
（

人
）

5
4
2

5
5
0

5
2
4

9
5
.
3
%

P
E
T
-
C
T
健

診
受

検
者

数
（

人
）

1
0

1
2

1
7

1
4
1
.
7
%
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第
2
　

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

1
　

医
療

セ
ン

タ
ー

と
し

て
担

う
べ

き
役

割
（

7
）

保
健

福
祉

行
政

と
の

連
携

3
3

 
 
今

後
も

市
と

の
連

携
を

深
め

、
社

会
・

医
療

問
題

に
適

切
に

対
応

で
き

る
よ

う
各

種
関

係
機

関
と

の
連

携
を

図
り

、
市

民
の

健
康

の
保

持
増

進
に

寄
与

す
る

と
と

も
に

、
院

内
に

お
い

て
も

引
き

続
き

多
様

な
相

談
に

応
じ

て
い

く
。

ア
　

こ
れ

ま
で

、
大

阪
府

中
河

内
保

健
医

療
協

議
会

、
中

河
内

二
次

医
療

圏
域

ケ
ア

連
絡

会
議

、
東

大
阪

市
要

保
護

児
童

対
策

会
議

、
東

大
阪

ド
メ

ス
テ

ィ
ク

・
バ

イ
オ

レ
ン

ス
対

策
連

絡
会

議
、

神
経

難
病

地
域

ケ
ア

会
議

、
東

大
阪

市
国

民
保

護
協

議
会

、
東

大
阪

市
防

災
会

議
な

ど
、

数
多

く
の

市
が

開
催

す
る

保
健

・
福

祉
関

連
施

策
に

積
極

的
に

参
加

し
て

き
た

。
ま

た
、

市
お

よ
び

市
の

関
連

団
体

が
主

催
す

る
行

事
に

、
救

護
の

た
め

の
看

護
師

を
派

遣
し

て
き

た
。

　
今

後
と

も
市

と
の

連
携

を
深

め
、

社
会

・
医

療
問

題
に

適
切

に
対

応
で

き
る

よ
う

各
種

関
係

機
関

と
の

連
携

を
図

り
、

市
民

の
健

康
の

保
持

増
進

に
寄

与
す

る
と

と
も

に
、

院
内

に
お

い
て

も
引

き
続

き
多

様
な

相
談

に
応

じ
て

い
く

。
今

年
度

開
催

さ
れ

る
、

ラ

ア
　

中
河

内
二

次
医

療
圏

域
ケ

ア
連

絡
会

議
、

東
大

阪
市

要
保

護
児

童
対

策
会

議
、

東
大

阪
ド

メ
ス

テ
ィ

ク
・

バ
イ

オ
レ

ン
ス

対
策

連
絡

会
議

、
神

経
難

病
地

域
ケ

ア
会

議
な

ど
、

大
阪

府
お

よ
び

東
大

阪
市

が
開

催
す

る
会

議
に

積
極

的
に

出
席

し
た

。
加

え
て

、
東

大
阪

市
社

会
福

祉
審

議
会

に
臨

時
委

員
が

出
席

し
、

新
設

さ
れ

た
東

大
阪

市
手

話
施

策
推

進
方

針
協

議
会

に
選

出
さ

れ
た

委
員

が
出

席
し

た
。

ま
た

、
東

大
阪

市
保

健
所

お
よ

び
保

健
セ

ン
タ

ー
と

当
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
看

護
職

連
携

会
議

を
定

期
的

に
開

催
し

て
、

特
定

妊
婦

へ
の

対
応

や
要

養
育

支
援

対
象

母
児

へ
の

関
わ

り
、

産
後

ケ
ア

事
業

対
象

者
に

つ
い

て
情

報
共

有
お

よ
び

連
携

の
強

化
に

取
り

組
ん

だ
。

《
活

動
実

績
》

（
協

議
会

へ
の

参
加

）
・
東

大
阪

市
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
に

看
護

師
長

が
参

加
し

た
。

(5
月

29
日

)

（
研

修
依

頼
）

・
東

大
阪

市
保

健
師

現
任

臨
床

研
修

を
当

院
で

行
っ

た
。

　
　

（
依

頼
元

：
東

大
阪

市
保

健
所

）

（
看

護
師

派
遣

依
頼

）
・
東

大
阪

市
老

人
ス

ポ
ー

ツ
レ

ク
リ
エ

ー
シ

ョ
ン

大
会

ア
　

こ
れ

ま
で

、
大

阪
府

中
河

内
保

健
医

療
協

議
会

、
中

河
内

二
次

医
療

圏
域

ケ
ア

連
絡

会
議

、
東

大
阪

市
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
、

東
大

阪
市

ド
メ

ス
テ

ィ
ッ

ク
・

バ
イ

オ
レ

ン
ス

対
策

連
絡

会
議

、
神

経
難

病
地

域
ケ

ア
会

議
な

ど
数

多
く

の
市

が
開

催
す

る
保

健
・

福
祉

関
連

施
策

に
積

極
的

に
参

加
し

て
き

た
。

法
人

の
自

己
評

価
が

妥
当

と
判

断
し

た
。

中
期

目
標

市
立

の
医

療
セ

ン
タ

ー
と

し
て

、
市

が
行

う
保

健
・

福
祉

関
連

施
策

に
協

力
し

、
及

び
関

係
部

署
と

の
連

携
を

図
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等
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中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

・
東

大
阪

グ
リ
ー

ン
フ

ェ
ス

タ
に

、
救

護
班

と
し

て
看

護
師

を
1名

派
遣

し
た

。
　

　
（
依

頼
元

：
東

大
阪

市
都

市
整

備
部

）

（
職

業
体

験
）

・
市

立
中

学
校

の
職

業
体

験
を

7
校

、
2
0
名

の
受

け
入

れ
を

行
っ

た
。

　
　

（
依

頼
元

：
東

大
阪

市
立

の
各

中
学

校
）

グ
ビ

ー
ワ

ー
ル

ド
カ

ッ
プ

に
お

け
る

救
護

班
と

し
て

協
力

を
行

う
。

に
、

救
護

班
と

し
て

看
護

師
を

2
名

派
遣

し
た

。
（
依

頼
元

：
東

大
阪

市
老

人
ク

ラ
ブ

連
合

会
）

（
自

己
評

価
理

由
）

保
健

福
祉

行
政

と
の

連
携

に
つ

い
て

は
、

計
画

ど
お

り
出

来
て

い
る

と
し

「
３

」
と

し
た

。

・
東

大
阪

市
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド
婚

・
金

婚
夫

婦
の

つ
ど

い
に

、
救

護
班

と
し

て
看

護
師

を
2
名

派
遣

し
た

。
　

（
依

頼
元

：
東

大
阪

市
福

祉
部

）
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第
2
　

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

2
　

患
者

・
市

民
満

足
度

の
向

上
（

1
）

患
者

・
市

民
満

足
度

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ

3
法

人
の

自
己

評
価

が
妥

当
と

判
断

し
た

。
3

ア
　

患
者

・
市

民
の

意
見

を
反

映
し

、
よ

り
よ

い
医

療
体

制
を

整
え

る
た

め
、

患
者

ア
ン

ケ
ー

ト
を

引
き

続
き

実
施

し
、

問
題

点
の

把
握

と
迅

速
な

改
善

に
よ

り
満

足
度

の
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
対

応
結

果
を

院
内

掲
示

に
よ

り
公

表
し

患
者

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
を

図
る

。

ア
　

患
者

・
市

民
の

意
見

を
医

療
環

境
の

向
上

に
反

映
さ

せ
る

た
め

に
、

患
者

満
足

度
調

査
を

継
続

し
て

実
施

し
て

課
題

を
把

握
し

、
用

紙
に

よ
る

ご
意

見
と

併
せ

て
迅

速
な

改
善

を
図

る
と

と
も

に
、

対
応

結
果

を
院

内
表

示
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
公

表
し

、
患

者
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

を
図

る
。

中
期

目
標

患
者

・
市

民
満

足
度

を
向

上
さ

せ
る

こ
と

は
、

経
営

の
健

全
化

に
も

繋
が

る
重

要
な

要
素

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

定
期

的
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

行
う

な
ど

、
患

者
・

市
民

の
満

足
度

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

行
い

、
満

足
度

の
向

上
に

努
め

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ア
　

患
者

満
足

度
調

査
の

結
果

に
つ

い
て

は
、

病
院

職
員

に
周

知
す

る
と

と
も

に
院

内
掲

示
お

よ
び

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
公

表
し

た
。

・
（
入

院
患

者
満

足
度

）
　

入
院

患
者

の
満

足
度

は
前

年
度

よ
り

1
.1

％
高

く
な

り
目

標
を

上
回

っ
た

。
病

室
ト
イ

レ
を

す
べ

て
ウ

ォ
シ

ュ
レ

ッ
ト
に

替
え

、
床

頭
台

を
冷

蔵
庫

付
き

と
し

テ
レ

ビ
を

デ
ジ

タ
ル

化
し

た
。

ま
た

各
階

の
デ

イ
ル

ー
ム

に
飲

料
の

自
動

販
売

機
を

設
置

す
る

な
ど

入
院

環
境

を
整

備
し

た
こ

と
に

加
え

て
、

病
院

職
員

全
体

で
の

チ
ー

ム
医

療
が

機
能

し
た

こ
と

が
大

き
い

と
考

え
る

。
（
良

か
っ

た
点

）
　

・
職

員
の

対
応

や
医

療
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
は

、
「
親

切
な

対
応

で
安

心
感

が
あ

り
、

医
療

職
の

連
携

が
と

れ
て

い
て

信
頼

で
き

た
。

」
、

「
心

の
ケ

ア
に

気
を

配
っ

た
対

話
を

さ
れ

て
い

る
と

思
っ

た
。

」
な

ど
。

　
・
食

事
に

つ
い

て
は

、
「
お

祝
い

膳
(周

産
期

セ
ン

タ
ー

)が
あ

り
、

入
院

時
の

楽
し

み
が

増
え

て
良

か
っ

た
。

」
、

「
お

い
し

く
い

た
だ

い
て

い
ま

す
。

」
な

ど
で

あ
る

。
　

・
環

境
や

設
備

に
つ

い
て

は
、

「
病

室
や

シ
ャ

ワ
ー

室
が

き
れ

い
で

、
ト
イ

レ
に

ウ
ォ

シ
ュ

レ
ッ

ト
が

つ
い

た
。

」
、

「
入

院
し

た
フ

ロ
ア

に
自

販
機

が
あ

る
の

は
良

い
。

」
、

「
病

棟
や

病
院

が
と

て
も

き
れ

い
で

安
心

出
来

た
。

」
な

ど
で

あ
る

。
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中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

（
改

善
点

）
　

・
職

員
の

対
応

や
医

療
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
は

、
「
患

者
対

応
に

お
い

て
、

も
う

少
し

わ
か

り
や

す
く

説
明

し
て

欲
し

い
。

」
、

「
マ

ナ
ー

改
善

を
徹

底
し

て
欲

し
い

。
」
な

ど
で

あ
る

。
　

・
食

事
に

つ
い

て
は

、
「
食

材
が

偏
っ

て
い

る
よ

う
に

思
う

。
も

う
少

し
色

々
な

も
の

が
あ

れ
ば

良
い

と
思

う
。

」
な

ど
で

あ
る

。
・
環

境
や

設
備

に
つ

い
て

は
、

「
病

院
全

体
が

暗
い

感
じ

が
す

る
。

」
、

「
ト
イ

レ
に

除
菌

ク
リ
ー

ナ
ー

を
設

置
し

て
欲

し
い

。
」
、

「
シ

ャ
ワ

ー
室

の
増

設
を

希
望

す
る

。
」
な

ど
で

あ
る

。

（
外

来
患

者
満

足
度

）
　

外
来

患
者

の
満

足
度

は
前

年
度

よ
り

6
.7

％
上

昇
し

、
目

標
を

達
成

で
き

た
。

医
師

、
看

護
師

、
職

員
の

対
応

が
丁

寧
で

あ
る

こ
と

や
、

会
計

が
速

く
な

っ
た

こ
と

な
ど

、
病

院
全

体
で

の
取

り
組

み
が

高
い

評
価

に
繋

が
っ

た
。

（
良

か
っ

た
点

）
　

・
職

員
の

対
応

や
医

療
サ

ー
ビ

ス
に

お
い

て
は

、
「
わ

か
る

ま
で

教
え

て
く

れ
た

。
丁

寧
で

し
た

。
」
、

「
医

師
、

看
護

師
、

職
員

の
対

応
が

良
い

。
」
、

「
会

計
が

速
く

な
っ

た
。

」
な

ど
で

あ
る

。
　

・
環

境
に

つ
い

て
は

、
「
病

院
が

静
か

で
落

ち
着

く
。

」
な

ど
で

あ
る

。

（
改

善
点

）
　

・
職

員
の

対
応

や
医

療
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
は

、
「
医

師
の

対
応

が
事

務
的

で
指

導
や

ア
ド

バ
イ

ス
が

な
い

。
」
、

「
待

ち
時

間
が

長
す

ぎ
る

。
」
「
受

付
を

項
　

目
平

成
3
0
年

度
実

績
令

和
元

年
度

目
標

令
和

元
年

度
実

績
達

成
率

入
院

患
者

ア
ン

ケ
ー

ト
総

合
満

足
度

（
％

）
9
7
.
4

9
8
.
0

9
8
.
5

1
0
0
.
5
%

外
来

患
者

ア
ン

ケ
ー

ト
総

合
満

足
度

（
％

）
8
8
.
3

9
5
.
0

9
5
.
0

1
0
0
.
0
%
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中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

も
っ

と
効

率
よ

く
し

て
欲

し
い

。
」
な

ど
で

あ
る

。
　

・
環

境
や

設
備

に
つ

い
て

は
、

「
ト
イ

レ
を

リ
ニ

ュ
ア

ー
ル

し
て

欲
し

い
。

」
、

「
駐

輪
場

が
狭

い
。

」
、

「
建

物
外

部
で

の
喫

煙
を

や
め

さ
せ

て
欲

し
い

。
」
な

ど
で

あ
る

。

（
自

己
評

価
理

由
）

入
院

・
外

来
と

も
に

満
足

度
は

前
年

度
を

上
回

り
、

目
標

値
も

達
成

し
た

点
か

ら
概

ね
計

画
通

り
と

し
「
3
」

と
し

た
。
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第
2
　

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

2
　

患
者

・
市

民
満

足
度

の
向

上
（

2
）

職
員

の
接

遇
向

上

ア
　

職
員

研
修

会
を

継
続

す
る

と
と

も
に

、
今

後
接

遇
リ

ー
ダ

ー
を

育
成

し
、

普
段

か
ら

接
遇

の
大

切
さ

を
浸

透
さ

せ
、

全
職

員
が

常
に

患
者

さ
ん

や
家

族
の

立
場

に
立

ち
、

誠
意

を
持

っ
た

対
応

を
す

る
こ

と
に

取
組

む
。

ア
　

職
員

研
修

会
を

継
続

す
る

と
と

も
に

、
今

後
接

遇
リ

ー
ダ

ー
を

育
成

し
、

普
段

か
ら

接
遇

の
大

切
さ

を
浸

透
さ

せ
、

全
職

員
が

常
に

患
者

や
家

族
の

立
場

に
立

ち
、

誠
意

を
持

っ
た

対
応

を
継

続
す

る
。

ア
　

患
者

の
接

遇
満

足
度

調
査

結
果

に
つ

い
て

は
、

病
院

職
員

に
周

知
す

る
と

と
も

に
院

内
掲

示
お

よ
び

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
公

表
し

た
。

・
入

院
患

者
の

接
遇

満
足

度
は

前
年

度
よ

り
0
.9

％
上

昇
し

、
目

標
を

上
回

っ
た

。
事

務
職

員
お

よ
び

清
掃

員
以

外
の

職
種

は
、

す
べ

て
9
7
％

以
上

の
満

足
度

で
あ

っ
た

。
・
外

来
患

者
の

接
遇

満
足

度
は

前
年

度
よ

り
0
.5

％
下

が
り

、
目

標
を

達
成

で
き

な
か

っ
た

。
不

満
な

点
は

「
説

明
を

わ
か

り
や

す
く

し
て

ほ
し

い
。

」
と

「
言

葉
遣

い
な

ど
接

遇
を

改
善

し
て

欲
し

い
。

」
で

あ
っ

た
。

・
職

員
向

け
接

遇
研

修
と

し
て

「
医

療
機

関
等

に
お

け
る

接
遇

の
意

義
を

理
解

す
る

接
遇

マ
ナ

ー
研

修
」

を
令

和
2
年

1
月

1
5
日

に
実

施
し

、
接

遇
向

上
に

取
り

組
ん

だ
。

（
自

己
評

価
理

由
）

概
ね

目
標

ど
お

り
と

し
「
３

」
と

し
た

。

3
法

人
の

自
己

評
価

が
妥

当
と

判
断

し
た

。
3

中
期

目
標

院
内

で
働

く
全

て
の

職
員

一
人

ひ
と

り
が

接
遇

の
重

要
性

を
認

識
し

、
研

修
等

に
よ

り
日

々
向

上
に

努
め

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

項
　

目
平

成
3
0
年

度
実

績
令

和
元

年
度

目
標

令
和

元
年

度
実

績
達

成
率

入
院

患
者

ア
ン

ケ
ー

ト
接

遇
満

足
度

（
％

）
9
7
.
2

9
8
.
0

9
8
.
1

1
0
0
.
1
%

外
来

患
者

ア
ン

ケ
ー

ト
接

遇
満

足
度

（
％

）
9
5
.
0

9
8
.
0

9
4
.
5

9
6
.
4
%
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第
2
　

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

2
　

患
者

・
市

民
満

足
度

の
向

上
（

3
）

患
者

満
足

度
の

向
上

ア
　

患
者

が
安

心
し

て
療

養
に

専
念

で
き

る
よ

う
診

療
内

容
だ

け
で

な
く

、
入

院
期

間
、

退
院

後
の

在
宅

に
移

る
ま

で
に

関
し

て
の

説
明

を
詳

細
に

行
い

、
患

者
の

同
意

を
得

た
上

で
の

診
療

を
始

め
る

。
ま

た
、

が
ん

に
関

す
る

患
者

の
不

安
を

除
く

た
め

に
、

が
ん

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

の
医

療
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

が
積

極
的

に
研

修
に

参
加

し
、

が
ん

相
談

の
資

格
取

得
す

る
こ

と
で

、
よ

り
専

門
的

な
対

応
が

で
き

る
体

制
の

強
化

を
図

る
。

ア
　

患
者

が
安

心
し

て
療

養
に

専
念

で
き

る
よ

う
入

院
前

か
ら

情
報

を
収

集
し

、
診

療
内

容
だ

け
で

な
く

、
入

院
期

間
、

退
院

後
の

在
宅

に
移

る
ま

で
に

関
し

て
の

説
明

を
詳

細
に

行
い

、
患

者
の

同
意

を
得

た
上

で
の

診
療

及
び

関
係

職
種

と
連

携
し

て
支

援
を

始
め

る
。

ま
た

、
が

ん
に

関
す

る
患

者
の

不
安

軽
減

の
た

め
に

、
が

ん
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
の

医
療

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
が

積
極

的
に

研
修

に
参

加
し

、
認

定
が

ん
専

門
相

談
員

の
資

格
取

得
す

る
こ

と
で

、
よ

り
専

門
的

な
対

応
が

で
き

る
体

制
の

強
化

を
図

る
。

3
法

人
の

自
己

評
価

が
妥

当
と

判
断

し
た

。
3

ア
　

が
ん

相
談

件
数

は
目

標
値

を
下

回
っ

た
が

、
平

成
３

０
年

度
の

電
子

カ
ル

テ
更

新
に

伴
い

集
計

方
法

を
見

直
し

変
更

し
た

こ
と

や
医

療
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

２
名

の
退

職
後

の
補

充
が

な
い

こ
と

も
影

響
し

た
と

思
わ

れ
る

。
が

ん
相

談
支

援
で

は
、

よ
り

専
門

性
が

高
い

支
援

を
行

え
る

よ
う

に
認

定
が

ん
専

門
相

談
員

の
資

格
を

１
名

が
取

得
し

、
就

労
支

援
や

が
ん

患
者

会
の

支
援

を
毎

月
定

期
的

に
開

催
し

た
。

ま
た

、
が

ん
領

域
の

専
門

看
護

師
や

認
定

看
護

師
が

診
断

早
期

か
ら

介
入

し
、

患
者

･
家

族
に

寄
り

添
い

支
援

を
行

っ
て

い
る

。
　

次
年

度
に

向
け

て
現

在
新

館
４

階
に

あ
る

医
療

相
談

室
や

が
ん

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

を
本

館
１

階
正

面
玄

関
へ

移
動

し
、

入
院

前
か

ら
退

院
支

援
を

行
う

退
院

支
援

チ
ー

ム
や

入
院

受
付

、
か

か
り

つ
け

医
の

紹
介

受
付

等
を

統
合

し
た

「
患

者
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
」

を
新

設
す

る
た

め
、

関
係

各
署

と
打

ち
合

わ
せ

及
び

工
事

業
者

の
入

札
を

行
い

、
1
月

よ
り

着
工

し
た

。

　
　

が
ん

相
談

件
数

　
67

4件
　

　
　

   
　

　
　

　
（
前

年
度

　
 1

,2
73

件
）

 ※
電

子
カ

ル
テ

シ
ス

テ
ム

の
更

新
時

(H
30

)に
集

計
方

法
を

国
基

準
に

変
更

中
期

目
標

ア
　

入
院

患
者

を
中

心
と

し
た

き
め

細
や

か
な

配
慮

を
行

う
こ

と
で

、
入

院
中

の
生

活
面

で
の

不
安

を
取

り
除

き
、

病
状

の
回

復
に

専
念

で
き

る
快

適
な

環
境

を
提

供
す

る
こ

と
。

イ
　

外
来

患
者

の
受

診
待

ち
時

間
及

び
検

査
の

待
ち

時
間

を
短

縮
し

、
院

内
に

留
ま

る
時

間
全

体
の

短
縮

に
努

め
る

こ
と

。
ウ

　
急

性
期

の
医

療
機

関
と

し
て

、
退

院
後

の
生

活
を

も
見

据
え

た
診

療
計

画
と

医
療

を
提

供
す

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

44



中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

イ
　

か
か

り
つ

け
医

か
ら

の
紹

介
予

約
に

よ
る

待
ち

時
間

の
短

縮
を

進
め

て
お

り
、

よ
り

多
く

の
患

者
に

紹
介

予
約

で
来

て
い

た
だ

け
る

よ
う

に
、

予
約

方
法

や
メ

リ
ッ

ト
に

関
し

て
情

報
発

信
を

行
う

。
　

土
曜

日
午

前
の

Ｆ
Ａ

Ｘ
予

約
対

応
な

ど
、

か
か

り
つ

け
医

か
ら

の
診

療
依

頼
に

迅
速

か
つ

幅
広

く
対

応
す

る
体

制
を

築
く

。
土

曜
日

の
日

勤
帯

に
予

約
Ｍ

Ｒ
Ｉ

検
査

を
開

始
し

た
こ

と
で

、
平

日
に

来
院

で
き

な
い

患
者

の
需

要
に

対
応

し
て

お
り

、
今

後
の

拡
充

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

イ
　

か
か

り
つ

け
医

か
ら

の
紹

介
予

約
に

よ
る

待
ち

時
間

の
短

縮
を

進
め

て
お

り
、

よ
り

多
く

の
患

者
に

紹
介

予
約

で
来

て
い

た
だ

け
る

よ
う

に
、

予
約

方
法

や
メ

リ
ッ

ト
に

関
し

て
関

係
機

関
並

び
に

市
民

へ
情

報
発

信
を

行
う

。
 
　

ま
た

、
紹

介
状

受
付

コ
ー

ナ
ー

の
業

務
を

見
直

し
、

紹
介

患
者

の
外

来
診

療
受

付
を

迅
速

に
進

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
業

務
や

患
者

導
線

を
考

慮
し

た
配

置
・

シ
ス

テ
ム

を
構

築
す

る
。

「
予

約
セ

ン
タ

ー
」

運
用

で
外

来
予

約
受

付
窓

口
を

集
約

し
、

可
能

な
診

療
科

は
紹

介
状

の
あ

る
患

者
か

ら
も

直
接

予
約

が
取

れ
る

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
を

検
討

し
て

い
く

。

・
引

き
続

き
、

敷
地

内
禁

煙
を

徹
底

し
た

。
患

者
サ

ー
ビ

ス
医

療
環

境
向

上
委

員
会

が
月

2回
定

期
的

に
禁

煙
ラ

ウ
ン

ド
を

行
っ

た
。

入
院

患
者

に
つ

い
て

は
、

禁
煙

誓
約

書
の

提
出

を
継

続
し

た
。

・
入

院
患

者
満

足
度

調
査

に
お

い
て

、
医

療
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

の
対

応
に

つ
い

て
、

満
足

81
.8

％
、

や
や

満
足

16
.8

％
で

あ
っ

た
。

（
前

年
度

：
満

足
78

.6
％

、
や

や
満

足
18

.7
％

）

70

会
計

ま
で

の
待

ち
時

間
満

足
度

（
前

年
度

：

（
前

年
度

：
77758367

イ
　

か
か

り
つ

け
医

か
ら

の
紹

介
予

約
取

得
に

か
か

る
時

間
短

縮
に

努
め

、
待

ち
時

間
の

問
い

合
わ

せ
や

苦
情

が
減

少
し

た
。

紹
介

患
者

の
外

来
診

療
受

付
を

迅
速

に
進

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
関

連
業

務
や

患
者

動
線

を
考

慮
し

た
配

置
･
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

た
め

の
準

備
を

進
め

て
い

る
。

　
外

来
患

者
満

足
度

調
査

の
待

ち
時

間
に

つ
い

て
は

目
標

達
成

に
は

及
ば

な
か

っ
た

が
、

外
来

患
者

数
が

昨
年

よ
り

増
え

て
い

る
に

も
関

わ
ら

ず
、

満
足

度
が

若
干

上
が

っ
た

。
特

に
検

査
ま

で
の

待
ち

時
間

に
お

い
て

満
足

度
が

上
昇

し
て

お
り

、
昨

年
度

か
ら

取
り

組
ん

だ
採

血
室

の
待

ち
時

間
短

縮
に

向
け

た
改

善
が

功
を

奏
し

た
結

果
と

な
っ

た
。

％％
）

％％
）

（
前

年
度

：
72

％
）

％
（

一
部

抜
粋

）
診

察
ま

で
の

待
ち

時
間

満
足

度

検
査

ま
で

の
待

ち
時

間
満

足
度

項
　

目
平

成
3
0
年

度
実

績
令

和
元

年
度

目
標

令
和

元
年

度
実

績
達

成
率

医
療

相
談

件
数

（
件

）
1
9
,
3
2
3

2
0
,
1
0
0

1
8
,
5
1
9

9
2
.
1
%
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中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

件 件
)

ウ
　

医
療

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
や

退
院

支
援

看
護

師
の

病
棟

担
当

体
制

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

で
、

入
院

患
者

へ
迅

速
か

つ
丁

寧
な

相
談

対
応

を
行

う
。

診
療

に
お

い
て

は
入

院
早

期
か

ら
退

院
後

の
生

活
を

見
据

え
た

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

は
じ

め
と

し
た

チ
ー

ム
医

療
の

推
進

を
図

る
こ

と
で

、
急

性
期

を
脱

し
た

ら
遅

滞
な

く
退

院
で

き
る

よ
う

に
努

め
る

。
回

復
期

へ
移

行
す

る
患

者
に

対
し

、
地

域
の

医
療

機
関

等
と

の
連

携
を

強
化

し
、

ス
ム

ー
ズ

に
転

院
で

き
る

よ
う

支
援

を
お

こ
な

う
。

ウ
　

医
療

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
や

退
院

支
援

看
護

師
の

病
棟

担
当

体
制

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

で
、

入
院

患
者

へ
迅

速
か

つ
丁

寧
な

相
談

対
応

を
行

う
。

診
療

に
お

い
て

は
入

院
早

期
か

ら
退

院
後

の
生

活
を

見
据

え
た

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

は
じ

め
と

し
た

チ
ー

ム
医

療
の

推
進

を
図

る
こ

と
で

、
急

性
期

を
脱

し
た

ら
遅

滞
な

く
退

院
で

き
、

か
か

り
つ

け
医

を
は

じ
め

関
係

機
関

と
連

携
し

て
ス

ム
ー

ズ
に

在
宅

医
療

が
継

続
で

き
る

よ
う

に
努

め
る

。
回

復
期

へ
移

行
す

る
患

者
に

対
し

、
地

域
の

医
療

機
関

等
と

の
連

携
を

強
化

し
、

ス
ム

ー
ズ

に
転

・
昨

年
同

様
に

引
き

続
き

土
曜

日
の

午
前

に
地

域
医

療
機

関
か

ら
の

予
約

対
応

を
行

っ
た

結
果

、
利

用
者

が
増

加
し

た
。

　
　

土
曜

予
約

対
応

受
付

件
数

　
　

　
　

（
実

   
 績

：
1,

31
0件

）

　
　

　
　

（
前

年
度

：
1,

28
2件

）

ウ
　

医
療

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
や

退
院

支
援

･調
整

看
護

師
の

病
棟

担
当

体
制

を
充

実
さ

せ
、

さ
ら

に
今

年
度

よ
り

看
護

局
か

ら
退

院
支

援
リ
ン

ク
ナ

ー
ス

コ
ア

委
員

を
選

出
し

、
患

者
が

急
性

期
医

療
を

終
え

た
後

で
も

安
心

し
て

適
切

な
療

養
環

境
の

も
と

へ
と

繋
げ

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

看
護

局
委

員
会

を
立

ち
上

げ
た

。
診

療
に

お
い

て
は

入
院

早
期

か
ら

退
院

後
の

生
活

を
見

据
え

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
は

じ
め

と
し

た
チ

ー
ム

医
療

の
推

進
を

図
る

こ
と

で
、

急
性

期
を

脱
し

た
ら

遅
滞

な
く

退
院

で
き

、
か

か
り

つ
け

医
を

は
じ

め
関

係
機

関
と

連
携

し
て

ス
ム

ー
ズ

に
在

宅
医

療
が

継
続

で
き

る
よ

う
に

多
職

種
で

の
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

開
催

に
努

め
目

標
を

上
回

っ
た

。
今

後
も

回
復

期
へ

移
行

す
る

患
者

に
対

し
、

地
域

の
医

療
機

関
等

と
の

連
携

を
さ

ら
に

強
化

し
、

ス
ム

ー
ズ

に
安

心
し

て
転

院
で

き
る

よ
う

支
援

を
お

こ
な

う
。

・
医

療
相

談
件

数
 ：

18
,5

19
19

,3
23

・
引

き
続

き
土

曜
日

に
予

約
Ｍ

Ｒ
Ｉ検

査
を

実
施

し
、

平
日

に
来

院
で

き
な

い
患

者
に

も
対

応
で

き
る

よ
う

に
サ

ー
ビ

ス
向

上
に

取
り

組
ん

だ
。

　
　

土
曜

M
R
I予

約
件

数
　

　
　

　
（
Ｍ

Ｒ
Ｉ　

　
 1

75
件

/実
日

数
48

日
）

　
　

　
　

（
前

年
度

：
 1

17
件

/実
日

数
46

日
）

（
前

年
度

:
※

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
の

更
新

時
(H

3
0
)に

集
計

方
法

を
国

基
準

に
変

更

項
　

目
平

成
3
0
年

度
実

績
令

和
元

年
度

目
標

令
和

元
年

度
実

績
達

成
率

外
来

患
者
ア
ン
ケ

ー
ト
待
ち
時
間
満

足
度
（
％

）
7
0
.
9

8
9
.
0

7
6
.
8

8
6
.
3
%
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中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

院
で

き
る

よ
う

支
援

を
お

こ
な

う
。

（
自

己
評

価
理

由
）

待
ち

時
間

満
足

度
は

目
標

を
達

成
で

き
な

か
っ

た
が

、
入

退
院

セ
ン

タ
ー

の
稼

働
に

よ
り

退
院

支
援

計
画

書
や

退
院

支
援

加
算

件
数

の
増

加
に

好
影

響
を

与
え

た
。

ま
た

、
敷

地
内

禁
煙

の
取

り
組

み
を

継
続

し
た

点
か

ら
「
３

」
と

し
た

。

・
退

院
支

援
計

画
書

発
行

件
数

：
9,

29
9件

　
　

　
　

　
　

　
   

   
   

 　
（
前

年
度

：
8,

45
8件

）

・
退

院
支

援
加

算
件

数
：
7,

94
3件

　
　

   
   

　
　

　
（
前

年
度

：
4,

22
8件

）

・
退

院
時

共
同

指
導

算
定

件
数

：
  1

34
件

　
　

　
　

　
　

　
   

   
   

  　
（
前

年
度

：
　

95
件

）

項
　

目
平

成
3
0
年

度
実

績
令

和
元

年
度

目
標

令
和

元
年

度
実

績
達

成
率

退
院

支
援
計
画
書

発
行
件
数
（
件

）
8
,
4
5
8

8
,
9
0
0

9
,
2
9
9

1
0
4
.
5
%
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第
2
　

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

2
　

患
者

・
市

民
満

足
度

の
向

上
（

4
）

院
内

環
境

の
快

適
性

の
向

上

Ｉ
Ｃ

Ｕ
全

面
改

修
工

事
を

実
施

し
た

点
、

全
病

室
の

ウ
ォ

シ
ュ

レ
ッ

ト
化

改
修

工
事

を
行

っ
た

点
、

患
者

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

の
新

設
工

事
に

着
手

し
た

点
な

ど
療

養
環

境
の

整
備

面
で

評
価

で
き

る
こ

と
が

多
い

。
次

年
度

へ
延

期
と

な
っ

た
病

院
外

部
の

目
地

の
劣

化
に

よ
る

再
防

水
工

事
、

吹
き

抜
け

部
分

の
シ

ー
ル

補
修

工
事

に
つ

い
て

も
引

き
続

き
進

め
て

い
た

だ
き

た
い

。

4
4

ア
　

患
者

や
来

院
者

に
よ

り
快

適
で

安
全

な
療

養
環

境
を

提
供

す
る

た
め

、
院

内
整

理
・

清
掃

を
徹

底
す

る
。

　
玄

関
や

受
付

で
の

案
内

の
充

実
、

病
院

内
の

案
内

表
示

板
を

増
設

す
る

な
ど

、
患

者
の

利
便

性
の

向
上

に
取

り
組

む
。

ア
　

老
朽

化
し

た
床

頭
台

お
よ

び
テ

レ
ビ

、
各

ベ
ッ

ド
サ

イ
ド

の
保

冷
庫

設
置

、
全

病
室

ウ
ォ

ッ
シ

ュ
レ

ッ
ト

化
改

修
を

行
う

こ
と

で
、

よ
り

快
適

な
療

養
環

境
を

提
供

す
る

。
レ

ス
ト

ラ
ン

跡
地

を
改

修
し

、
患

者
相

談
窓

口
や

入
退

院
セ

ン
タ

ー
を

1
階

ロ
ビ

ー
入

口
付

近
に

集
約

す
る

こ
と

で
、

患
者

案
内

、
利

便
性

の
向

上
を

図
る

。

ア
　

計
画

に
掲

げ
た

床
頭

台
お

よ
び

付
属

す
る

テ
レ

ビ
、

ベ
ッ

ド
サ

イ
ド

保
冷

庫
の

更
新

を
令

和
元

年
１

０
月

に
、

全
病

室
の

ウ
ォ

シ
ュ

レ
ッ

ト
化

改
修

を
令

和
元

年
９

月
に

完
了

す
る

と
と

も
に

、
令

和
元

年
１

２
月

か
ら

令
和

２
年

２
月

に
か

け
て

院
内

照
明

約
３

，
５

０
０

台
を

Ｌ
Ｅ

Ｄ
化

す
る

こ
と

で
、

よ
り

快
適

な
療

養
環

境
の

提
供

に
努

め
た

。
ま

た
、

患
者

支
援

、
利

便
性

の
向

上
を

図
る

た
め

、
本

館
１

階
ロ

ビ
ー

入
口

付
近

に
「

患
者

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

」
を

新
設

す
る

改
修

工
事

に
つ

い
て

、
令

和
元

年
６

月
よ

り
設

計
を

開
始

し
、

令
和

２
年

１
月

に
着

工
し

、
6
月

オ
ー

プ
ン

予
定

と
し

て
い

る
。

イ
　

患
者

や
来

院
者

に
、

よ
り

快
適

な
環

境
を

提
供

す
る

た
め

、
院

内
設

備
に

つ
い

て
計

画
的

に
維

持
補

修
を

行
う

と
と

も
に

、
院

内
に

設
置

し
て

い
る

意
見

箱
や

、
患

者
ア

ン
ケ

ー
ト

を
通

し
て

、
患

者
や

市
民

の
意

見
を

収
集

し
、

よ
り

一
層

の
環

境
整

備
に

努
め

る
。

イ
　

昨
年

度
か

ら
の

継
続

事
業

で
あ

る
４

階
改

修
工

事
（

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ト

手
術

室
・

眼
科

専
用

手
術

室
・

I
C
U
・

N
I
C
U
）

を
完

了
さ

せ
、

高
度

医
療

の
診

療
事

業
を

早
急

に
ス

タ
ー

ト
さ

せ
る

。
施

設
の

老
朽

化
に

伴
う

外
来

ト
イ

レ
の

改
修

や
、

病
院

外
部

の
目

地
の

劣
化

に
よ

る
再

防
水

工
事

、
吹

き
抜

け
部

分
の

シ
ー

ル
補

修
工

事
な

ど
、

計
画

的
な

維
持

補
修

を
進

イ
　

昨
年

度
か

ら
の

継
続

事
業

で
あ

る
病

棟
改

修
工

事
に

つ
い

て
、

高
度

医
療

の
提

供
及

び
経

営
面

か
ら

早
期

竣
工

が
必

要
で

あ
っ

た
手

術
室

・
Ｉ

Ｃ
Ｕ

エ
リ

ア
を

第
１

期
工

事
と

し
て

令
和

元
年

７
月

に
、

残
る

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

及
び

Ｍ
Ｅ

セ
ン

タ
ー

を
第

２
期

工
事

と
し

て
令

和
元

年
１

０
月

に
竣

工
さ

せ
た

。
ま

た
、

施
設

の
老

朽
化

に
伴

う
本

館
２

階
外

来
ト

イ
レ

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
工

事
や

、
受

変
電

設
備

の
部

品
交

換
に

つ
い

て
令

和
２

年
３

月
に

完
了

さ
せ

た
。

な
お

、
病

院
外

部
の

目
地

の
劣

化
に

よ
る

再
防

水
工

事
、

吹
き

抜
け

部
分

の
シ

ー
ル

補
修

工
事

に
つ

い
て

は
、

入
札

を
行

う
も

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

等
の

影
響

も
あ

り
、

思
う

よ
う

な
入

札
者

が
得

ら
れ

ず
入

中
期

目
標

ア
　

患
者

や
来

院
者

に
、

よ
り

清
潔

で
快

適
な

療
養

環
境

を
提

供
す

る
た

め
、

院
内

の
整

理
、

整
頓

及
び

美
化

に
努

め
る

こ
と

。
イ

　
施

設
の

維
持

補
修

を
計

画
的

に
行

う
と

共
に

、
誰

も
が

利
用

し
や

す
い

環
境

を
整

備
す

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等
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中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

（
自

己
評

価
理

由
）

4
階

・
5
階

の
大

型
改

修
の

完
成

、
全

病
室

の
ウ

ォ
シ

ュ
レ

ッ
ト

化
、

受
変

電
設

備
の

更
新

及
び

患
者

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

の
設

置
事

業
等

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
だ

点
か

ら
「

４
」

と
し

た
。

め
る

。
札

不
調

と
な

っ
た

た
め

、
次

年
度

に
再

公
告

の
予

定
と

し
て

い
る

。
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第
2
　

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

2
　

患
者

・
市

民
満

足
度

の
向

上
（

5
）

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
の

協
働

3
法

人
の

自
己

評
価

が
妥

当
と

判
断

し
た

。
3

(
昨

年
度

に
引

き
続

き
継

続
）

（
緩

和
ケ

ア
病

棟
で

の
サ

ポ
ー

ト
）

・
毎

週
金

曜
日

に
テ

ィ
ー

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
し

、
ひ

な
祭

り
、

夏
祭

り
、

ク
リ

ス
マ

ス
会

を
実

施
し

た
。

・
月

1
回

の
ア

ロ
マ

マ
ッ

サ
ー

ジ
を

行
っ

て
い

る
。

（
認

知
機

能
が

低
下

し
た

患
者

へ
の

サ
ポ

ー
ト

）
・

認
知

症
看

護
認

定
看

護
師

を
中

心
に

、
看

護
師

や
理

学
療

法
士

と
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

協
働

し
て

、
認

知
機

能
が

低
下

し
て

い
る

入
院

患
者

さ
ん

へ
の

院
内

デ
イ

ケ
ア

を
週

2
回

行
っ

て
い

る
。

（
入

院
患

者
へ

の
サ

ポ
ー

ト
）

・
入

院
受

付
が

終
わ

っ
た

患
者

さ
ん

を
入

院
病

ア
　

患
者

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、
現

状
の

活
動

を
維

持
し

な
が

ら
、

新
し

い
活

動
に

も
取

り
組

め
る

よ
う

に
登

録
者

数
を

増
や

し
て

い
く

。
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
担

当
者

を
複

数
名

に
し

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

組
織

と
し

て
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
す

る
。

院
内

デ
イ

ケ
ア

で
の

活
動

を
行

い
、

認
知

症
高

齢
患

者
さ

ん
へ

の
サ

ポ
ー

ト
を

推
進

す
る

。
緩

和
ケ

ア
病

棟
に

お
い

て
は

、
医

療
者

で
な

い
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

患
者

に
寄

り
添

う
こ

と
に

よ
っ

て
、

患
者

が
も

つ
不

安
を

軽
く

し
て

入
院

生
活

の
質

の
向

上
に

繋
が

る
活

動
を

行
う

。

ア
　

患
者

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、
現

状
の

活
動

を
維

持
し

な
が

ら
、

新
し

い
活

動
に

も
取

り
組

め
る

よ
う

に
病

院
と

し
て

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

す
る

。
医

療
者

で
は

な
い

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
患

者
に

寄
り

添
う

こ
と

に
よ

っ
て

、
患

者
・

家
族

が
も

つ
不

安
を

軽
減

す
る

な
ど

病
院

環
境

の
質

向
上

に
繋

が
る

よ
う

に
、

入
退

院
患

者
へ

の
サ

ポ
ー

ト
活

動
や

院
内

デ
イ

ケ
ア

で
の

活
動

・
緩

和
ケ

ア
病

棟
で

の
活

動
を

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

す
る

。
登

録
者

数
の

維
持

を
念

頭
に

、
病

院
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

広
報

・
周

知
を

図
り

な
が

ら
、

登
録

へ
の

応
募

呼
び

か
け

範
囲

拡
大

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

中
期

目
標

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
受

け
入

れ
を

推
進

し
、

病
棟

な
ど

多
様

な
分

野
へ

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

拡
充

を
図

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ア
　

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
募

集
を

、
病

院
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

東
大

阪
市

市
政

だ
よ

り
を

用
い

て
行

い
、

3
名

の
方

が
「

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
説

明
を

聞
き

た
い

。
」

と
来

院
さ

れ
、

活
動

の
説

明
と

見
学

を
行

っ
た

が
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
登

録
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

人
数

の
増

員
は

な
か

っ
た

が
、

病
院

内
で

様
々

な
活

動
に

取
り

組
み

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
1
,
0
0
0
時

間
を

1
名

が
達

成
し

て
、

日
本

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

協
会

か
ら

表
彰

さ
れ

る
な

ど
、

活
発

に
活

動
し

て
い

る
。
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中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

（
自

己
評

価
理

由
）

増
員

は
で

き
な

か
っ

た
が

、
概

ね
目

標
達

成
で

き
た

点
か

ら
「
３

」
と

し
た

。

棟
の

デ
イ

ル
ー

ム
ま

で
案

内
し

て
い

る
。

　
・

家
族

の
支

援
が

な
い

患
者

の
洗

濯
物

を
預

か
り

、
コ

イ
ン

ラ
ン

ド
リ

ー
で

洗
濯

を
し

て
い

る
。

（
病

院
環

境
整

備
へ

の
サ

ポ
ー

ト
）

・
病

院
4
階

の
庭

園
で

、
草

刈
り

や
水

や
り

、
英

の
植

え
替

え
な

ど
を

行
っ

て
い

る
。

（
今

年
度

の
新

規
活

動
）

・
消

防
避

難
訓

練
参

加
者

用
ゼ

ッ
ケ

ン
を

、
病

院
か

ら
の

依
頼

で
5
3
枚

作
成

し
完

納
し

た
。

項
　

目
平

成
3
0
年

度
実

績
令

和
元

年
度

目
標

令
和

元
年

度
実

績
達

成
率

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

登
録

人
数

（
人

）
2
7

2
8

2
7

9
6
.
4
%
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第
2
　

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

3
　

信
頼

性
の

向
上

と
情

報
発

信

 
医

療
安

全

ア
　

病
院

機
能

評
価

の
更

新
認

定
の

受
審

を
行

い
、

第
三

者
に

よ
る

評
価

に
基

づ
き

改
善

す
べ

き
点

を
認

識
し

、
安

心
・

安
全

な
医

療
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

た
め

に
必

要
な

、
業

務
改

善
や

効
率

化
を

継
続

し
て

い
く

。

ア
　

昨
年

、
病

院
機

能
評

価
を

受
審

し
更

新
は

出
来

た
が

、
評

価
の

低
か

っ
た

項
目

に
つ

い
て

は
職

員
全

員
が

一
丸

と
な

っ
て

速
や

か
に

取
り

組
み

、
医

療
の

質
を

よ
り

高
め

、
市

内
は

も
と

よ
り

市
外

の
患

者
か

ら
も

選
ば

れ
る

『
医

療
界

の
３

つ
星

病
院

』
を

目
指

し
て

い
く

。

ア
　

病
院

機
能

評
価

の
中

間
報

告
に

つ
い

て
、

前
回

、
B
評

価
だ

っ
た

1
1
項

目
に

つ
い

て
は

、
改

善
を

図
り

A
評

価
と

し
て

報
告

で
き

る
よ

う
に

取
り

組
ん

だ
。

　
ま

た
情

報
発

信
と

し
て

は
、

ロ
ボ

ッ
ト

支
援

手
術

の
機

器
導

入
に

伴
い

、
ポ

ス
タ

ー
は

じ
め

地
域

へ
の

発
刊

物
を

通
し

て
積

極
的

に
情

報
提

供
を

実
施

し
た

。
さ

ら
に

心
外

手
術

開
始

に
向

け
た

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

手
術

室
へ

の
改

修
、

お
よ

び
心

外
手

術
に

関
す

る
情

報
提

供
を

積
極

的
に

行
っ

た
。

選
ば

れ
る

病
院

と
し

て
は

紹
介

件
数

が
一

つ
の

指
標

と
言

え
る

が
、

コ
ロ

ナ
に

よ
る

影
響

で
3
月

に
は

前
年

対
比

で
4
0
0
件

と
大

き
な

落
ち

込
み

が
あ

っ
た

も
の

の
、

年
度

全
体

で
昨

年
度

よ
り

も
1
5
9
件

増
で

あ
っ

た
。

イ
　

医
療

事
故

及
び

医
療

事
故

に
つ

な
が

る
要

因
に

関
す

る
情

報
の

収
集

及
び

分
析

を
行

い
、

予
防

及
び

再
発

防
止

の
た

め
、

医
療

安
全

対
策

を
企

画
及

び
実

施
す

る
と

と
も

に
、

全
職

員
の

医
療

安
全

へ
の

意
識

と
理

解
の

向
上

を
高

め
、

組
織

と
し

て
医

療
安

全
と

医
療

の
質

の
向

上
に

取
り

組
む

。
院

内
感

染

イ
、

医
療

安
全

に
関

す
る

研
修

会
や

イ
ン

ト
ラ

ネ
ッ

ト
に

よ
る

周
知

を
充

実
さ

せ
、

全
職

員
の

医
療

安
全

へ
の

意
識

と
理

解
の

向
上

を
高

め
て

い
く

。
医

療
安

全
対

策
を

企
画

及
び

実
施

し
、

再
発

防
止

と
医

療
安

全
の

確
保

を
徹

底
す

る
。

イ
　

昨
年

度
か

ら
開

始
し

た
個

別
の

患
者

へ
の

緻
密

な
介

入
を

継
続

す
る

と
と

も
に

、
理

学
療

法
士

と
の

連
携

も
開

始
す

る
こ

と
に

よ
り

、
高

齢
化

や
病

床
稼

働
率

の
増

の
な

か
に

あ
っ

て
も

、
昨

年
度

よ
り

低
下

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

、
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

（
次

の
と

お
り

領
域

ご
と

に
述

べ
る

）

法
人

の
自

己
評

価
が

妥
当

と
判

断
し

た
。

中
期

目
標

ア
　

安
全

・
安

心
で

質
の

高
い

医
療

を
効

率
的

に
提

供
で

き
て

い
る

か
第

三
者

に
よ

る
評

価
を

受
け

、
継

続
的

に
業

務
改

善
活

動
に

取
り

組
む

こ
と

。
イ

　
医

療
安

全
対

策
や

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・

コ
ン

セ
ン

ト
を

徹
底

す
る

こ
と

。
ま

た
、

個
人

情
報

の
保

護
を

適
切

に
実

施
す

る
こ

と
で

、
信

頼
性

の
向

上
に

努
め

る
こ

と
。

ウ
　

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

等
に

よ
り

、
受

診
案

内
、

医
療

情
報

、
診

療
実

績
及

び
法

人
の

経
営

状
況

等
を

積
極

的
に

発
信

す
る

こ
と

で
患

者
や

地
域

と
の

信
頼

関
係

を
築

き
、

選
ば

れ
る

病
院

と
な

る
よ

う
努

め
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

3
3
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中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

・
院

外
の

情
報

、
イ

ン
シ

デ
ン

ト
の

分
析

結
果

、
緊

急
ニ

ュ
ー

ス
、

毎
月

の
活

動
報

告
を

イ
ン

ト
ラ

ネ
ッ

ト
で

計
画

的
か

つ
積

極
的

に
発

信
し

た
・
満

足
度

指
標

や
ア

ン
ケ

ー
ト
に

基
づ

く
研

修
を

実
施

す
る

と
と

も
に

（
詳

細
は

第
6
-
2
-
ｺ
）
、

ビ
デ

オ
撮

影
し

た
研

修
内

容
を

イ
ン

ト
ラ

ネ
ッ

ト
で

閲
覧

で
き

る
環

境
を

整
え

た
。

・
Ｒ

Ｒ
Ｓ

（
ラ

ピ
ッ

ド
・
レ

ス
ポ

ン
ス

・
シ

ス
テ

ム
＝

院
内

緊
急

対
応

シ
ス

テ
ム

）
の

対
象

病
棟

を
拡

大
し

（
２

→
４

）
、

試
験

運
用

を
い

っ
そ

う
本

格
化

さ
せ

た
。

・
医

療
安

全
文

化
に

か
か

る
調

査
を

行
い

、
他

院
と

比
較

す
る

こ
と

で
、

当
院

の
強

み
や

弱
み

を
顕

在
化

さ
せ

、
年

間
計

画
の

策
定

に
つ

な
げ

た
。

②
患

者
中

心
の

医
療

・
診

療
録

の
量

的
点

検
を

月
約

12
00

件
、

質
的

評

価
を

毎
月

10
例

実
施

し
、

医
師

へ
の

指
導

に
努

め
て

い
る

。
・
臨

床
倫

理
検

討
委

員
会

と
連

携
し

、
意

思
決

定
支

援
の

た
め

臨
時

臨
床

倫
理

検
討

会
７

回
開

催
。

・
宗

教
的

理
由

等
に

よ
り

輸
血

を
拒

否
す

る
患

者
へ

の
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
整

備
し

た
。

の
予

防
対

策
と

し
て

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
整

備
、

研
修

会
や

イ
ン

ト
ラ

ネ
ッ

ト
に

よ
る

周
知

を
充

実
す

る
。

医
療

事
故

調
査

制
度

の
主

旨
を

理
解

し
、

透
明

か
つ

公
正

な
院

内
調

査
を

実
施

し
、

再
発

防
止

と
医

療
安

全
の

確
保

を
徹

底
す

る
。

患
者

中
心

の
医

療
を

常
に

実
践

し
、

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・

コ
ン

セ
ン

ト
を

徹
底

し
、

患
者

の
権

利
を

尊
重

し
、

信
頼

と
満

足
を

得
ら

れ
る

医
療

を
提

供
す

る
。

東
大

阪
市

個
人

情
報

保
護

条
例

の
実

施
機

関
と

し
て

、
個

人
情

報
を

適
正

に
取

り
扱

う
と

と
も

に
、

患
者

等
へ

の
情

報
公

開
を

適
正

に
行

う
。

患
者

中
心

の
医

療
を

常
に

実
践

す
る

た
め

、
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

の
徹

底
、

患
者

の
権

利
を

尊
重

、
信

頼
と

満
足

を
得

ら
れ

る
医

療
を

提
供

す
る

。
東

大
阪

市
個

人
情

報
保

護
条

例
の

実
施

機
関

と
し

て
、

個
人

情
報

を
適

正
に

取
り

扱
う

と
と

も
に

、
患

者
等

へ
の

情
報

公
開

を
適

正
に

行
う

。

 
個

人
情

報
保

護
関

連
ア

）
個

人
情

報
の

適
正

取
扱

・
個

人
情

報
保

護
に

関
す

る
研

修
を

開
催

し
た

。
・
電

子
カ

ル
テ

の
閲

覧
履

歴
に

関
す

る
調

査
を

行
っ

た
。

・
FA

X等
の

宛
先

間
違

い
に

つ
い

て
も

厳
し

く
報

告
を

求
め

、
統

計
化

し
必

要
な

対
策

を
行

っ
た

。
イ

）
患

者
等

へ
の

情
報

公
開

・
計

84
件

の
カ

ル
テ

開
示

を
行

っ
た

。

項
　

目
平

成
3
0
年

度
実

績
令

和
元

年
度

目
標

令
和

元
年

度
実

績
達

成
率

転
倒

・
転

落
発

生
率

（
％

）
0
.
1
2
2

0
.
1
2
0

0
.
1
2
0

1
0
0
.
0
%
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中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ウ
　

Ｄ
Ｐ

Ｃ
病

院
の

目
指

す
べ

き
医

療
の

透
明

化
、

質
と

効
率

の
向

上
に

む
け

て
デ

ー
タ

の
整

備
を

行
い

、
適

時
デ

ー
タ

が
作

成
で

き
る

体
制

を
構

築
す

る
。

整
備

し
た

デ
ー

タ
に

関
し

て
は

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
で

公
開

し
、

患
者

が
当

院
で

の
実

績
を

い
つ

で
も

確
認

で
き

る
よ

う
に

整
備

す
る

。
地

域
医

療
機

関
へ

の
訪

問
を

充
実

さ
せ

、
情

報
交

換
を

密
に

行
い

、
信

頼
関

係
を

よ
り

高
め

て
い

く
。

ウ
　

Ｄ
Ｐ

Ｃ
病

院
の

目
指

す
べ

き
医

療
の

評
価

と
し

て
、

指
標

の
１

つ
で

あ
る

医
療

機
能

係
数

が
あ

る
が

、
よ

り
多

く
の

患
者

に
よ

り
質

の
高

い
医

療
を

提
供

す
る

こ
と

で
こ

の
係

数
を

向
上

さ
せ

る
。

ま
た

、
病

院
の

診
療

統
計

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

で
公

開
し

、
患

者
が

当
院

の
実

績
を

い
つ

で
も

確
認

出
来

る
よ

う
に

情
報

を
提

供
し

て
い

く
。

地
域

医
療

機
関

へ
の

訪
問

を
充

実
さ

せ
、

当
院

の
特

長
（

医
療

ロ
ボ

ッ
ト

"
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

"
や

心
臓

血
管

外
科

の
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ト
手

術
な

ど
の

高
度

医
療

）
を

ア
ピ

ー
ル

し
情

報
交

換
を

密
に

行
い

、
よ

り
多

く
の

医
療

機
関

と
信

頼
関

係
を

高
め

て
い

く
。

ウ
　

入
院

請
求

業
務

を
病

院
職

員
化

を
行

い
精

度
向

上
と

D
PC

デ
ー

タ
の

整
備

を
進

め
た

。
9月

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

臨
床

指
標

デ
ー

タ
を

更
新

し
、

実
績

を
い

つ
で

も
確

認
で

き
る

よ
う

に
整

備
し

た
。

　
地

域
医

療
連

携
の

強
化

と
し

て
、

医
師

と
同

行
し

地
域

医
療

機
関

へ
の

訪
問

・
実

績
ア

ピ
ー

ル
と

広
報

活
動

を
下

記
の

通
り

積
極

的
に

行
っ

た
。

・
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

に
つ

い
て

は
特

設
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・
特

大
ポ

ス
タ

ー
・
チ

ラ
シ

等
を

作
成

、
広

報
誌

に
掲

載
等

を
行

っ
た

。
7
月

に
は

地
域

医
療

機
関

向
け

に
症

例
発

表
会

を
開

催
し

た
（
参

加
医

師
2
6
名

）
。

・
心

臓
血

管
外

科
に

関
し

て
は

、
理

事
長

、
院

長
、

心
臓

血
管

外
科

部
長

が
近

隣
の

医
療

機
関

に
積

極
的

に
訪

問
を

行
い

、
症

例
の

獲
得

に
尽

力
し

た
。

（
自

己
評

価
理

由
）

概
ね

計
画

ど
お

り
で

あ
る

と
し

「
３

」
と

し
た

。
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第
2
　

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

4
　

地
域

医
療

機
関

等
と

の
連

携
強

化
（

1
）

地
域

医
療

支
援

病
院

と
し

て
の

機
能

強
化

ア
　

地
域

完
結

型
医

療
の

中
心

的
な

役
割

を
担

う
病

院
と

し
て

、
ま

た
急

性
期

病
院

と
し

て
の

役
割

を
担

う
た

め
、

地
域

の
医

療
機

関
と

の
役

割
分

担
と

連
携

を
一

層
強

化
す

る
。

紹
介

患
者

の
確

実
な

受
入

れ
と

患
者

に
適

し
た

医
療

機
関

へ
の

紹
介

や
在

宅
復

帰
が

円
滑

に
い

く
よ

う
に

地
域

医
療

支
援

病
院

と
し

て
の

機
能

を
強

化
・

拡
充

す
る

。

ア
、

地
域

完
結

型
医

療
の

中
心

的
な

役
割

を
担

う
病

院
と

し
て

、
ま

た
急

性
期

病
院

と
し

て
の

役
割

を
担

う
た

め
、

地
域

の
医

療
機

関
と

の
役

割
分

担
と

連
携

を
一

層
強

化
す

る
。

紹
介

患
者

の
確

実
な

受
入

れ
と

患
者

に
適

し
た

医
療

機
関

へ
の

紹
介

や
在

宅
復

帰
が

円
滑

に
い

く
よ

う
に

地
域

医
療

支
援

病
院

と
し

て
の

機
能

を
強

化
・

拡
充

す
る

。

ア
　

紹
介

患
者

数
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
風

評
被

害
で

影
響

を
受

け
２

月
、

３
月

が
前

年
度

同
月

比
で

３
桁

の
マ

イ
ナ

ス
数

と
な

っ
た

。
実

績
が

前
年

度
よ

り
は

上
回

っ
た

も
の

の
目

標
値

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。
次

年
度

も
引

き
続

き
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

よ
る

影
響

は
大

き
い

と
思

わ
れ

る
。

　
急

性
期

を
脱

し
た

患
者

に
適

し
た

医
療

機
関

へ
紹

介
・

情
報

提
供

を
し

っ
か

り
と

お
こ

な
え

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
こ

と
で

逆
紹

介
数

が
目

標
値

を
上

回
っ

た
。

3
紹

介
患

者
数

は
昨

年
度

を
上

回
っ

た
も

の
の

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

も
あ

り
目

標
未

達
と

な
っ

た
が

、
逆

紹
介

者
数

、
紹

介
率

や
逆

紹
介

率
に

つ
い

て
は

、
目

標
を

上
回

っ
て

い
る

。
ま

た
、

地
域

医
療

機
関

訪
問

回
数

に
つ

い
て

も
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
よ

る
訪

問
差

し
控

え
の

影
響

も
あ

り
目

標
未

達
と

な
っ

た
。

法
人

の
自

己
評

価
ど

お
り

、
地

域
医

療
支

援
病

院
と

し
て

の
機

能
を

果
た

し
た

点
を

評
価

し
て

、
評

価
を

３
と

し
た

。

◎
3

（
紹

介
・
逆

紹
介

の
実

績
）

・
紹

介
率

　
：
　

84
.7

％
（
前

年
度

86
.0

％
）

・
逆

紹
介

率
：
 1

31
.0

％
（
前

年
度

12
2.

1％
）

（
救

急
医

療
の

提
供

）
再

掲
・
搬

送
件

数
：
 6

,2
88

件

   
  （

前
年

度
：
5,

88
6件

）

・
救

急
外

来
受

診
者

総
数

：
16

,5
54

人

　
　

　
　

　
　

（
前

年
度

：
16

,0
26

人
）

・
応

需
率

：
77

.8
％

（
前

年
度

：
77

.3
％

）

（
医

療
機

器
等

共
同

利
用

）
・
共

同
利

用
件

数
：
2,

58
2件

　
　

　
（
前

年
度

：
2,

03
2件

）

中
期

目
標

ア
　

急
性

期
病

院
で

あ
る

医
療

セ
ン

タ
ー

の
機

能
を

果
た

す
た

め
に

、
地

域
の

医
療

機
関

や
市

の
関

係
部

局
と

連
携

し
つ

つ
「

か
か

り
つ

け
医

」
を

持
つ

こ
と

の
啓

発
を

行
い

、
病

状
に

応
じ

た
紹

介
及

び
逆

紹
介

に
よ

り
、

地
域

で
必

要
と

さ
れ

る
専

門
的

な
医

療
、

入
院

医
療

、
救

急
医

療
を

積
極

的
に

行
い

、
機

能
分

担
を

進
め

る
こ

と
。

イ
 
 
院

内
の

施
設

・
設

備
を

地
域

に
開

放
し

共
同

診
療

を
行

う
ほ

か
、

地
域

医
療

確
保

の
た

め
の

研
修

会
の

開
催

を
行

う
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

55



中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

イ
　

各
診

療
科

医
師

と
地

域
医

療
連

携
室

で
紹

介
件

数
の

増
加

の
た

め
に

地
域

医
療

機
関

へ
の

訪
問

を
定

期
的

に
行

う
と

と
も

に
、

地
域

医
療

支
援

病
院

運
営

イ
　

各
診

療
科

医
師

と
地

域
医

療
連

携
室

で
紹

介
件

数
の

増
加

の
た

め
に

地
域

医
療

機
関

へ
の

訪
問

を
定

期
的

に
行

う
と

と
も

に
、

地
域

医
療

支
援

病
院

運
営

委
員

会
や

地
域

医
療

機
関

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
な

（
登

録
医

療
機

関
等

）
・
登

録
医

数
　

  4
98

人
（
前

年
度

：
48

7人
）

（
内

訳
）
医

科
：
 3

06
人

（
前

年
度

：
29

3人
）

   
 　

　
   

歯
科

：
 1

92
人

（
前

年
度

：
19

4人
）

・
開

放
型

病
床

利
用

件
数

：
  2

0件
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
前

年
度

：
9件

）

（
地

域
連

携
パ

ス
等

）
※

中
河

内
地

域
連

携
パ

ス
・
地

域
連

携
パ

ス
件

数
　

　
　

　
：
  7

8件
（
15

4件
）

　
　

（
内

訳
）
脳

卒
中

　
　

　
　

 　
：
  5

3件
（
10

7件
）

　
　

　
　

　
　

大
腿

骨
頸

部
骨

折
：
  2

5件
（
47

件
）

（
前

年
度

）
・
地

域
連

携
パ

ス
件

数
　

   
　

  ：
  8

9件
（
33

9件
）

　
　

（
内

訳
）
脳

卒
中

   
   

   
   

  ：
  7

1件
（
28

3件
）

　
　

　
　

　
　

大
腿

骨
頸

部
骨

折
：
  1

8件
（
56

件
）

※
昨

年
度

ま
で

は
（
）
内

の
症

例
発

生
件

数
で

表
記

し
て

い
た

が
、

本
年

度
よ

り
実

際
に

パ
ス

を
繋

い
だ

件
数

も
併

せ
て

表
記

す
る

。

・
が

ん
連

携
パ

ス
件

数
  ：

  9
0件

　
　

   
   

  　
　

 （
前

年
度

：
  8

1件
）

イ
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
拡

大
防

止
の

た
め

、
３

月
に

企
画

し
て

い
た

研
修

会
や

講
演

会
等

は
中

止
と

な
っ

た
が

目
標

値
は

上
回

っ
た

。
地

域
訪

問
に

関
し

て
は

感
染

拡
大

状
況

を
鑑

み
２

月
末

頃
よ

り
積

極
的

な
訪

問
は

意
図

的
に

控
え

る
よ

う
に

し
た

た
め

目
標

値
に

は
及

ば
な

か
っ

た
。

広
報

紙
や

項
　

目
平

成
3
0
年

度
実

績
令

和
元

年
度

目
標

令
和

元
年

度
実

績
達

成
率

紹
介

患
者

数
（

人
）

2
2
,
9
1
3

2
4
,
5
0
0

2
3
,
3
4
8

9
5
.
3
%

逆
紹

介
患

者
数

（
人

）
3
3
,
1
9
7

3
4
,
0
0
0

3
6
,
1
0
9

1
0
6
.
2
%

紹
介

率
（

％
）

8
6
.
0

8
0
.
0

8
4
.
7

1
0
5
.
9
%

逆
紹

介
率

（
％

）
1
2
2
.
1

1
1
3
.
0

1
3
1
.
0

1
1
5
.
9
%
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中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ウ
　

地
域

の
か

か
り

つ
け

医
と

当
セ

ン
タ

ー
主

治
医

等
と

の
複

数
主

治
医

制
を

は
か

り
、

共
同

診
療

や
診

療
情

報
提

供
書

な
ど

を
活

用
し

て
医

療
連

携
の

強
化

に
努

め
る

と
と

も
に

、
地

域
研

修
会

や
退

院
後

訪
問

、
難

病
訪

問
を

行
い

、
地

域
医

療
の

質
向

上
に

貢
献

す
る

。

ウ
　

院
内

外
多

職
種

で
お

こ
な

う
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

等
の

件
数

は
増

加
傾

向
に

あ
り

（
前

年
比

＋
９

件
）

年
々

連
携

が
深

ま
っ

て
き

て
い

る
。

患
者

宅
へ

の
訪

問
は

大
阪

府
か

ら
の

事
業

委
託

が
今

年
度

は
遅

く
１

１
月

で
あ

っ
た

こ
と

や
、

２
月

頃
か

ら
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
で

訪
問

を
遠

慮
さ

れ
る

機
関

も
多

く
、

ほ
と

ん
ど

行
く

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

委
員

会
や

地
域

医
療

機
関

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
、

渉
外

活
動

等
な

ど
を

通
し

て
、

把
握

し
た

ニ
ー

ズ
や

課
題

解
決

に
向

け
て

検
討

し
て

い
く

。
引

き
続

き
地

域
研

修
会

、
懇

話
会

、
連

携
会

議
等

を
通

し
て

顔
の

見
え

る
関

係
づ

く
り

や
情

報
発

信
・

共
有

に
積

極
的

に
取

り
組

む
。

ど
を

通
し

て
、

ニ
ー

ズ
把

握
に

努
め

る
。

ま
た

、
地

域
研

修
会

、
懇

話
会

、
連

携
会

議
等

を
通

し
て

顔
の

見
え

る
関

係
づ

く
り

や
情

報
発

信
・

共
有

に
積

極
的

に
取

り
組

む
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
の

活
用

は
積

極
的

に
お

こ
な

い
情

報
発

信
し

た
。

（
自

己
評

価
理

由
）

紹
介

実
績

は
患

者
数

に
お

い
て

目
標

を
達

成
で

き
な

か
っ

た
が

前
年

度
よ

り
増

加
し

、
紹

介
率

は
目

標
を

達
成

し
た

。
ま

た
、

逆
紹

介
率

は
件

数
・
率

と
も

目
標

を
達

成
し

、
地

域
医

療
支

援
病

院
と

し
て

の
機

能
を

果
た

し
た

点
か

ら
「
３

」
と

し
た

。

項
　

目
平

成
3
0
年

度
実

績
令

和
元

年
度

目
標

令
和

元
年

度
実

績
達

成
率

地
域

医
療

機
関

向
け

研
修

開
催

回
数

（
回

）
1
6

1
5

2
1

1
4
0
.
0
%

地
域

医
療

機
関

向
け

研
修

参
加

人
数

（
人

）
2
,
0
9
6

1
,
5
0
0

1
,
5
7
0

1
0
4
.
7
%

地
域

医
療

機
関

訪
問

回
数

（
回

）
1
,
3
1
3

1
,
2
0
0

1
,
1
8
5

9
8
.
8
%
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第
2
　

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

4
　

地
域

医
療

機
関

等
と

の
連

携
強

化
（

2
）

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

構
築

へ
の

貢
献 ・
病

病
連

携
、

地
域

包
括

の
役

割
と

し
て

、
Ｍ

Ｓ
Ｗ

に
よ

る
慢

性
期

病
院

へ
の

転
院

、
介

護
施

設
へ

の
転

所
を

積
極

的
に

行
っ

た
。

　
 病

院
へ

の
転

院
：
76

6件
（
前

年
度

：
74

8件
）

　
 施

設
へ

の
転

所
：
35

3件
（
前

年
度

：
34

3件
）

（
自

己
評

価
理

由
）

概
ね

計
画

ど
お

り
で

あ
る

と
し

「
３

」
と

し
た

。

3
法

人
の

自
己

評
価

が
妥

当
と

判
断

し
た

。
ア

　
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
、

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

な
ど

と
、

更
に

連
携

強
化

を
図

り
、

医
療

・
介

護
・

福
祉

機
関

等
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

に
貢

献
し

て
い

く
と

と
も

に
、

地
域

の
関

係
者

と
の

信
頼

関
係

を
深

め
て

連
携

を
強

化
し

、
急

性
期

病
院

と
し

て
診

断
か

ら
治

療
、

在
宅

へ
と

地
域

全
体

で
医

療
・

保
健

・
福

祉
サ

ー
ビ

ス
を

切
れ

目
な

く
提

供
し

て
い

く
こ

と
で

在
宅

復
帰

に
つ

な
げ

て
い

く
。

ア
　

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
な

ど
と

、
更

に
連

携
強

化
を

図
り

、
医

療
・

介
護

・
福

祉
機

関
等

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
に

貢
献

し
て

い
く

と
と

も
に

、
地

域
の

関
係

者
と

の
信

頼
関

係
を

深
め

て
連

携
を

強
化

し
、

急
性

期
病

院
と

し
て

診
断

か
ら

治
療

、
在

宅
へ

と
地

域
全

体
で

医
療

・
保

健
・

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
切

れ
目

な
く

提
供

し
て

い
く

こ
と

で
シ

ー
ム

レ
ス

な
在

宅
復

帰
に

つ
な

げ
て

い
く

。

3
ア

　
従

来
か

ら
の

連
携

は
継

続
し

て
図

り
つ

つ
、

今
年

度
は

、
東

大
阪

市
主

体
で

医
師

や
福

祉
関

係
者

等
の

有
志

で
“
東

大
阪

市
認

知
症

本
人

活
動

支
援

推
進

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
”
が

立
ち

上
が

り
当

セ
ン

タ
ー

（
地

域
医

療
連

携
室

）
か

ら
も

活
動

に
参

加
し

た
。

ま
た

、
当

セ
ン

タ
ー

主
催

で
東

大
阪

緩
和

ケ
ア

地
域

連
携

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
や

多
職

種
ね

っ
と

わ
ー

く
会

を
開

催
し

、
院

内
外

の
多

職
種

で
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

を
つ

く
り

連
携

強
化

を
は

か
っ

て
い

る
。

中
期

目
標

医
療

・
介

護
・

福
祉

施
設

や
市

と
連

携
し

、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
役

割
を

果
た

す
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等
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第
2
　

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

4
　

地
域

医
療

機
関

等
と

の
連

携
強

化
（

3
）

地
域

の
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
の

推
進 ア
　

・
難

病
診

療
連

携
拠

点
病

院
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
令

和
元

年
度

に
ス

タ
ー

ト
し

、
当

セ
ン

タ
ー

は
中

河
内

医
療

圏
の

拠
点

病
院

と
し

て
活

動
を

継
続

。
同

行
訪

問
事

業
と

し
て

、
医

師
や

看
護

師
が

難
病

患
者

さ
ん

の
療

養
の

場
や

、
か

か
り

つ
け

医
の

診
療

の
場

に
赴

き
情

報
共

有
を

図
っ

た
。

研
修

事
業

に
関

し
て

は
例

年
通

り
医

療
・

介
護

従
事

者
向

け
に

難
病

研
修

会
を

開
催

す
る

予
定

で
あ

っ
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
対

策
に

か
か

る
感

染
予

防
と

し
て

大
阪

府
よ

り
研

修
会

中
止

の
要

請
が

あ
り

中
止

し
た

。
ま

た
、

今
年

度
は

新
た

に
難

病
統

計
事

業
や

難
病

毎
の

対
応

可
能

診
療

科
リ

ス
ト

を
作

成
、

大
阪

府
下

拠
点

病
院

で
共

有
す

る
と

と
も

に
、

当
セ

ン
タ

ー
に

相
談

に
来

ら
れ

た
難

病
患

者
に

ス
ム

ー
ズ

に
適

切
な

診
療

科
へ

繋
げ

て
い

く
こ

と
が

可
能

と
な

っ
た

。
今

後
、

難
病

診
療

に
関

し
て

中
河

内
医

療
圏

に
お

け
る

中
心

的
役

割
を

よ
り

一
層

果
た

し
て

い
け

る
よ

う
に

連
携

の
輪

を
広

げ
て

い
く

。

・
中

河
内

が
ん

診
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

協
議

会
の

下
で

中
河

内
緩

和
ケ

ア
部

会
を

立
ち

上
げ

、
会

議
を

２
回

開
催

し
、

Ａ
Ｃ

Ｐ
（

ア
ド

バ
ン

ス
ド

ケ
ア

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

）
の

啓
蒙

の
た

め
に

導
入

ツ
ー

ル
と

し
て

冊
子

を
作

製
し

、
中

河
内

医
療

圏
の

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

に
配

布
し

た
。

3
法

人
の

自
己

評
価

が
妥

当
と

判
断

し
た

。
ア

　
地

域
医

療
機

関
と

連
携

し
機

能
分

化
を

進
め

る
た

め
、

か
か

り
つ

け
医

を
持

つ
こ

と
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
地

域
医

療
研

修
会

や
症

例
検

討
会

な
ど

の
実

施
、

中
河

内
の

が
ん

診
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

協
議

会
を

地
域

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

と
し

て
運

営
し

、
各

種
会

議
、

研
修

会
、

懇
親

会
な

ど
、

あ
ら

ゆ
る

機
会

を
活

用
し

て
地

域
の

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
に

努
め

る
。

ア
　

地
域

医
療

機
関

と
連

携
し

機
能

分
化

を
進

め
る

た
め

、
か

か
り

つ
け

医
を

持
つ

こ
と

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

地
域

医
療

研
修

会
や

症
例

検
討

会
な

ど
の

実
施

、
中

河
内

の
が

ん
診

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
協

議
会

を
地

域
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
と

し
て

運
営

し
、

各
種

会
議

、
研

修
会

、
懇

親
会

な
ど

、
あ

ら
ゆ

る
機

会
を

活
用

し
て

地
域

の
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

に
努

め
る

。
ま

た
、

Ｈ
３

０
年

度
か

ら
指

定
さ

れ
た

難
病

診
療

連
携

拠
点

病
院

と
し

て
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
に

努
め

役
割

機
能

を
発

揮
し

て
い

く
。

3

中
期

目
標

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

に
関

す
る

協
議

会
等

に
お

い
て

、
地

域
の

中
核

病
院

と
し

て
の

役
割

を
担

う
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等
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中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ま
た

、
令

和
２

年
２

月
に

八
尾

市
で

開
か

れ
た

「
中

河
内

医
療

圏
が

ん
診

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
協

議
会

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

」
（

八
尾

プ
リ

ズ
ム

ホ
ー

ル
）

に
参

加
し

、
圏

域
住

民
に

が
ん

に
関

す
る

啓
蒙

活
動

を
行

っ
た

。

（
地

域
医

療
機

関
と

の
機

能
分

化
）

・
逆

紹
介

の
推

進
・
医

療
連

携
ス

ク
ラ

ム
会

（
3回

）

・
地

域
研

修
会

21
回

開
催

（
再

掲
）

（
国

指
定

地
域

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

と
し

　
て

の
活

動
）

・
中

河
内

地
区

の
が

ん
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
と

　
し

て
、

が
ん

専
門

相
談

員
を

4名
配

置

　
（
が

ん
相

談
件

数
：
67

4件
）
※

　
　

　
　

　
前

年
度

：
1,

27
3件

※
電

子
カ

ル
テ

更
新

時
に

集
計

方
法

を
国

基
準

に
変

更

・
市

民
向

け
に

出
前

講
座

を
継

続
（
4回

）
・
市

民
向

け
が

ん
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

開
催

　
（
担

当
：
八

尾
市

立
病

院
）

　
特

別
講

演
に

マ
ッ

ハ
文

朱
氏

を
招

き
、

講
演

を
行

っ
た

　
（
中

河
内

が
ん

診
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

事
業

）

（
自

己
評

価
理

由
）

概
ね

計
画

ど
お

り
と

し
「
３

」
と

し
た

。
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第
3
　

業
務

運
営

の
改

善
及

び
効

率
化

に
関

す
る

事
項

1
　

業
務

運
営

体
制

の
構

築
（

1
）

病
院

の
理

念
と

基
本

方
針

の
浸

透

3
法

人
の

自
己

評
価

が
妥

当
と

判
断

し
た

。
ア

　
全

て
の

職
員

が
病

院
の

理
念

、
基

本
方

針
、

経
営

状
況

や
課

題
を

共
有

し
、

自
律

的
に

運
営

を
行

う
組

織
風

土
を

醸
成

し
、

業
務

の
改

善
及

び
効

率
化

を
図

る
。

ア
　

全
て

の
職

員
が

病
院

の
理

念
、

基
本

方
針

、
経

営
状

況
や

課
題

を
共

有
し

、
自

律
的

に
運

営
を

行
う

組
織

風
土

を
醸

成
し

、
業

務
の

改
善

及
び

効
率

化
を

図
る

。

3
ア

　
理

事
会

で
決

定
さ

れ
た

年
度

計
画

を
所

属
長

会
議

に
お

い
て

幹
部

に
周

知
し

、
イ

ン
ト

ラ
ネ

ッ
ト

に
よ

り
全

職
員

に
周

知
を

行
っ

た
。

ま
た

、
新

規
採

用
職

員
研

修
に

お
い

て
中

期
計

画
の

冊
子

を
配

布
し

、
周

知
を

継
続

し
て

行
っ

た
。

（
自

己
評

価
理

由
）

概
ね

計
画

ど
お

り
と

し
「

３
」

と
し

た
。

中
期

目
標

医
療

セ
ン

タ
ー

の
理

念
と

基
本

方
針

を
明

確
化

す
る

と
共

に
、

委
託

業
者

も
含

め
た

医
療

セ
ン

タ
ー

で
働

く
全

て
の

者
が

そ
の

理
念

と
基

本
方

針
を

理
解

し
、

そ
の

目
的

達
成

に
向

け
一

丸
と

な
っ

て
取

り
組

む
仕

組
み

を
構

築
す

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等
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第
3
　

業
務

運
営

の
改

善
及

び
効

率
化

に
関

す
る

事
項

1
　

業
務

運
営

体
制

の
構

築
（

2
）

経
営

基
盤

を
支

え
る

組
織

体
制

の
整

備

（
自

己
評

価
理

由
）

概
ね

計
画

ど
お

り
と

し
「

３
」

と
し

た
。

ア
　

各
部

門
が

専
門

性
を

発
揮

し
、

医
療

環
境

の
変

化
に

的
確

か
つ

迅
速

に
対

応
で

き
る

よ
う

、
病

院
組

織
を

整
備

し
、

運
営

管
理

体
制

を
構

築
す

る
。

特
に

、
経

営
企

画
部

門
、

医
事

部
門

の
強

化
を

図
る

た
め

、
事

務
局

の
体

制
を

再
編

す
る

。

ア
　

各
部

門
が

専
門

性
を

発
揮

し
、

医
療

環
境

の
変

化
に

的
確

か
つ

迅
速

に
対

応
で

き
る

よ
う

、
病

院
組

織
を

整
備

し
、

運
営

管
理

体
制

を
構

築
す

る
。

ア
　

３
月

に
理

事
長

を
本

部
長

、
院

長
を

副
本

部
長

と
す

る
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
対

策
本

部
を

立
ち

上
げ

、
新

型
コ

ロ
ナ

に
か

か
る

入
院

、
外

来
、

P
C
R
検

査
、

防
護

具
の

備
蓄

等
の

対
策

を
進

め
た

。
医

療
技

術
局

の
臨

床
検

査
技

術
科

を
臨

床
検

査
技

術
第

一
科

と
臨

床
検

査
技

術
第

二
科

に
再

編
し

、
役

割
分

担
を

進
め

た
。

イ
 
 
理

事
会

に
諮

る
案

件
を

集
約

し
、

必
要

な
経

営
情

報
を

管
理

す
る

部
署

を
明

確
に

す
る

。
理

事
会

決
定

事
項

を
着

実
に

実
行

す
る

た
め

に
、

院
内

の
役

割
分

担
を

明
確

に
す

る
。

中
期

計
画

の
進

捗
管

理
を

担
当

す
る

部
署

を
明

確
に

す
る

。
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

の
指

定
管

理
も

視
野

に
入

れ
、

理
事

会
直

轄
の

経
営

本
部

の
設

置
を

検
討

す
る

。

イ
　

理
事

会
定

例
報

告
の

内
容

見
直

し
、

更
な

る
グ

ラ
フ

化
・

カ
ラ

ー
化

を
行

い
、

理
事

会
・

幹
部

会
・

所
属

長
会

で
目

標
・

進
捗

状
況

の
共

有
を

図
っ

た
。

　
院

内
組

織
、

各
委

員
会

、
各

セ
ン

タ
ー

等
の

関
連

性
を

表
す

体
系

図
の

見
直

し
を

行
い

、
役

割
分

担
・

権
限

付
与

を
行

っ
た

。

3
法

人
の

自
己

評
価

が
妥

当
と

判
断

し
た

。
3

中
期

目
標

ア
　

各
種

情
報

収
集

・
分

析
を

基
に

し
た

企
画

、
院

内
・

院
外

へ
の

広
報

や
連

絡
調

整
と

い
っ

た
、

組
織

横
断

的
な

経
営

企
画

機
能

の
強

化
を

図
る

こ
と

。
イ

　
明

確
な

役
割

分
担

と
適

切
な

権
限

付
与

に
よ

り
、

効
率

的
・

効
果

的
な

運
営

体
制

を
構

築
す

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

イ
　

理
事

会
決

定
事

項
を

着
実

に
実

行
す

る
た

め
に

、
役

割
分

担
と

適
切

な
権

限
付

与
に

よ
り

、
効

率
的

・
効

果
的

に
病

院
運

営
を

進
め

る
。
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第
3
　

業
務

運
営

の
改

善
及

び
効

率
化

に
関

す
る

事
項

1
　

業
務

運
営

体
制

の
構

築
（

3
）

内
部

統
制

3
内

部
統

制
委

員
会

を
開

催
し

、
リ

ス
ク

検
討

と
業

務
改

善
に

取
り

組
ま

れ
た

点
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

次
年

度
以

降
も

業
務

改
善

に
取

り
組

ん
で

い
た

だ
き

た
い

。

◎
3

イ
　

内
部

統
制

の
運

用
に

あ
た

っ
て

は
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

に
よ

る
文

書
化

に
よ

っ
て

職
員

間
で

の
情

報

イ
　

内
部

統
制

の
運

用
に

あ
た

っ
て

は
、

各
部

門
に

配
置

し
た

責
任

者
を

中
心

に
リ

ス
ク

の
検

討
と

そ
の

ア
　

市
か

ら
独

立
し

た
組

織
と

し
て

、
自

ら
「

業
務

の
有

効
性

と
効

率
性

」
、

「
財

務
報

告
の

信
頼

性
」

、
「

法
令

遵
守

」
、

「
資

産
の

保
全

」
の

４
つ

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

、
理

事
長

を
最

高
責

任
者

と
し

た
内

部
統

制
体

制
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
職

員
一

人
一

人
が

上
記

の
目

的
を

認
識

し
、

自
主

的
に

法
令

を
遵

守
し

、
か

つ
有

効
的

・
効

率
的

に
業

務
を

遂
行

す
る

組
織

風
土

を
確

立
す

る
。

 
 
な

お
、

体
制

を
構

築
す

る
に

あ
た

っ
て

は
、

法
令

違
反

等
の

早
期

発
見

と
未

然
防

止
を

目
的

と
し

た
、

内
部

通
報

窓
口

を
設

置
す

る
。

ア
　

市
か

ら
独

立
し

た
組

織
と

し
て

、
自

ら
「

業
務

の
有

効
性

と
効

率
性

」
、

「
財

務
報

告
の

信
頼

性
」

、
「

法
令

遵
守

」
、

「
資

産
の

保
全

」
の

４
つ

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

、
理

事
長

を
最

高
責

任
者

と
し

た
内

部
統

制
体

制
の

も
と

、
職

員
一

人
一

人
が

上
記

の
目

的
を

認
識

し
、

自
主

的
に

法
令

を
遵

守
し

、
か

つ
有

効
的

・
効

率
的

に
業

務
を

遂
行

す
る

組
織

風
土

を
確

立
す

る
。

イ
　

災
害

時
に

お
け

る
Ｂ

Ｃ
Ｐ

（
事

業
継

続
計

画
）

を
改

訂
し

、
計

画
に

基
づ

く
訓

練
を

実
施

し
た

。
・

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

担
当

監
に

よ
る

研
修

を

ア
　

内
部

統
制

委
員

会
を

1
0
月

と
２

月
に

開
催

し
、

事
務

局
３

課
と

３
つ

の
委

員
会

か
ら

リ
ス

ク
の

検
討

と
そ

の
対

策
の

実
施

、
自

己
点

検
、

改
善

の
取

組
み

を
報

告
し

た
。

　
ま

た
、

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

担
当

監
か

ら
、

不
正

ま
た

は
不

要
な

電
子

カ
ル

テ
へ

の
ア

ク
セ

ス
に

つ
い

て
、

厳
格

に
取

り
扱

う
よ

う
報

告
さ

れ
た

。
　

報
告

内
容

を
３

月
の

責
任

者
連

絡
会

議
で

報
告

し
、

責
任

者
間

で
の

共
有

を
行

っ
た

。
ま

た
、

職
員

の
懲

戒
処

分
を

２
件

行
っ

た
。

中
期

目
標

地
方

独
立

行
政

法
人

に
求

め
ら

れ
る

内
部

統
制

の
目

的
に

留
意

し
、

当
該

中
期

目
標

に
基

づ
き

法
令

等
を

遵
守

し
つ

つ
業

務
を

行
い

、
医

療
セ

ン
タ

ー
の

設
立

目
的

を
有

効
か

つ
効

率
的

に
果

た
す

た
め

の
仕

組
み

を
構

築
す

る
と

共
に

適
切

な
運

用
に

努
め

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等
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中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

共
有

を
図

る
と

と
も

に
、

各
部

門
に

お
け

る
責

任
者

を
明

確
に

し
、

そ
の

責
任

者
を

中
心

に
リ

ス
ク

の
検

討
と

そ
の

対
策

の
実

施
、

自
己

点
検

、
改

善
の

取
組

み
を

継
続

的
に

行
い

、
内

部
統

制
の

充
実

・
強

化
に

努
め

る
。

対
策

の
実

施
、

自
己

点
検

、
改

善
の

取
組

み
を

自
己

点
検

結
果

報
告

書
と

し
て

集
約

・
周

知
し

、
内

部
統

制
の

充
実

・
強

化
を

行
う

。

ウ
　

内
部

統
制

の
不

備
に

よ
り

重
大

な
事

象
が

発
生

し
た

場
合

は
、

各
種

専
門

家
で

構
成

さ
れ

た
独

立
し

た
第

三
者

に
よ

る
検

証
組

織
を

設
置

し
、

原
因

の
究

明
と

再
発

防
止

策
の

策
定

を
行

う
。

ウ
　

地
方

独
立

行
政

法
人

法
の

改
正

に
よ

り
、

業
務

方
法

書
に

追
加

し
た

項
目

に
つ

い
て

、
規

程
・

会
議

体
の

整
備

な
ど

を
着

実
に

実
施

す
る

。

（
自

己
評

価
理

由
）

概
ね

目
標

ど
お

り
と

し
「

３
」

と
し

た
。

実
施

し
、

リ
ス

ク
の

点
検

・
改

善
に

向
け

て
意

識
付

け
を

行
っ

た
。

ウ
　

地
方

独
立

行
政

法
人

法
の

改
正

に
基

づ
く

、
役

員
の

損
害

賠
償

責
任

及
び

一
部

免
除

に
つ

い
て

、
業

務
方

法
書

の
改

正
を

行
っ

た
。

64



第
3
　

業
務

運
営

の
改

善
及

び
効

率
化

に
関

す
る

事
項

2
　

人
材

の
確

保
と

育
成

（
1
）

医
療

専
門

職
の

確
保

ア
　

理
事

長
、

院
長

、
事

務
局

長
を

筆
頭

に
大

阪
大

学
・

奈
良

県
立

医
科

大
学

を
訪

問
し

、
医

師
の

増
員

要
請

を
行

っ
た

結
果

、
医

師
を

増
員

で
き

た
。

ま
た

、
「

地
方

独
立

行
政

法
人

市
立

東
大

阪
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
6
5
歳

以
上

の
医

師
の

雇
用

に
関

す
る

特
例

を
定

め
る

規
程

」
に

基
づ

き
、

検
体

検
査

管
理

加
算

に
必

要
な

常
勤

医
師

１
名

を
確

保
し

た
。

強
化

に
努

め
て

き
た

心
臓

血
管

外
科

に
つ

い
て

も
増

員
で

き
３

名
体

制
と

な
っ

た
。

・
働

き
方

改
革

に
お

け
る

時
間

外
勤

務
縮

減
と

急
性

期
医

療
を

提
供

す
る

た
め

に
必

要
な

医
療

専
門

職
の

確
保

を
両

立
さ

せ
る

た
め

、
応

援
医

師
を

積
極

的
に

採
用

し
た

。
・

助
産

師
、

看
護

師
に

つ
い

て
は

、
定

期
的

に
採

用
試

験
を

実
施

し
、

令
和

2
年

4
月

に
6
7
名

を
採

用
で

き
、

目
標

を
大

き
く

上
回

っ
た

。
・

看
護

師
離

職
率

に
つ

い
て

は
、

令
和

元
年

度
の

総
退

職
者

数
は

5
4
名

（
離

職
率

1
0
.
8
％

）
で

、
目

標
達

成
は

で
き

な
か

っ
た

。
新

規
採

用
者

の
退

職
数

は
1
9
名

（
離

職
率

2
2
.
6
％

）
で

例
年

以
上

に
新

規
採

用
者

の
離

職
が

目
立

っ
た

。
・

病
棟

の
導

線
の

効
率

化
、

休
憩

室
を

増
設

す
る

な
ど

働
き

や
す

い
就

労
環

境
の

改
善

に
努

め
た

。

3
医

師
、

看
護

師
、

医
療

技
術

職
の

い
ず

れ
も

目
標

を
達

成
し

て
お

り
、

多
く

の
人

材
を

確
保

で
き

た
が

、
看

護
職

の
離

職
率

に
つ

い
て

は
昨

年
度

同
様

目
標

達
成

と
は

な
ら

ず
1
0
%
を

超
え

て
い

る
。

職
場

環
境

の
改

善
な

ど
に

取
り

組
ま

れ
て

い
る

が
、

新
規

採
用

看
護

師
の

離
職

率
が

高
い

点
か

ら
も

、
看

護
師

の
職

場
内

教
育

や
メ

ン
タ

ル
ケ

ア
に

努
め

て
い

た
だ

き
た

い
。

ア
　

地
域

の
中

核
病

院
と

し
て

、
急

性
期

医
療

を
提

供
す

る
た

め
に

必
要

な
医

療
専

門
職

の
確

保
に

尽
力

す
る

。
医

師
に

つ
い

て
は

、
関

連
大

学
へ

の
働

き
か

け
を

中
心

に
、

休
止

中
の

呼
吸

器
内

科
・

精
神

科
の

再
開

、
急

性
期

医
療

を
提

供
す

る
う

え
で

必
要

な
増

員
を

行
う

。
看

護
師

に
つ

い
て

は
、

実
習

受
入

校
の

拡
大

な
ど

の
工

夫
に

よ
り

採
用

増
加

を
図

る
と

と
も

に
、

離
職

防
止

策
の

強
化

、
非

常
勤

嘱
託

、
派

遣
職

員
の

活
用

を
継

続
す

る
。

医
療

技
術

職
、

医
療

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
に

つ
い

て
は

、
新

た
な

施
設

基
準

の
取

得
に

よ
る

収
益

増
、

退
院

支
援

の
充

実
に

必
要

な
体

制
を

確
保

し
て

い
く

。

ア
　

地
域

の
中

核
病

院
と

し
て

、
急

性
期

医
療

を
提

供
す

る
た

め
に

必
要

な
医

療
専

門
職

の
確

保
に

尽
力

す
る

。
医

師
に

つ
い

て
は

、
関

連
大

学
へ

の
働

き
か

け
を

中
心

に
、

休
止

中
の

呼
吸

器
内

科
の

再
開

、
急

性
期

医
療

を
提

供
す

る
う

え
で

必
要

な
増

員
を

行
う

。
看

護
師

に
つ

い
て

は
、

実
習

受
入

校
の

拡
大

な
ど

の
工

夫
に

よ
り

採
用

増
加

を
図

る
と

と
も

に
、

離
職

防
止

策
の

強
化

、
非

常
勤

嘱
託

職
員

の
活

用
を

継
続

す
る

。
医

療
技

術
職

に
つ

い
て

は
、

患
者

の
離

床
促

進
の

観
点

か
ら

、
発

症
後

迅
速

に
間

隔
を

あ
け

る
事

な
く

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

提
供

で
き

る
体

制
を

確
保

し
て

い
く

。
医

療
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

に
つ

い
て

は
、

入
退

院
支

援
の

充
実

に
必

要
な

体
制

を
確

保

◎
3

中
期

目
標

医
療

セ
ン

タ
ー

が
提

供
す

る
医

療
水

準
を

向
上

さ
せ

る
た

め
、

優
秀

な
医

師
、

看
護

師
及

び
医

療
技

術
職

員
の

安
定

確
保

に
努

め
る

こ
と

。
特

に
休

診
中

で
あ

る
呼

吸
器

内
科

な
ど

の
診

療
科

の
医

師
の

確
保

に
は

、
最

大
限

努
め

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等
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中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

（
自

己
評

価
理

由
）

医
師

数
、

看
護

師
数

・
医

療
技

術
職

と
も

に
目

標
を

達
成

で
き

た
が

、
看

護
師

離
職

率
が

目
標

に
到

達
で

き
な

っ
た

点
か

ら
「
3
」
と

し
た

。

す
る

。
ま

た
心

臓
血

管
外

科
の

手
術

開
始

や
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
を

は
じ

め
と

す
る

新
た

な
施

設
基

準
の

取
得

に
向

け
必

要
な

体
制

を
確

保
し

て
い

く
。

項
　

目
平

成
3
0
年

度
実

績
令

和
元

年
度

目
標

令
和

元
年

度
実

績
達

成
率

正
職

員
数

　
医

師
（

人
）

1
1
7

1
1
4

1
1
8

1
0
3
.
5
%

正
職

員
数

　
看

護
職

（
人

）
5
1
7

5
0
5

5
3
2

1
0
5
.
3
%

正
職

員
数

　
医

療
技

術
職

（
人

）
1
3
1

1
3
3

1
4
0

1
0
5
.
3
%

看
護

師
離

職
率

（
％

）
1
0
.
5

9
.
6

1
0
.
8

8
8
.
9
%
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第
3
　

業
務

運
営

の
改

善
及

び
効

率
化

に
関

す
る

事
項

2
　

人
材

の
確

保
と

育
成

（
2
）

法
人

職
員

の
確

保

ア
　

今
年

度
の

採
用

試
験

で
は

持
続

可
能

な
事

務
局

体
制

を
構

築
す

る
た

め
に

、
初

め
て

新
卒

採
用

枠
を

設
け

て
実

施
し

た
。

　
そ

の
結

果
、

総
務

課
（

庶
務

係
、

施
設

管
理

係
）

、
医

事
課

、
医

療
情

報
管

理
課

、
医

療
の

質
・

安
全

管
理

室
に

新
た

な
職

員
を

配
置

し
た

。
　

ま
た

、
地

方
独

立
行

政
法

人
化

後
３

年
が

経
過

す
る

中
で

、
事

務
局

内
の

横
の

つ
な

が
り

を
強

化
す

べ
く

人
事

異
動

を
積

極
的

に
行

い
、

令
和

２
年

４
月

付
で

管
理

職
を

含
む

６
名

が
部

署
異

動
と

な
っ

た
。

　
市

か
ら

の
派

遣
職

員
に

つ
い

て
は

、
令

和
２

年
３

月
末

で
５

名
の

派
遣

解
除

、
２

名
の

新
た

な
派

遣
が

あ
り

、
令

和
２

年
４

月
１

日
時

点
で

９
名

と
な

っ
た

。

（
自

己
評

価
理

由
）

人
員

確
保

に
苦

労
し

て
い

る
が

、
お

お
む

ね
計

画
通

り
で

あ
る

こ
と

か
ら

「
３

」
と

し
た

。

3
法

人
の

自
己

評
価

が
妥

当
と

判
断

し
た

。
ア

　
診

療
報

酬
改

定
等

の
医

療
環

境
の

変
化

や
患

者
の

動
向

等
を

迅
速

か
つ

的
確

に
把

握
・

分
析

し
、

効
果

的
な

経
営

戦
略

を
企

画
・

立
案

で
き

る
事

務
部

門
を

構
築

す
る

た
め

、
専

門
的

な
知

識
・

経
験

を
有

す
る

者
等

を
法

人
の

事
務

職
員

と
し

て
計

画
的

に
採

用
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

育
成

に
取

り
組

む
。

ア
　

老
朽

化
し

た
施

設
の

改
修

工
事

の
実

施
や

業
務

委
託

契
約

の
効

率
的

な
見

直
し

、
ま

た
地

域
に

向
け

た
広

報
活

動
を

実
施

す
る

た
め

専
門

的
な

知
識

・
経

験
を

有
す

る
者

等
を

法
人

の
事

務
職

員
と

し
て

採
用

し
て

い
く

と
と

も
に

、
採

用
し

た
職

員
に

対
し

て
計

画
的

な
研

修
を

実
施

し
て

育
成

に
取

り
組

む
。

3

中
期

目
標

法
人

職
員

の
採

用
や

研
修

の
充

実
等

に
よ

り
、

病
院

特
有

の
事

務
に

精
通

し
た

職
員

を
確

保
し

、
事

務
部

門
の

職
務

能
力

の
向

上
を

図
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

項
　

目
平

成
3
0
年

度
実

績
令

和
元

年
度

目
標

令
和

元
年

度
実

績
達

成
率

正
職

員
数

　
法

人
採

用
事

務
職

（
人

）
2
2

3
6

3
6

1
0
0
.
0
%
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第
3
　

業
務

運
営

の
改

善
及

び
効

率
化

に
関

す
る

事
項

2
　

人
材

の
確

保
と

育
成

（
3
）

職
員

の
育

成

3
法

人
の

自
己

評
価

が
妥

当
と

判
断

し
た

。
ア

　
医

師
に

つ
い

て
は

、
新

専
門

医
制

度
の

動
向

を
注

視
し

、
後

期
研

修
を

実
施

す
る

。
職

員
の

大
半

が
専

門
職

で
あ

る
と

い
う

特
殊

性
に

鑑
み

、
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
改

善
及

び
充

実
を

図
り

、
人

材
育

成
を

戦
略

的
・

計
画

的
に

行
う

た
め

、
研

修
計

画
の

策
定

及
び

効
果

の
検

証
を

行
う

。
ま

た
、

最
新

の
知

識
・

技
術

の
取

得
に

繋
が

る
、

学
会

発
表

や
研

修
会

へ
の

積
極

的
な

参
加

を
促

進
す

る
。

ア
　

医
師

に
つ

い
て

は
、

新
専

門
医

制
度

の
動

向
を

注
視

し
、

後
期

研
修

を
実

施
す

る
。

職
員

の
大

半
が

専
門

職
で

あ
る

と
い

う
特

殊
性

に
鑑

み
、

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

改
善

及
び

充
実

を
図

り
、

人
材

育
成

を
戦

略
的

・
計

画
的

に
行

う
た

め
、

研
修

計
画

の
策

定
及

び
効

果
の

検
証

を
行

う
。

ま
た

、
最

新
の

知
識

・
技

術
の

取
得

に
繋

が
る

、
学

会
発

表
や

研
修

会
へ

の
積

極
的

な
参

加
を

促
進

す
る

。

3
ア

　
医

師
に

つ
い

て
は

、
新

専
門

医
制

度
の

動
向

を
注

視
し

、
後

期
研

修
を

実
施

し
た

。
 
職

員
の

大
半

が
専

門
職

で
あ

る
と

い
う

特
殊

性
に

鑑
み

、
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
改

善
及

び
充

実
を

図
り

、
人

材
育

成
を

戦
略

的
・

計
画

的
に

行
う

た
め

、
研

修
計

画
の

策
定

及
び

効
果

の
検

証
を

行
っ

た
。

 
ま

た
、

最
新

の
知

識
・

技
術

の
取

得
に

繋
が

る
、

学
会

発
表

や
研

修
会

へ
の

積
極

的
な

参
加

を
促

進
し

た
。

 
人

材
育

成
に

つ
い

て
は

、
効

果
的

・
効

率
的

な
研

修
を

計
画

的
に

行
う

た
め

、
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
に

よ
り

委
託

業
者

を
選

定
し

、
医

師
を

除
く

管
理

・
監

督
職

向
け

に
主

任
以

上
を

対
象

に
基

本
研

修
を

実
施

し
、

管
理

能
力

の
向

上
、

医
療

セ
ン

タ
ー

お
よ

び
所

属
に

お
け

る
ガ

バ
ナ

ン
ス

の
強

化
、

次
代

を
担

う
部

下
育

成
に

繋
げ

た
。

今
後

は
、

係
員

ク
ラ

ス
に

も
実

施
し

て
い

く
な

ど
対

象
を

拡
大

し
よ

り
効

果
的

な
研

修
が

実
施

で
き

る
よ

う
取

り
組

ん
で

い
く

。
ま

た
中

期
計

画
に

基
づ

く
人

材
育

成
・

給
与

制
度

を
実

現
す

べ
く

、
人

事
評

価
制

度
の

構
築

に
向

け
コ

ン
サ

ル
業

者
と

委
託

契
約

を
締

結
し

令
和

３
年

度
の

本
格

導
入

に
向

け
構

築
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

令
和

元
年

度
は

、
ワ

ー
キ

ン
グ

チ
ー

ム
に

よ
り

評
価

体
系

の
構

築
を

行
っ

た
。

令
和

２
年

度
よ

り
ト

ラ
イ

ア
ル

を
実

施
す

る
予

定
で

あ
り

、
課

中
期

目
標

職
員

の
職

務
能

力
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

向
上

な
ど

役
割

に
応

じ
た

多
様

な
研

修
に

よ
る

人
材

育
成

を
戦

略
的

・
計

画
的

に
行

う
こ

と
。

特
に

、
地

方
独

立
行

政
法

人
に

移
行

し
、

医
療

セ
ン

タ
ー

と
し

て
新

た
な

ス
タ

ー
ト

を
切

る
こ

と
を

契
機

と
し

て
、

職
員

の
意

識
改

革
を

図
る

措
置

を
講

じ
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

68



中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

（
自

己
評

価
理

由
）

前
年

度
と

同
じ

水
準

で
推

移
し

て
い

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

拡
大

に
よ

る
影

響
で

参
加

控
え

が
影

響
し

た
が

、
概

ね
計

画
ど

お
り

と
し

「
３

」
と

し
た

。

題
を

解
決

し
な

が
ら

本
格

導
入

を
目

指
し

て
い

く
。

項
　

目
平

成
3
0
年

度
実

績
令

和
元

年
度

目
標

令
和

元
年

度
実

績
達

成
率

医
師

の
学

会
発

表
件

数
（

件
）

2
3
5

2
3
0

1
9
1

8
3
.
0
%

1
4

2
0

1
6

（
2
0
）

（
2
2
）

認
定

看
護

師
数

（
人

）
（

看
護

管
理

者
含

）
8
0
.
0
%

69



第
3
　

業
務

運
営

の
改

善
及

び
効

率
化

に
関

す
る

事
項

3
　

効
率

的
・

効
果

的
な

業
務

運
営

（
1
）

適
切

か
つ

弾
力

的
な

人
員

配
置

3
法

人
の

自
己

評
価

が
妥

当
と

判
断

し
た

。
ア

　
重

症
度

、
医

療
・

看
護

必
要

度
、

緊
急

入
院

の
受

入
件

数
、

病
床

利
用

率
等

に
よ

り
、

看
護

職
員

の
傾

斜
配

置
を

検
討

す
る

。
ま

た
、

呼
出

で
対

応
し

て
い

る
部

門
の

勤
務

の
あ

り
方

の
見

直
し

を
行

う
。

短
時

間
勤

務
制

度
、

勤
務

時
間

帯
の

見
直

し
な

ど
、

柔
軟

な
勤

務
体

制
の

構
築

を
検

討
す

る
。

ア
　

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

、
緊

急
入

院
の

受
入

件
数

、
病

床
利

用
率

等
を

勘
案

し
、

看
護

職
員

の
傾

斜
配

置
を

引
き

続
き

検
討

す
る

。
ま

た
、

「
働

き
方

改
革

」
を

推
し

進
め

勤
務

の
あ

り
方

の
見

直
し

を
行

い
、

職
員

の
待

遇
改

善
を

図
り

、
短

時
間

勤
務

制
度

、
勤

務
時

間
帯

の
見

直
し

な
ど

、
柔

軟
な

勤
務

体
制

の
構

築
を

検
討

し
、

職
員

が
安

定
的

に
働

き
続

け
ら

れ
る

よ
う

努
め

る
。

3
ア

　
令

和
元

年
度

に
お

け
る

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

の
平

均
は

必
要

度
Ⅰ

で
3
3
.
3
％

で
あ

り
、

急
性

期
入

院
基

本
料

1
の

算
定

要
件

で
あ

る
3
0
％

以
上

の
基

準
を

上
回

っ
た

。
必

要
度

Ⅱ
に

よ
る

評
価

の
準

備
と

し
て

、
必

要
度

Ⅱ
評

価
を

実
施

し
て

い
る

電
子

カ
ル

テ
ベ

ン
ダ

ー
が

同
じ

施
設

で
見

学
を

行
う

と
同

時
に

、
看

護
局

と
事

務
局

医
療

情
報

管
理

課
、

医
事

課
が

協
働

し
て

ベ
ン

ダ
ー

と
の

協
議

を
行

っ
た

。

・
病

床
利

用
率

は
前

年
度

よ
り

5
.
5
％

上
昇

し
、

一
日

入
院

患
者

数
の

平
均

は
1
9
.
6
人

増
加

す
る

中
、

看
護

職
員

の
傾

斜
配

置
を

行
い

、
一

般
病

棟
に

お
け

る
7
対

1
看

護
配

置
が

維
持

で
き

た
。

ま
た

、
5
0
対

1
急

性
期

看
護

補
助

体
制

加
算

、
お

よ
び

看
護

職
員

夜
間

1
2
対

1
配

置
加

算
1
の

看
護

配
置

が
行

え
た

。

・
働

き
方

改
革

の
推

進
と

し
て

、
令

和
元

年
度

か
ら

祝
日

勤
務

を
時

間
外

勤
務

扱
い

で
は

な
く

、
就

業
規

則
ど

お
り

に
原

則
と

し
て

代
休

振
り

替
え

と
し

た
。

す
べ

て
の

職
員

が
、

勤
務

を
し

た
祝

日
を

代
休

に
振

り
替

え
る

こ
と

は
で

き
な

か
っ

た
が

、
時

間
外

勤
務

時
間

数
の

縮
減

に
繋

が
っ

た
。

・
1
6
時

間
夜

勤
で

あ
る

変
則

二
交

代
に

加
え

て
、

1
2
時

間
夜

勤
制

度
を

導
入

し
、

2
部

署
が

1
2

中
期

目
標

各
診

療
科

や
入

院
・

外
来

の
人

員
配

置
を

適
切

に
行

い
、

効
率

的
・

効
果

的
な

業
務

運
営

に
努

め
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

70



中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

（
自

己
評

価
理

由
）

概
ね

目
標

を
達

成
し

た
と

し
「

３
」

と
し

た
。

時
間

夜
勤

に
変

更
し

た
。

従
来

の
3
交

代
夜

勤
は

、
深

夜
勤

務
前

の
日

勤
業

務
を

休
日

も
し

く
は

半
日

勤
務

と
し

て
、

勤
務

間
イ

ン
タ

ー
バ

ル
を

1
1
時

間
以

上
確

保
し

た
。
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第
3
　

業
務

運
営

の
改

善
及

び
効

率
化

に
関

す
る

事
項

3
　

効
率

的
・

効
果

的
な

業
務

運
営

（
2
）

予
算

執
行

の
弾

力
化

3
法

人
の

自
己

評
価

が
妥

当
と

判
断

し
た

。
ア

　
中

期
計

画
の

枠
の

中
で

、
予

算
科

目
や

年
度

間
で

弾
力

的
に

運
用

で
き

る
会

計
制

度
を

活
用

し
た

予
算

執
行

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
変

動
す

る
医

療
環

境
に

効
率

的
か

つ
効

果
的

に
対

応
で

き
る

業
務

運
営

に
努

め
る

。

ア
　

中
期

計
画

の
枠

の
中

で
、

予
算

科
目

や
年

度
間

で
弾

力
的

に
運

用
で

き
る

会
計

制
度

を
活

用
し

た
予

算
執

行
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

変
動

す
る

医
療

環
境

に
効

率
的

か
つ

効
果

的
に

対
応

で
き

る
業

務
運

営
に

努
め

る
。

3

（
自

己
評

価
理

由
）

概
ね

計
画

ど
お

り
と

し
「

３
」

と
し

た
。

　
施

設
改

修
、

設
備

充
実

に
関

し
て

以
下

の
事

業
に

つ
い

て
年

度
を

ま
た

ぐ
弾

力
的

な
運

用
を

行
っ

た
。

ア
 
手

術
室

の
増

設
・

改
修

お
よ

び
高

機
能

I
C
U
･

N
I
C
U
の

整
備

、
病

棟
ス

タ
ッ

フ
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
改

修
お

よ
び

看
護

師
休

憩
室

の
増

設
な

ど
、

当
院

の
機

能
を

高
め

る
た

め
の

改
修

や
、

職
員

の
業

務
効

率
を

上
げ

る
た

め
の

改
修

に
も

柔
軟

に
対

応
し

た
。

中
期

目
標

予
算

科
目

や
年

度
間

で
弾

力
的

に
運

用
で

き
る

会
計

制
度

を
活

用
し

た
予

算
執

行
を

行
い

、
効

率
的

・
効

果
的

な
業

務
運

営
に

努
め

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等
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第
3
　

業
務

運
営

の
改

善
及

び
効

率
化

に
関

す
る

事
項

3
　

効
率

的
・

効
果

的
な

業
務

運
営

（
3
）

人
事

給
与

制
度

3
法

人
の

自
己

評
価

が
妥

当
と

判
断

し
た

。
ア

　
職

員
の

職
務

、
職

責
、

勤
務

成
績

や
法

人
の

業
務

実
績

等
に

応
じ

た
給

与
制

度
の

検
討

な
ど

、
職

員
が

働
き

が
い

を
実

感
で

き
る

仕
組

み
づ

く
り

を
進

め
る

と
と

も
に

、
職

員
の

給
与

は
常

に
社

会
一

般
の

情
勢

に
適

合
し

た
も

の
で

、
か

つ
、

優
秀

な
職

員
の

確
保

に
繋

が
る

も
の

と
す

る
。

イ
　

職
員

の
努

力
と

成
果

が
報

わ
れ

る
よ

う
な

、
昇

任
、

昇
格

制
度

、
表

彰
制

度
ま

た
は

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
支

給
な

ど
の

特
色

を
だ

し
、

職
員

個
々

が
業

務
に

対
す

る
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
向

上
を

促
す

よ
う

制
度

を
整

備
す

る
。

ま
た

。
法

人
の

経
営

成
績

に
応

じ
た

報
酬

等
の

制
度

を
も

う
け

る
こ

と
で

職
員

が
一

丸
と

な
っ

て
病

院
の

目
標

を
達

成
す

る
よ

う
努

め
る

こ
と

を
促

す
。

ア
　

職
員

の
職

務
、

職
責

、
勤

務
成

績
や

法
人

の
業

務
実

績
等

に
応

じ
た

給
与

制
度

の
検

討
な

ど
、

職
員

が
働

き
が

い
を

実
感

で
き

る
仕

組
み

づ
く

り
を

進
め

る
と

と
も

に
、

職
員

の
給

与
は

常
に

社
会

一
般

の
情

勢
に

適
合

し
た

も
の

で
、

か
つ

、
優

秀
な

職
員

の
確

保
に

繋
が

る
も

の
と

す
る

。

イ
　

職
員

の
努

力
と

成
果

が
報

わ
れ

る
よ

う
な

、
昇

任
、

昇
格

制
度

、
表

彰
制

度
ま

た
は

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
支

給
な

ど
の

特
色

を
だ

し
、

職
員

個
々

が
業

務
に

対
す

る
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
向

上
を

促
す

よ
う

制
度

を
整

備
す

る
。

ま
た

、
法

人
の

経
営

成
績

に
応

じ
た

報
酬

等
の

制
度

を
も

う
け

る
こ

と
で

職
員

が
一

丸
と

な
っ

て
病

院
の

目
標

を
達

成
す

る
よ

う
努

め
る

こ
と

を
促

す
。

3

（
自

己
評

価
理

由
）

概
ね

計
画

ど
お

り
で

あ
る

と
し

、
評

価
点

数
を

「
３

」
と

し
た

。

ア
　

令
和

2
年

4
月

1
日

よ
り

施
行

さ
れ

る
同

一
労

働
同

一
賃

金
の

導
入

に
向

け
制

度
の

見
直

し
を

行
い

、
非

正
規

職
員

に
か

か
る

就
業

規
則

と
給

与
規

程
の

改
定

を
行

っ
た

。
　

・
昨

年
度

の
法

人
の

業
務

実
績

に
応

じ
て

給
与

規
程

の
改

定
を

行
い

、
初

任
給

の
引

き
上

げ
と

そ
れ

に
伴

い
3
0
代

半
ば

ま
で

の
職

員
が

在
籍

す
る

号
給

に
つ

い
て

改
定

を
行

っ
た

。

イ
　

昨
年

に
引

き
続

き
、

優
秀

研
修

医
、

優
秀

指
導

医
の

表
彰

を
行

っ
た

。
・

職
員

の
意

欲
を

高
め

弾
力

的
な

人
事

制
度

を
運

用
す

る
た

め
、

職
員

給
与

規
程

の
一

部
改

正
を

行
い

主
任

・
主

査
へ

昇
格

す
る

際
の

昇
格

メ
リ

ッ
ト

を
設

け
た

。
・

働
き

方
改

革
関

連
法

の
施

行
に

よ
り

、
年

次
有

給
休

暇
5
日

間
の

取
得

が
義

務
付

け
ら

れ
た

こ
と

に
あ

わ
せ

、
従

前
の

夏
期

休
暇

を
見

直
し

、
健

康
で

豊
か

な
生

活
の

た
め

の
時

間
を

確
保

で
き

、
多

様
な

働
き

方
・

生
き

方
の

選
択

を
可

能
に

す
る

環
境

づ
く

り
を

推
進

す
る

た
め

、
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
促

進
休

暇
を

創
設

し
た

。

中
期

目
標

ア
　

職
員

の
給

与
は

、
当

該
職

員
の

勤
務

成
績

や
法

人
の

業
務

実
績

を
考

慮
し

、
か

つ
、

社
会

一
般

の
情

勢
に

適
合

す
る

こ
と

。
イ

　
職

員
の

業
績

や
能

力
を

適
切

に
評

価
で

き
る

制
度

を
構

築
し

、
職

員
の

意
欲

を
引

き
出

す
人

事
給

与
制

度
を

構
築

す
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等
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第
3
　

業
務

運
営

の
改

善
及

び
効

率
化

に
関

す
る

事
項

3
　

効
率

的
・

効
果

的
な

業
務

運
営

（
4
）

契
約

の
見

直
し

ア
　

業
務

委
託

に
関

し
て

は
、

契
約

手
法

や
業

者
の

選
定

や
、

更
新

時
に

業
務

仕
様

の
見

直
し

を
行

い
、

経
費

の
削

減
を

図
る

。

ア
　

昨
年

度
に

引
き

続
き

、
継

続
的

・
反

復
的

な
契

約
に

つ
い

て
自

動
更

新
条

項
を

契
約

書
に

明
記

し
、

契
約

事
務

の
合

理
化

を
図

る
と

と
も

に
、

更
新

時
に

お
け

る
業

務
仕

様
の

徹
底

し
た

見
直

し
を

行
い

、
清

掃
業

務
に

つ
い

て
は

年
間

約
１

，
８

０
０

万
円

の
経

費
の

削
減

を
達

成
し

た
。

イ
　

医
療

機
器

の
整

備
に

つ
い

て
、

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

等
を

活
用

し
た

購
入

費
用

の
節

減
に

努
め

る
と

と
も

に
、

費
用

対
効

果
を

踏
ま

え
た

機
器

の
整

備
や

、
医

療
の

質
の

維
持

・
向

上
に

つ
な

が
る

機
器

の
整

備
を

図
る

な
ど

、
効

率
的

、
効

果
的

な
運

営
に

努
め

る
。

イ
　

医
療

機
器

の
整

備
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

た
価

格
交

渉
を

継
続

し
、

購
入

費
用

の
節

減
に

努
め

る
。

費
用

対
効

果
を

踏
ま

え
た

機
器

の
整

備
や

、
医

療
の

質
の

維
持

・
向

上
に

つ
な

が
る

機
器

の
整

備
を

図
る

な
ど

、
効

率
的

、
効

果
的

な
運

営
に

努
め

る
。

（
自

己
評

価
理

由
）

概
ね

目
標

ど
お

り
と

し
「

３
」

と
し

た
。

イ
　

医
療

機
器

の
購

入
に

際
し

て
は

、
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

コ
ス

ト
チ

ェ
ッ

ク
を

経
て

予
定

価
格

を
設

定
す

る
こ

と
で

、
購

入
費

用
の

節
減

に
努

め
た

。
ま

た
、

心
臓

血
管

外
科

開
設

に
伴

う
人

工
心

肺
装

置
の

調
達

、
Ｉ

Ｃ
Ｕ

増
床

に
伴

う
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
の

調
達

に
際

し
て

は
、

プ
ロ

ポ
ー

ザ
ル

方
式

に
よ

る
契

約
手

法
を

採
用

し
、

コ
ス

ト
削

減
を

達
成

し
つ

つ
、

医
療

の
質

の
維

持
・

向
上

に
つ

な
が

る
機

器
整

備
を

行
っ

た
。

3
法

人
の

自
己

評
価

が
妥

当
と

判
断

し
た

。
3

中
期

目
標

ア
　

地
方

自
治

法
に

縛
ら

れ
な

い
民

間
的

手
法

を
取

り
入

れ
、

各
種

契
約

の
合

理
化

を
図

る
こ

と
。

イ
　

高
額

医
療

機
器

を
購

入
す

る
際

な
ど

、
医

療
面

で
の

必
要

性
の

議
論

の
み

な
ら

ず
、

持
続

的
な

経
営

を
担

保
す

る
た

め
、

費
用

対
効

果
や

収
益

性
な

ど
財

務
面

で
の

定
量

的
な

検
討

も
行

う
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ア
　

複
数

年
契

約
や

複
合

契
約

等
、

多
様

な
契

約
手

法
を

活
用

し
、

費
用

の
節

減
及

び
業

務
量

の
削

減
を

図
る

。
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第
3
　

業
務

運
営

の
改

善
及

び
効

率
化

に
関

す
る

事
項

3
　

効
率

的
・

効
果

的
な

業
務

運
営

（
5
）

医
療

資
源

等
の

有
効

活
用

ア
　

病
棟

別
・

診
療

科
ご

と
の

病
床

利
用

率
、

曜
日

別
・

時
間

帯
ご

と
の

手
術

室
の

使
用

率
を

検
証

し
、

効
果

的
な

活
用

を
行

う
。

手
術

室
の

完
全

２
交

替
勤

務
、

第
２

外
来

の
３

６
５

日
一

人
夜

勤
体

制
の

導
入

を
検

討
す

る
と

と
も

に
、

第
１

外
来

の
常

勤
職

員
比

率
を

上
げ

、
手

術
室

お
よ

び
外

来
の

業
務

運
営

の
効

率
化

を
図

る
と

と
も

に
看

護
の

質
を

担
保

す
る

。

ア
　

病
棟

改
修

に
伴

い
病

床
数

が
減

少
す

る
が

、
よ

り
多

く
の

患
者

を
受

け
出

来
る

よ
う

に
診

療
科

の
配

分
を

見
直

す
。

ま
た

、
手

術
室

も
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ト
手

術
室

、
ロ

ボ
ッ

ト
支

援
手

術
、

眼
科

専
用

手
術

室
を

設
け

る
こ

と
で

高
度

な
医

療
を

提
供

し
効

率
よ

く
手

術
室

を
運

用
し

、
手

術
件

数
の

増
加

を
図

る
。

ア
　

8
月

よ
り

心
外

手
術

を
開

始
し

、
心

臓
血

管
外

科
の

新
た

な
患

者
の

獲
得

に
つ

な
げ

て
い

る
。

ま
た

、
手

術
室

を
増

築
し

た
こ

と
で

、
効

率
的

な
手

術
室

運
用

を
可

能
と

し
、

手
術

件
数

増
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

た
だ

し
、

麻
酔

科
医

不
足

が
手

術
件

数
増

の
足

か
せ

に
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
次

年
度

に
向

け
た

麻
酔

科
医

の
確

保
に

経
営

層
が

注
力

し
、

新
年

度
か

ら
の

麻
酔

科
医

の
確

保
を

実
現

し
た

。

イ
　

電
子

カ
ル

テ
を

含
む

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
導

入
以

降
、

職
員

間
で

情
報

共
有

が
効

率
化

さ
れ

た
。

情
報

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
共

有
さ

れ
る

情
報

を
最

大
限

に
活

用
し

、
投

資
対

効
果

を
見

え
る

化
で

き
る

体
制

を
構

築
し

適
時

評
価

を
行

う
。

イ
　

こ
れ

ま
で

紙
カ

ル
テ

の
運

用
が

残
っ

て
い

た
産

婦
人

科
に

つ
い

て
も

電
子

カ
ル

テ
運

用
と

す
る

こ
と

で
、

ペ
ー

パ
ー

レ
ス

化
を

進
め

る
と

と
も

に
事

前
の

カ
ル

テ
準

備
作

業
の

削
減

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。
さ

ら
に

紙
カ

ル
テ

の
整

理
を

進
め

、
保

管
場

所
を

移
し

替
え

る
こ

と
で

、
旧

病
歴

室
の

ス
ペ

ー
ス

の
有

効
利

用
（
部

長
室

改
修

）
に

つ
な

げ
た

。

イ
　

昨
年

度
に

更
新

を
行

っ
た

電
子

カ
ル

テ
を

含
む

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

、
よ

り
一

層
作

業
の

効
率

を
上

げ
る

と
と

も
に

、
電

子
カ

ル
テ

に
お

い
て

は
ペ

ー
パ

ー
レ

ス
化

を
進

め
、

無
駄

を
省

き
ス

リ
ム

化
を

図
る

。

中
期

目
標

ア
　

病
床

、
手

術
室

の
稼

働
状

況
に

注
視

し
、

そ
の

効
果

的
な

活
用

に
努

め
る

こ
と

。
イ

　
医

療
機

器
の

購
入

後
は

、
投

資
に

見
合

っ
た

活
用

が
で

き
て

い
る

か
継

続
的

に
確

認
し

、
必

要
に

応
じ

て
見

直
し

を
図

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

3
麻

酔
科

医
が

不
足

し
た

こ
と

も
あ

り
、

手
術

室
稼

働
率

は
目

標
を

下
回

り
、

手
術

件
数

は
昨

年
度

よ
り

増
と

な
っ

た
も

の
の

目
標

を
や

や
下

回
っ

た
。

た
だ

し
、

全
身

麻
酔

が
必

要
な

手
術

を
積

極
的

に
行

っ
て

お
り

、
全

身
麻

酔
件

数
が

増
と

な
っ

て
い

る
点

は
評

価
で

き
る

。
総

合
的

に
評

価
し

て
３

と
し

た
。

◎
4

　
　

病
床

利
用

率
 9

1.
4％

（
前

年
度

85
.9

％
）

　
　

延
べ

入
院

患
者

数
 1

79
,1

40
人

/年
　

　
　

　
   

　
(前

年
度

 1
71

,4
97

人
/年

)
※

病
床

利
用

率
に

つ
い

て
は

年
度

途
中

に
病

床
数

の
変

更
を

行
っ

た
。

計
算

根
拠

に
つ

い
て

は
以

下
の

通
り

。
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中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

（
自

己
評

価
理

由
）

病
床

の
有

効
活

用
に

つ
い

て
は

改
修

の
た

め
利

用
で

き
な

い
病

床
が

あ
る

中
で

、
入

退
院

の
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

を
行

い
、

利
用

率
を

大
幅

に
上

昇
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

手
術

室
稼

働
率

は
部

屋
を

2
室

増
設

し
た

が
、

麻
酔

医
の

手
配

に
苦

心
し

、
増

設
し

た
枠

で
の

目
標

利
用

率
は

達
成

で
き

な
か

っ
た

。
し

か
し

、
手

術
件

数
は

目
標

を
ほ

ぼ
達

成
し

、
全

身
麻

酔
件

数
も

前
年

度
を

大
幅

に
上

回
っ

た
点

か
ら

「
４

」
と

し
た

。

計
算

式
：
延

入
院

患
者

数
（
17

9,
14

0名
) /

19
6,

09
8床

（
4月

～
10

月
（
54

7床
）
×

暦
日

数
）
+

（
11

月
～

3月
（
52

0床
）
×

暦
日

数
）
）

（
手

術
の

効
率

的
運

用
）

・
手

術
室

稼
働

率
（

※
下

表
）

　
手

術
件

数
　

　
（

※
下

表
）

　
全

身
麻

酔
件

数
：

2
,
9
2
0
件

　
　

　
（

前
年

度
：

2
,
6
5
9
件

）

項
　

目
平

成
3
0
年

度
実

績
令

和
元

年
度

目
標

令
和

元
年

度
実

績
達

成
率

手
術

室
稼

働
率

（
％

）
5
3
.
4

5
6
.
0

5
2
.
4

9
3
.
6
%

手
術

件
数

（
件

）
6
,
5
5
0

6
,
8
0
0

6
,
7
8
8

9
9
.
8
%
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第
3
　

業
務

運
営

の
改

善
及

び
効

率
化

に
関

す
る

事
項

4
　

職
員

満
足

度
の

向
上

ア
　

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

に
配

慮
し

た
、

働
き

や
す

く
、

働
き

が
い

の
あ

る
職

場
環

境
の

実
現

に
向

け
、

就
労

環
境

の
向

上
を

図
る

。

ア
　

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

に
配

慮
し

た
、

働
き

や
す

く
、

働
き

が
い

の
あ

る
職

場
環

境
の

実
現

に
向

け
、

就
労

環
境

の
向

上
を

図
る

。
年

休
５

日
付

与
義

務
化

に
つ

い
て

、
計

画
的

な
対

応
を

行
う

。

イ
　

職
員

満
足

度
調

査
を

定
期

的
に

実
施

し
、

職
員

の
意

見
、

要
望

を
よ

り
的

確
に

把
握

し
て

、
そ

の
結

果
の

有
効

活
用

を
図

る
。

イ
　

職
員

満
足

度
調

査
を

定
期

的
に

実
施

し
、

職
員

の
意

見
、

要
望

を
よ

り
的

確
に

把
握

し
て

、
そ

の
結

果
の

有
効

活
用

を
図

る
。

平
均

年
休

取
得

日
数

は
休

暇
取

得
を

推
進

し
て

い
た

だ
い

た
結

果
、

昨
年

度
数

値
を

上
回

り
目

標
を

達
成

し
た

。
ま

た
、

職
員

満
足

度
調

査
で

は
、

目
標

を
や

や
下

回
る

も
の

の
昨

年
度

よ
り

数
値

は
良

く
な

っ
て

い
る

。
た

だ
、

職
場

環
境

に
不

安
を

感
じ

る
職

員
へ

今
後

ど
う

対
応

し
て

い
く

か
と

い
う

課
題

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
取

り
組

ん
で

い
た

だ
き

、
相

談
し

や
す

い
環

境
づ

く
り

に
努

め
て

い
た

だ
き

た
い

。

3

イ
　

令
和

元
年

度
に

行
っ

た
職

員
満

足
度

調
査

で
は

、
職

場
の

雰
囲

気
が

良
い

、
仕

事
に

や
り

が
い

が
あ

る
の

項
目

は
７

割
近

い
満

足
度

で
あ

っ
た

。
一

方
、

精
神

的
な

不
安

を
感

じ
ず

に
仕

事
が

で
き

る
、

当
院

を
職

場
と

し
て

勧
め

よ
う

と
思

う
が

４
割

を
切

る
結

果
と

な
っ

た
。

　
自

由
意

見
欄

に
不

満
、

不
安

を
長

文
で

書
か

ア
　

令
和

元
年

度
、

年
次

有
給

休
暇

の
平

均
取

得
日

数
は

8
.
9
日

、
取

得
率

は
4
5
.
1
％

で
あ

っ
た

。
（

W
L
B
休

暇
+
年

休
＝

1
4
.
9
日

　
年

休
取

得
5
日

未
満

1
6
名

）
W
L
B
等

推
進

委
員

会
に

お
い

て
、

女
性

活
躍

推
進

法
に

基
づ

く
一

般
事

業
主

行
動

計
画

を
作

成
し

、
次

世
代

育
成

支
援

対
策

推
進

法
に

基
づ

く
一

般
事

業
主

行
動

計
画

と
同

様
、

時
間

外
労

働
の

縮
減

、
年

休
取

得
の

促
進

等
を

目
標

に
し

た
こ

と
に

加
え

、
育

休
等

に
よ

る
職

員
の

職
場

復
帰

に
関

す
る

支
援

や
、

短
時

間
労

働
で

あ
っ

て
も

自
ら

の
能

力
を

伸
ば

し
発

揮
し

て
も

ら
う

た
め

の
支

援
な

ど
を

目
標

に
掲

げ
、

就
業

を
継

続
し

て
も

ら
え

る
取

り
組

み
を

進
め

た
。

3

中
期

目
標

ア
　

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

に
配

慮
し

た
働

き
や

す
い

就
労

環
境

の
整

備
に

努
め

る
こ

と
。

イ
　

職
員

が
満

足
し

て
働

く
こ

と
が

で
き

て
い

る
か

定
期

的
に

測
定

し
、

適
切

に
評

価
す

る
こ

と
。

ま
た

、
そ

の
結

果
を

現
場

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
、

結
果

の
有

効
活

用
を

図
る

こ
と

。
ウ

　
職

員
が

明
確

な
キ

ャ
リ

ア
プ

ラ
ン

を
描

け
る

よ
う

、
自

己
研

鑚
を

推
進

す
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

項
　

目
平

成
3
0
年

度
実

績
令

和
元

年
度

目
標

令
和

元
年

度
実

績
達

成
率

平
均

年
休

取
得

日
数

（
日

）
7
.
5

8
.
0

8
.
9

1
1
1
.
3
%
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中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

れ
て

い
る

職
員

が
複

数
お

り
、

い
た

だ
い

た
意

見
を

今
後

の
施

策
に

反
映

し
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

ウ
　

専
門

性
向

上
の

た
め

の
資

格
取

得
に

対
す

る
支

援
制

度
を

設
け

、
各

職
種

の
専

門
、

認
定

資
格

取
得

を
促

進
し

、
患

者
に

質
の

高
い

医
療

を
提

供
で

き
る

体
制

を
整

備
す

る
。

ウ
　

専
門

性
向

上
の

た
め

の
資

格
取

得
に

対
す

る
支

援
制

度
を

設
け

、
各

職
種

の
専

門
、

認
定

資
格

取
得

を
促

進
し

、
患

者
に

質
の

高
い

医
療

を
提

供
で

き
る

体
制

を
整

備
す

る
。

ウ
　

認
定

看
護

師
が

離
職

す
る

こ
と

に
よ

り
、

医
療

の
質

が
低

下
す

る
こ

と
は

も
と

よ
り

、
診

療
報

酬
の

施
設

基
準

が
満

た
せ

ず
経

営
的

ダ
メ

ー
ジ

も
懸

念
さ

れ
る

。
専

門
性

向
上

の
た

め
の

資
格

取
得

に
対

す
る

支
援

制
度

を
利

用
し

、
１

名
が

認
定

看
護

師
取

得
に

向
け

た
研

修
に

参
加

し
た

。

（
自

己
評

価
理

由
）

職
員

満
足

度
調

査
に

お
い

て
一

部
不

満
・

不
安

が
残

る
結

果
と

な
っ

た
が

、
反

面
、

職
場

の
雰

囲
気

や
や

り
が

い
に

お
い

て
7
割

近
い

満
足

度
が

得
ら

れ
て

い
る

こ
と

、
有

給
休

暇
取

得
日

数
が

目
標

を
達

成
で

き
た

こ
と

か
ら

「
３

」
と

し
た

。

項
　

目
平

成
3
0
年

度
実

績
令

和
元

年
度

目
標

令
和

元
年

度
実

績
達

成
率

職
員

ア
ン

ケ
ー

ト
総

合
満

足
度

（
％

）
5
0
.
0

5
5
.
0

5
3
.
4

9
7
.
1
%

78



第
4
 
 
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

事
項

ア
　

令
和

元
年

度
は

心
臓

血
管

外
科

の
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
手

術
室

・
眼

科
手

術
室

の
増

設
、

及
び

I
C
U
の

拡
張

増
床

の
た

め
の

改
修

、
N
I
C
U
の

改
修

な
ど

、
高

度
医

療
提

供
の

た
め

の
設

備
の

整
備

を
実

施
し

た
。

そ
の

た
め

、
工

事
費

に
よ

る
多

額
の

支
出

が
発

生
し

た
が

、
患

者
数

増
・

単
価

増
に

よ
り

収
入

も
前

年
度

に
比

べ
さ

ら
に

1
3
億

円
増

収
し

た
。

こ
れ

に
よ

り
医

業
収

支
比

率
は

1
0
0
％

を
超

え
た

が
、

経
常

収
支

比
率

は
1
0
0
％

に
は

届
か

な
か

っ
た

。
収

入
は

目
標

に
近

い
数

値
に

な
っ

て
い

る
も

の
の

、
材

料
等

の
費

用
増

大
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

。
引

き
続

き
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
に

よ
る

価
格

交
渉

を
行

い
、

費
用

抑
制

に
努

め
る

。

（
自

己
評

価
理

由
）

患
者

数
増

・
単

価
増

に
よ

り
収

入
は

前
年

度
比

1
3
億

円
増

収
し

た
が

、
費

用
の

増
加

も
あ

り
、

医
業

収
支

比
率

・
経

常
収

支
比

率
と

も
目

標
を

達
成

で
き

な
か

っ
た

点
か

ら
「

２
」

と
し

た
。

2
昨

年
度

に
比

べ
て

経
常

損
益

は
1
7
6
,
1
1
2

千
円

悪
化

し
、

1
5
4
,
1
6
2
千

円
の

経
常

損
失

と
な

っ
た

。
た

だ
、

第
1
期

中
期

目
標

期
間

に
お

け
る

経
常

損
益

の
推

移
を

み
る

と
、

赤
字

額
は

改
善

傾
向

に
あ

る
と

言
え

る
。

次
年

度
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
が

収
入

面
に

及
ぼ

す
影

響
に

つ
い

て
不

透
明

な
と

こ
ろ

は
あ

る
が

、
引

き
続

き
収

入
の

確
保

、
費

用
の

節
減

に
取

り
組

ん
で

い
た

だ
き

た
い

。
評

価
に

つ
い

て
は

、
経

常
収

支
比

率
が

目
標

未
達

で
あ

る
点

な
ど

か
ら

、
法

人
の

自
己

評
価

ど
お

り
２

と
し

た
。

医
療

セ
ン

タ
ー

に
求

め
ら

れ
る

政
策

医
療

、
急

性
期

医
療

を
継

続
的

に
安

定
し

て
提

供
し

つ
つ

、
平

成
３

０
年

度
ま

で
に

経
常

収
支

比
率

を
１

０
０

％
以

上
に

す
る

こ
と

を
目

指
す

と
と

も
に

、
計

画
期

間
全

体
で

の
黒

字
化

を
目

指
す

。

ア
　

医
療

セ
ン

タ
ー

に
求

め
ら

れ
る

政
策

医
療

（
救

急
、

周
産

期
な

ど
）

に
つ

い
て

は
、

市
民

が
安

心
し

て
生

活
す

る
た

め
に

は
不

可
欠

で
あ

り
、

採
算

性
だ

け
で

は
事

業
は

成
り

立
た

な
い

が
、

病
院

全
体

で
収

入
を

上
げ

、
費

用
を

削
減

し
カ

バ
ー

す
る

こ
と

で
、

経
常

収
支

を
改

善
さ

せ
黒

字
化

を
図

る
。

2

中
期

目
標

地
方

独
立

行
政

法
人

の
趣

旨
に

沿
っ

た
基

準
に

よ
る

適
切

な
運

営
費

負
担

金
の

も
と

、
収

入
確

保
及

び
費

用
の

節
減

、
そ

の
他

中
期

目
標

に
定

め
る

種
々

の
経

営
改

善
に

取
り

組
み

、
中

期
目

標
期

間
内

に
医

業
収

支
の

改
善

及
び

経
常

収
支

比
率

1
0
0
%
以

上
を

達
成

す
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

項
　

目
平

成
3
0
年

度
実

績
令

和
元

年
度

目
標

令
和

元
年

度
実

績
達

成
率

医
業

収
支

比
率

（
％

）
1
0
6
.
1

1
0
6
.
4

1
0
4
.
8

9
8
.
5
%

経
常

収
支

比
率

（
％

）
1
0
0
.
2

1
0
0
.
1

9
9
.
1

9
9
.
0
%
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第
4
 
 
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

事
項

1
　

収
入

の
確

保

ア
　

病
棟

薬
剤

業
務

実
施

加
算

の
取

得
、

検
体

検
査

の
自

主
運

営
に

よ
る

上
位

の
加

算
の

取
得

な
ど

、
診

療
報

酬
制

度
の

改
定

等
に

的
確

に
対

応
す

る
と

と
も

に
、

人
材

の
弾

力
的

な
配

置
を

図
る

な
ど

、
収

益
向

上
に

有
効

な
対

策
を

講
じ

る
。

ア
　

薬
剤

管
理

指
導

件
数

に
つ

い
て

は
、

積
極

的
な

継
続

指
導

を
実

施
す

る
こ

と
で

１
，

５
０

０
件

/
月

を
達

成
す

る
。

管
理

栄
養

士
の

病
棟

常
駐

を
拡

大
し

、
１

病
棟

年
間

約
５

０
件

の
入

院
栄

養
指

導
件

数
増

を
目

指
す

。
心

臓
血

管
外

科
・

Ｉ
Ｃ

Ｕ
の

増
設

に
あ

わ
せ

て
、

急
性

期
リ

ハ
の

熟
練

度
を

上
げ

る
た

め
に

技
師

教
育

、
外

部
研

修
等

の
教

育
を

進
め

て
い

き
、

休
日

リ
ハ

ビ
リ

を
開

始
す

る
。

イ
　

紹
介

件
数

は
、

3
月

に
新

型
コ

ロ
ナ

に
よ

る
影

響
で

約
4
0
0
件

も
の

減
少

が
あ

っ
た

も
の

の
、

年
間

で
は

1
5
0
件

以
上

の
プ

ラ
ス

に
な

っ
て

い

イ
　

地
域

の
医

療
機

関
と

の
連

携
強

化
や

救
急

医
療

体
制

の
強

化
に

よ
り

、
新

入
院

患
者

数
の

増
加

に

イ
　

地
域

か
ら

の
紹

介
患

者
や

救
急

患
者

の
受

入
れ

体
制

を
強

化
し

、
入

院
患

ア
　

薬
剤

管
理

指
導

に
つ

い
て

は
、

薬
剤

部
に

お
け

る
入

院
初

日
か

ら
の

ア
プ

ロ
ー

チ
の

指
導

お
よ

び
患

者
数

増
へ

の
対

応
も

あ
り

、
件

数
は

着
実

に
増

え
て

い
る

。
入

院
栄

養
食

事
指

導
件

数
に

つ
い

て
は

、
病

棟
専

従
管

理
栄

養
士

を
1
名

増
員

配
置

し
た

こ
と

に
よ

り
、

大
幅

な
件

数
増

に
つ

な
げ

た
。

リ
ハ

ビ
リ

に
つ

い
て

は
増

員
及

び
土

曜
リ

ハ
の

開
始

、
さ

ら
に

複
数

人
（

4
人

ま
で

）
同

時
に

実
施

可
能

な
心

疾
患

リ
ハ

の
増

な
ど

、
効

率
的

な
リ

ハ
ビ

リ
実

施
に

よ
り

件
数

を
大

き
く

伸
ば

す
結

果
と

な
っ

た
。

3
新

入
院

患
者

数
、

病
床

利
用

率
及

び
入

院
単

価
に

つ
い

て
は

、
目

標
未

達
も

昨
年

度
に

比
べ

増
と

な
っ

た
。

薬
剤

管
理

指
導

件
数

、
入

院
栄

養
食

事
指

導
件

数
、

リ
ハ

ビ
リ

取
得

単
位

件
数

は
目

標
達

成
と

な
り

、
全

体
と

し
て

収
入

の
確

保
に

つ
な

が
る

結
果

と
な

っ
て

い
る

点
か

ら
、

評
価

を
３

と
し

た
。

◎
3

中
期

目
標

ア
　

法
改

正
や

診
療

報
酬

改
定

に
対

し
て

迅
速

に
対

応
し

、
新

た
な

基
準

・
加

算
の

取
得

な
ど

に
よ

り
収

益
を

確
保

す
る

こ
と

。
イ

　
新

規
入

院
患

者
の

増
加

、
入

院
日

数
の

適
正

化
、

病
床

利
用

率
の

向
上

に
よ

る
増

収
を

目
指

す
こ

と
。

ウ
　

適
切

な
診

療
報

酬
の

請
求

に
努

め
る

こ
と

。
エ

　
未

収
金

の
未

然
防

止
対

策
及

び
早

期
回

収
に

努
め

る
こ

と
。

オ
　

診
療

報
酬

に
よ

ら
な

い
料

金
の

設
定

に
つ

い
て

は
、

原
価

や
周

辺
施

設
と

の
均

衡
な

ど
を

考
慮

し
、

適
時

、
適

切
な

改
定

に
努

め
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

項
　

目
平

成
3
0
年

度
実

績
令

和
元

年
度

目
標

令
和

元
年

度
実

績
達

成
率

薬
剤

管
理

指
導

件
数

（
件

）
1
8
,
7
8
6

1
8
,
0
0
0

1
9
,
4
8
7

1
0
8
.
3
%

入
院

栄
養

食
事

指
導

件
数

（
件

）
4
,
7
6
6

4
,
8
0
0

6
,
1
6
9

1
2
8
.
5
%

リ
ハ

ビ
リ

取
得

単
位

件
数

（
件

）
5
5
,
7
1
8

7
0
,
5
6
0

7
4
,
6
0
3

1
0
5
.
7
%

80



中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

※
病

床
利

用
率

に
つ

い
て

は
年

度
途

中
に

病
床

数
の

変
更

を
行

っ
た

。
計

算
根

拠
に

つ
い

て
は

以
下

の
通

り
。

　
　

計
算

式
：

延
入

院
患

者
数

（
1
7
9
,
1
4
0名

)
 
/
 
1
9
6
,
0
9
8床

（
4
月

～
1
0
月

（
5
4
7
床

）
×

暦
日

数
）

+
（

1
1
月

～
3
月

（
5
2
0
床

）
×

暦
日

数
）
）

ウ
　

院
内

で
の

研
修

、
チ

ェ
ッ

ク
体

制
の

強
化

な
ど

を
通

じ
て

、
適

切
で

き
め

細
か

な
診

療
報

酬
請

求
を

行
い

、
請

求
漏

れ
の

防
止

、
査

定
減

に
対

す
る

積
極

的
な

再
審

査
請

求
を

徹
底

す
る

。

ウ
 
診

療
報

酬
に

関
し

て
は

、
完

全
職

員
化

に
向

け
平

成
3
0
年

度
よ

り
取

り
組

み
を

開
始

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。
院

内
外

研
修

や
課

内
で

の
教

育
体

制
を

強
化

し
て

人
材

育
成

に
取

り
組

む
。

請
求

漏
れ

の
防

る
。

救
急

患
者

の
受

入
に

つ
い

て
は

、
「

断
ら

な
い

救
急

医
療

推
進

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
」

を
継

続
し

、
応

需
の

向
上

に
努

め
た

。
応

需
率

の
伸

び
は

な
か

っ
た

が
、

応
需

自
体

の
件

数
は

伸
び

て
い

る
。

努
め

る
と

と
も

に
、

退
院

支
援

の
強

化
に

よ
る

平
均

在
院

日
数

の
適

正
化

を
図

る
。

ま
た

、
日

当
点

の
観

測
、

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
の

適
正

化
な

ど
、

部
門

ご
と

に
具

体
的

な
目

標
を

設
定

し
、

そ
の

達
成

状
況

を
適

宜
確

認
す

る
な

ど
経

営
管

理
を

徹
底

す
る

。

者
の

確
保

に
努

め
る

。
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

の
活

用
を

促
進

し
、

医
療

の
標

準
化

と
効

率
化

を
図

り
、

よ
り

多
く

の
患

者
を

受
け

入
れ

る
体

制
を

構
築

す
る

。

・
地

域
医

療
支

援
病

院
と

し
て

、
昨

年
に

引
き

続
き

病
診

連
携

の
強

化
を

図
り

、
診

療
情

報
提

供
書

の
記

載
率

ア
ッ

プ
に

取
り

組
ん

だ
が

患
者

増
の

影
響

も
あ

り
、

記
載

作
業

に
若

干
の

遅
れ

が
出

て
い

る
。

記
載

率
　

：
　

入
院

4
4
.
7
％

、
外

来
1
0
.
3
％

（
前

年
度

 
：

　
入

院
4
8
.
4
％

、
外

来
1
1
.
3
％

）

ウ
　

平
成

3
0
年

1
0
月

よ
り

、
入

院
診

療
報

酬
業

務
を

病
院

職
員

（
非

常
勤

嘱
託

職
員

含
む

）
へ

変
更

し
て

お
り

、
一

部
委

託
職

員
も

配
置

し
た

体
制

で
令

和
元

年
度

を
む

か
え

た
。

令
和

元
年

1
0
月

に
は

委
託

職
員

か
ら

病
院

職
員

へ
完

全
に

移
行

し
た

が
、

人
数

的
に

は
ま

だ
充

足
で

き
て

い
な

い
状

況
で

あ
っ

た
。

ま
た

、
昨

年
度

と
同

様
に

医
事

経
験

の
浅

い
ス

タ
ッ

フ
や

入
院

診
療

項
　

目
平

成
3
0
年

度
実

績
令

和
元

年
度

目
標

令
和

元
年

度
実

績
達

成
率

新
入

院
患

者
数

（
人

）
1
4
,
1
1
6

1
5
,
0
0
0

1
4
,
2
3
5

9
4
.
9
%

病
床

利
用

率
（

％
）

※
8
5
.
9

9
6
.
0

9
1
.
4

9
5
.
2
%

入
院

単
価

（
円

）
6
0
,
2
9
6

6
4
,
0
0
0

6
3
,
1
2
6

9
8
.
6
%

平
均

在
院

日
数

（
日

）
1
1
.
2

1
1
.
5

1
1
.
6

9
9
.
1
%

D
P
C
Ⅱ

期
間

以
内

の
患

者
割

合
（

％
）

5
8
.
9

6
9
.
0

5
7
.
2

8
2
.
9
%
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中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

止
や

査
定

に
関

し
て

は
一

つ
一

つ
の

事
例

を
分

析
し

て
対

応
す

る
。

エ
　

患
者

に
対

す
る

入
院

時
の

説
明

の
徹

底
や

院
内

連
携

に
よ

り
、

エ
 
未

収
金

を
入

院
時

・
継

続
入

院
・

退
院

時
に

医

報
酬

業
務

が
未

経
験

の
ス

タ
ッ

フ
も

い
る

た
め

、
教

育
に

取
り

組
み

な
が

ら
の

業
務

運
営

が
続

い
て

い
る

状
況

で
あ

る
。

前
年

度
は

毎
日

の
業

務
に

追
わ

れ
る

こ
と

が
多

く
あ

っ
た

が
、

本
年

度
は

業
務

の
質

に
も

少
し

で
は

あ
る

が
取

り
組

み
始

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
し

か
し

今
後

も
全

体
的

な
業

務
の

質
の

底
上

げ
が

必
要

で
あ

り
、

教
育

体
制

の
確

立
が

急
務

で
あ

る
。

　
査

定
に

関
し

て
は

、
前

年
と

比
較

し
て

減
少

傾
向

に
な

っ
て

い
る

が
、

内
容

的
に

も
ま

だ
ま

だ
対

応
す

べ
き

所
は

多
い

と
考

え
て

お
り

、
個

々
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

は
勿

論
で

あ
る

が
、

全
体

的
な

共
通

チ
ェ

ッ
ク

の
確

立
に

取
り

組
む

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

診
療

単
価

は
診

療
稼

働
額

ベ
ー

ス
で

昨
年

度
よ

り
も

増
額

し
て

い
る

が
、

ま
だ

ま
だ

対
応

で
き

る
こ

と
も

多
い

と
考

え
て

お
り

、
査

定
と

同
様

に
今

後
も

漏
れ

の
な

い
請

求
及

び
適

切
な

Ｄ
Ｐ

Ｃ
コ

ー
デ

ィ
ン

グ
を

実
施

で
き

る
よ

う
取

り
組

む
。

な
お

、
外

来
に

つ
い

て
は

委
託

し
て

い
る

が
、

病
院

職
員

も
関

わ
り

、
対

応
す

る
よ

う
取

り
組

み
を

始
め

る
予

定
に

し
て

い
る

。

エ
　

こ
の

業
務

に
つ

い
て

も
完

全
職

員
化

（
非

常
勤

嘱
託

職
員

含
む

）
し

、
目

標
で

あ
る

業
務

【
査

定
額

 
入

外
分

】

　
令

和
元

年
度

　
6
9
,
5
6
5
,
6
7
0
円

　
　

　
前

年
度

　
7
3
,
4
3
5
,
8
8
0
円

　
　

 
　

　
　

　
△

3
,
8
7
0
,
2
1
0
円

【
査

定
率

 
入

外
分

】
　

令
和

元
年

度
　

　
 
　

0
.
4
3
5
％

　
　

　
前

年
度

　
　

 
　

0
.
5
1
2
％

　
　

　
　

　
　

　
 
　

△
0
.
0
7
7
％
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中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

未
収

金
の

発
生

の
防

止
に

努
め

る
と

と
も

に
、

発
生

し
た

未
収

金
に

つ
い

て
早

期
回

収
の

た
め

の
督

促
に

加
え

、
法

的
措

置
の

対
応

も
引

き
続

き
行

う
。

事
課

及
び

他
部

署
と

の
連

携
を

強
化

し
て

防
止

に
努

め
る

。
ま

た
、

未
収

金
が

発
生

し
た

場
合

に
も

、
早

期
回

収
で

き
る

よ
う

、
督

促
及

び
法

的
措

置
の

対
応

も
引

き
続

き
行

う
。

オ
　

室
料

差
額

、
診

断
書

料
金

な
ど

に
つ

い
て

、
常

に
原

価
を

意
識

し
、

周
辺

病
院

と
の

均
衡

を
考

慮
し

た
う

え
で

料
金

改
定

を
行

う
。

オ
 
室

料
差

額
・

診
断

書
料

金
等

は
引

き
続

き
周

辺
病

院
と

の
均

衡
を

考
慮

し
て

料
金

改
定

を
行

う
。

ま
た

、
様

々
な

項
目

の
見

直
し

を
行

い
、

自
費

料
金

の
改

定
に

も
着

手
す

る
。

オ
　

今
年

度
も

昨
年

度
と

同
様

に
室

料
差

額
や

文
書

料
金

の
料

金
改

定
ま

で
は

至
っ

て
い

な
い

状
態

で
あ

る
。

な
お

、
分

娩
料

金
に

つ
い

て
は

周
産

期
セ

ン
タ

ー
の

改
修

、
お

祝
い

膳
、

記
念

品
セ

ッ
ト

等
の

充
実

を
考

慮
し

た
改

定
を

予
定

し
て

い
る

。

運
用

に
つ

い
て

は
、

人
的

で
は

あ
る

が
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

令
和

2
年

度
に

は
患

者
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
が

新
設

さ
れ

、
そ

の
運

用
に

支
払

い
困

難
患

者
等

の
対

応
を

組
み

込
む

こ
と

に
よ

り
、

さ
ら

な
る

未
収

金
の

減
少

に
取

り
組

む
。

ま
た

、
未

収
金

回
収

業
務

を
専

門
業

者
へ

委
託

し
て

い
る

が
、

思
う

よ
う

に
回

収
が

進
ま

な
い

た
め

、
来

年
度

以
降

に
専

門
業

者
変

更
も

視
野

に
入

れ
て

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

（
自

己
評

価
理

由
）

概
ね

目
標

ど
お

り
と

し
「

３
」

と
し

た
。
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第
4
 
 
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

事
項

2
　

費
用

の
節

減

ウ
　

医
薬

品
、

診
療

材
料

に
つ

い
て

同
種

、
同

効
能

の
製

品
に

つ
い

ウ
　

診
療

材
料

に
つ

い
て

、
物

流
シ

ス
テ

ム
を

用
い

た
定

数
削

減
を

４
ヶ

月
に

１
度

、
全

部
門

ウ
　

高
額

薬
品

の
使

用
増

に
よ

り
薬

品
費

の
支

出
が

2
医

業
収

益
対

人
件

費
比

率
は

、
目

標
達

成
し

た
。

こ
れ

は
、

職
員

を
確

保
し

た
こ

と
に

よ
る

人
件

費
増

以
上

に
、

入
院

患
者

の
受

入
を

積
極

的
に

行
っ

た
こ

と
に

よ
る

。
一

方
で

医
業

収
益

対
材

料
費

比
率

や
医

業
収

益
対

経
費

比
率

で
は

目
標

未
達

と
な

っ
て

い
る

。
引

き
続

き
コ

ス
ト

意
識

を
持

っ
た

病
院

運
営

を
行

っ
て

い
た

だ
き

、
目

標
達

成
と

な
る

よ
う

努
め

て
い

た
だ

き
た

い
。

目
標

指
標

が
市

立
東

大
阪

医
療

セ
ン

タ
ー

の
財

政
運

営
に

お
け

る
重

要
な

指
標

で
あ

る
点

か
ら

、
評

価
を

２
と

し
た

。

◎
2

ア
　

職
員

を
積

極
的

に
確

保
す

る
一

方
で

、
診

療
収

入
の

確
保

状
況

、
給

与
制

度
の

検
討

を
行

い
、

人
件

費
比

率
を

適
正

な
水

準
に

し
て

い
く

。

ア
　

『
働

き
方

改
革

』
の

１
つ

で
あ

る
時

間
外

労
働

の
縮

減
、

給
与

制
度

の
検

討
を

行
い

人
件

費
率

を
適

正
な

水
準

に
し

て
い

く
。

ア
　

医
事

経
験

者
の

職
員

採
用

を
積

極
的

に
行

い
、

入
院

請
求

業
務

の
直

営
化

に
よ

る
強

化
を

行
っ

た
。

・
人

件
費

比
率

に
つ

い
て

は
、

職
員

数
の

増
に

り
増

加
し

た
も

の
の

目
標

は
達

成
で

き
た

。

イ
　

切
り

替
え

可
能

な
薬

剤
に

つ
い

て
、

積
極

的
に

後
発

医
薬

品
を

採
用

し
て

い
く

。
抗

悪
性

腫
瘍

剤
は

非
常

に
高

価
な

も
の

が
多

く
、

切
替

え
に

よ
り

患
者

負
担

軽
減

及
び

病
院

の
薬

剤
費

抑
制

に
つ

な
が

る
一

方
で

、
安

全
性

・
有

効
性

の
問

題
か

ら
切

替
え

が
実

施
で

き
て

い
な

い
も

の
が

あ
る

が
、

他
施

設
の

状
況

も
鑑

み
て

検
討

し
て

い
く

。

イ
　

引
き

続
き

、
後

発
医

薬
品

に
切

り
替

え
可

能
な

薬
剤

に
つ

い
て

、
積

極
的

に
採

用
し

て
い

く
。

抗
悪

性
腫

瘍
剤

に
つ

い
て

は
、

エ
ビ

デ
ン

ス
を

基
に

安
全

性
を

第
一

に
患

者
の

身
体

に
も

経
済

的
に

も
負

担
を

軽
減

で
き

る
こ

と
を

目
標

に
取

り
組

む
。

イ
　

令
和

元
年

度
の

後
発

医
薬

品
平

均
使

用
率

（
数

量
ベ

ー
ス

）
は

9
3
.
1
％

で
あ

り
年

度
目

標
値

の
9
0
％

を
ク

リ
ア

出
来

た
が

、
今

後
も

進
め

て
い

く
。

中
期

目
標

ア
　

人
件

費
比

率
の

適
正

化
を

図
る

こ
と

。
イ

　
後

発
医

薬
品

採
用

の
更

な
る

促
進

を
図

る
こ

と
。

ウ
　

医
薬

品
、

診
療

材
料

の
在

庫
管

理
の

適
正

化
を

図
る

こ
と

。
エ

　
診

療
材

料
等

の
調

達
コ

ス
ト

の
削

減
を

図
る

こ
と

。
オ

　
各

種
契

約
の

見
直

し
（

複
数

年
契

約
、

契
約

の
統

合
等

）
に

よ
り

、
経

費
の

削
減

に
努

め
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

項
　

目
平

成
3
0
年

度
実

績
令

和
元

年
度

目
標

令
和

元
年

度
実

績
達

成
率

医
業

収
益

対
人

件
費

比
率

（
％

）
5
2
.
0

5
4
.
4

5
2
.
1

1
0
4
.
4
%

項
　

目
平

成
3
0
年

度
実

績
令

和
元

年
度

目
標

令
和

元
年

度
実

績
達

成
率

後
発

医
薬

品
使

用
率

（
数

量
ベ

ー
ス

）
（

％
）

9
2
.
2

9
0
.
0

9
3
.
1

1
0
3
.
4
%
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中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

エ
　

複
数

の
契

約
の

集
約

化
や

、
同

種
、

同
効

能
の

製
品

に
つ

い
て

統
一

化
を

進
め

る
と

と
も

に
、

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

等
の

手
術

材
料

や
カ

テ
ー

テ
ル

関
連

材
料

な
ど

、
購

入
金

額
が

大
き

い
も

の
に

つ
い

て
、

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

た
価

格
交

渉
を

引
き

続
き

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

調
達

コ
ス

ト
の

節
減

を
図

る
。

て
統

一
化

を
進

め
、

在
庫

を
ス

リ
ム

化
す

る
こ

と
に

よ
り

、
在

庫
の

適
正

化
及

び
費

用
の

節
減

を
図

る
。

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
関

連
材

料
に

つ
い

て
、

契
約

の
集

約
化

及
び

競
争

原
理

を
導

入
し

、
費

用
節

減
を

図
る

。
棚

卸
し

に
関

す
る

規
程

及
び

実
務

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

整
備

し
、

院
内

在
庫

を
適

切
に

管
理

で
き

る
よ

う
検

討
を

進
め

る
。

ま
た

、
診

療
材

料
に

お
け

る
在

庫
管

理
の

シ
ス

テ
ム

化
を

進
め

、
棚

卸
資

産
と

し
て

計
上

を
す

る
。

に
対

し
て

提
案

す
る

と
と

も
に

、
現

場
定

数
の

棚
卸

に
つ

い
て

、
令

和
元

年
６

月
よ

り
、

半
年

に
１

度
実

施
し

て
い

た
も

の
を

２
ヵ

月
に

１
度

に
変

更
す

る
な

ど
、

在
庫

管
理

の
適

正
化

に
努

め
た

。

エ
　

秋
に

予
定

さ
れ

て
い

る
消

費
税

増
税

に
伴

う
改

訂
に

向
け

、
昨

年
度

に
大

き
な

成
果

が
得

ら
れ

た
外

部
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

業
者

の
活

用
に

つ
い

て
引

き
続

き
検

討
す

る
と

と
も

に
、

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

た
価

格
交

渉
を

継
続

す
る

。
ま

た
診

療
材

料
の

調
達

代
行

を
委

託
化

し
た

Ｓ
Ｐ

Ｄ
業

者
よ

り
価

格
削

減
提

案
を

求
め

る
こ

と
で

、
更

な
る

コ
ス

ト
削

減
を

図
る

。

増
加

傾
向

に
あ

る
が

、
昨

年
度

に
Ｓ

Ｐ
Ｄ

業
者

を
切

替
え

、
新

た
に

導
入

し
た

物
流

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
、

部
門

消
費

の
管

理
や

、
不

動
在

庫
、

回
転

率
の

把
握

が
容

易
と

な
っ

た
た

め
、

各
種

デ
ー

タ
に

基
づ

い
た

定
数

削
減

の
提

案
や

、
一

部
商

品
の

院
外

倉
庫

化
を

行
う

こ
と

で
、

院
内

に
お

け
る

在
庫

管
理

の
適

正
化

を
図

る
。

エ
　

昨
年

度
に

引
き

続
き

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

業
者

と
協

同
で

価
格

交
渉

を
行

い
、

年
間

試
算

で
医

薬
品

に
つ

い
て

約
５

，
０

０
０

万
円

、
診

療
材

料
に

つ
い

て
約

２
，

６
０

０
万

円
の

削
減

効
果

が
得

ら
れ

た
。

ま
た

、
Ｓ

Ｐ
Ｄ

業
者

の
持

ち
物

で
あ

る
診

療
材

料
の

院
内

在
庫

 
約

３
，

５
０

０
万

円
分

に
つ

い
て

、
消

費
税

増
税

前
に

所
有

権
を

当
セ

ン
タ

ー
に

移
転

す
る

こ
と

で
、

２
％

の
費

用
節

減
に

努
め

る
な

ど
、

コ
ス

ト
削

減
を

意
識

し
た

業
務

運
営

を
行

っ
た

。
　

し
か

し
、

削
減

努
力

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

高
単

価
医

薬
品

（
主

に
抗

が
ん

剤
・

難
病

関
連

）
及

び
診

療
材

料
（

主
に

心
臓

血
管

外
科

・
循

環
器

内
科

）
の

使
用

が
増

え
、

材
料

費
支

出
額

が
前

年
度

を
大

き
く

上
回

っ
た

。

項
　

目
平

成
3
0
年

度
実

績
令

和
元

年
度

目
標

令
和

元
年

度
実

績
達

成
率

医
業

収
益

対
材

料
費

比
率

（
％

）
2
5
.
4

2
5
.
2

2
7
.
4

9
2
.
0
%

85



中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

オ
　

地
方

独
立

行
政

法
人

化
を

契
機

と
し

、
業

者
の

見
直

し
の

機
会

や
新

規
委

託
業

務
に

つ
い

て
、

複
数

年
契

約
を

前
提

に
委

託
す

る
こ

と
で

、
受

注
業

者
に

と
っ

て
も

長
期

的
な

収
入

予
測

や
コ

ス
ト

の
見

積
り

が
可

能
と

な
り

、
参

入
業

者
の

拡
大

及
び

委
託

費
用

の
節

減
を

図
る

。
ま

た
、

案
件

に
よ

り
契

約
当

事
者

の
合

意
を

前
提

と
し

た
、

契
約

期
間

の
自

動
更

新
ス

キ
ー

ム
を

取
り

入
れ

る
こ

と
で

事
務

の
効

率
化

を
図

る
。

複
数

年
契

約
や

契
約

期
間

の
自

動
更

新
な

ど
と

い
っ

た
新

た
な

契
約

手
法

を
取

り
入

れ
、

積
極

的
に

各
種

契
約

の
合

理
化

を
進

め
、

効
率

的
か

つ
効

果
的

な
業

務
運

営
を

図
る

。

オ
　

人
件

費
の

増
加

に
伴

う
費

用
拡

大
に

対
抗

す
べ

く
、

契
約

手
法

や
業

者
の

見
直

し
に

加
え

て
、

ベ
ー

ス
と

な
る

業
務

仕
様

を
見

直
し

て
い

く
こ

と
で

、
経

費
の

削
減

を
図

る
。

オ
　

清
掃

業
務

に
つ

い
て

、
契

約
更

新
時

に
業

務
仕

様
の

徹
底

し
た

見
直

し
を

行
い

、
年

間
約

１
，

８
０

０
万

円
の

経
費

削
減

を
達

成
し

た
。

（
自

己
評

価
理

由
）

材
料

費
の

支
出

増
加

な
ど

に
よ

り
、

費
用

の
節

減
が

目
標

に
届

か
な

か
っ

た
為

「
２

」
と

し
た

。

項
　

目
平

成
3
0
年

度
実

績
令

和
元

年
度

目
標

令
和

元
年

度
実

績
達

成
率

医
業

収
益

対
経

費
比

率
（

％
）

1
7
.
4

1
4
.
7

1
5
.
7

9
3
.
6
%

86



第
5
 
 
そ

の
他

の
業

務
運

営
に

関
す

る
重

要
事

項
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

1
　

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
の

運
営

受
託

（
受

託
決

定
後

）

ア
　

二
次

、
三

次
の

救
急

医
療

を
一

体
的

に
提

供
で

き
る

医
療

体
制

を
構

築
す

る
こ

と
で

、
医

師
等

の
人

材
確

保
に

お
け

る
優

位
性

に
つ

な
げ

、
市

民
の

救
急

医
療

に
対

す
る

安
心

に
寄

与
し

、
ひ

い
て

は
中

河
内

の
中

核
病

院
と

し
て

の
役

割
を

担
う

こ
と

の
で

き
る

管
理

を
行

う
。

ア
　

二
次

、
三

次
の

救
急

医
療

を
一

体
的

に
提

供
で

き
る

医
療

体
制

を
構

築
す

る
た

め
、

医
療

・
連

携
部

会
を

毎
月

開
催

し
、

双
方

の
医

療
資

源
を

積
極

的
に

活
用

で
き

る
よ

う
調

整
を

図
る

こ
と

で
救

急
部

門
の

強
化

に
努

め
た

。
 
 
令

和
元

年
度

の
新

入
院

患
者

数
は

、
8
1
1
人

で
前

年
度

よ
り

1
6
5
人

増
加

し
た

。
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

か
か

る
対

応
に

つ
い

て
は

、
医

療
セ

ン
タ

ー
で

患
者

へ
の

挿
管

時
の

救
命

セ
ン

タ
ー

か
ら

の
応

援
、

防
護

具
等

の
相

互
間

の
提

供
な

ど
連

携
を

行
っ

た
。

イ
　

経
営

努
力

の
上

で
も

な
お

発
生

す
る

不
採

算
部

分
に

つ
い

て
、

三
次

の
救

急
医

療
が

大
阪

府
の

責
務

で
あ

る
こ

と
の

認
識

の
も

と
、

本
市

に
新

た
な

負
担

が
発

生
し

な
い

こ
と

を
前

提
に

管
理

運
営

業
務

を
行

う
。

 
イ

　
経

営
努

力
の

上
で

も
な

お
発

生
す

る
不

採
算

部
分

に
つ

い
て

、
三

次
の

救
急

医
療

が
大

阪
府

の
責

務
で

あ
る

こ
と

の
認

識
の

も
と

、
本

市
に

新
た

な
負

担
が

発
生

し
な

い
こ

と
を

前
提

に
管

理
運

営
業

務
を

行
う

。

ア
 
二

次
、

三
次

の
救

急
医

療
を

一
体

的
に

提
供

で
き

る
医

療
体

制
を

構
築

す
る

こ
と

で
、

医
師

等
の

人
材

確
保

に
お

け
る

優
位

性
に

つ
な

げ
、

市
民

の
救

急
医

療
に

対
す

る
安

心
に

寄
与

し
、

ひ
い

て
は

中
河

内
の

中
核

病
院

と
し

て
の

役
割

を
担

う
こ

と
の

で
き

る
指

定
管

理
の

受
託

を
目

指
す

。

イ
 
 
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

の
収

支
に

つ
い

て
は

概
ね

適
正

で
あ

り
、

指
定

管
理

委
託

料
に

不
足

は
生

じ
な

か
っ

た
。

な
お

、
管

理
運

営
に

関
す

る
業

務
契

約
に

お
い

て
、

委
託

料
の

適
切

な
執

行
に

も
か

か
わ

ら
ず

不
足

が
生

じ
る

場
合

は
、

双
方

協
議

の
上

、
大

阪
府

が
処

理
す

る
も

の
。

（
自

己
評

価
理

由
）

概
ね

計
画

ど
お

り
で

あ
る

と
し

「
３

」
と

し
た

。

中
期

目
標

ア
　

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
の

運
営

が
滞

る
こ

と
の

無
い

よ
う

、
円

滑
に

引
き

継
ぐ

こ
と

。
イ

　
医

療
セ

ン
タ

ー
と

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
の

連
携

強
化

に
よ

る
効

率
化

な
ど

、
相

乗
効

果
を

発
揮

す
る

こ
と

。
ウ

　
事

業
運

営
に

当
た

っ
て

は
収

支
状

況
に

注
視

し
、

管
理

運
営

事
業

の
委

託
者

で
あ

る
大

阪
府

と
十

分
な

調
整

を
図

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

3
法

人
の

自
己

評
価

が
妥

当
と

判
断

し
た

。
3
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第
5
 
 
そ

の
他

の
業

務
運

営
に

関
す

る
重

要
事

項
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

2
　

地
域

医
療

構
想

を
踏

ま
え

た
役

割
の

明
確

化

3
法

人
の

自
己

評
価

が
妥

当
と

判
断

し
た

。
ア

　
地

域
医

療
構

想
を

踏
ま

え
、

医
療

セ
ン

タ
ー

は
中

河
内

医
療

圏
に

お
け

る
４

疾
病

４
事

業
を

、
地

域
で

完
結

す
る

た
め

の
急

性
期

部
分

を
担

当
し

、
よ

り
多

く
の

重
篤

な
入

院
患

者
を

受
け

入
れ

、
早

期
に

急
性

期
を

脱
す

る
た

め
の

診
療

を
行

う
と

も
に

、
患

者
の

転
院

、
在

宅
復

帰
へ

の
支

援
を

充
実

さ
せ

て
い

く
。

　
ま

た
、

高
齢

化
に

伴
い

増
加

中
の

認
知

症
や

精
神

疾
患

を
併

せ
持

つ
患

者
の

た
め

に
精

神
科

医
師

の
招

聘
、

精
神

科
病

床
の

設
置

を
検

討
し

、
５

疾
病

に
対

応
で

き
る

体
制

を
構

築
す

る
。

 
 
今

後
、

地
域

医
療

機
関

、
医

師
会

、
住

民
、

行
政

機
関

な
ど

と
機

能
分

化
と

医
療

連
携

を
進

め
、

住
民

に
と

っ
て

住
み

よ
い

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

の
基

礎
と

な
る

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
一

角
を

担
っ

て
い

く
。

ア
　

地
域

医
療

構
想

を
踏

ま
え

、
医

療
セ

ン
タ

ー
は

中
河

内
医

療
圏

に
お

け
る

４
疾

病
４

事
業

を
、

地
域

で
完

結
す

る
た

め
の

急
性

期
部

分
を

担
当

し
、

よ
り

多
く

の
重

篤
な

入
院

患
者

を
受

け
入

れ
、

早
期

に
急

性
期

を
脱

す
る

た
め

の
診

療
を

行
う

と
も

に
、

患
者

の
転

院
、

在
宅

復
帰

へ
の

支
援

を
充

実
さ

せ
て

い
く

。
ま

た
、

高
齢

化
に

伴
い

増
加

中
の

認
知

症
や

精
神

疾
患

を
併

せ
持

つ
患

者
の

た
め

に
精

神
科

医
師

の
着

任
に

よ
り

、
５

疾
病

に
対

応
で

き
る

体
制

を
構

築
す

る
。

今
後

、
地

域
医

療
機

関
、

医
師

会
、

住
民

、
行

政
機

関
な

ど
と

機
能

分
化

と
医

療
連

携
を

進
め

、
住

民
に

と
っ

て
住

み
よ

い
安

全
な

ま
ち

づ
く

り
の

基
礎

と
な

る
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

一
角

を
担

っ
て

い

3
ア

　
大

阪
府

地
域

医
療

構
想

に
お

い
て

当
セ

ン
タ

ー
は

引
き

続
き

高
度

急
性

期
及

び
急

性
期

医
療

を
担

当
し

、
令

和
元

年
度

の
延

べ
入

院
患

者
数

は
前

年
度

よ
り

7
,
6
4
3
人

増
加

し
た

。

・
５

疾
病

に
対

応
で

き
る

体
制

の
構

築
に

つ
い

て
は

、
令

和
２

年
４

月
に

は
、

再
び

精
神

科
常

勤
医

師
２

名
体

制
と

な
り

、
高

齢
化

に
伴

い
増

加
し

て
い

る
認

知
症

や
精

神
疾

患
を

併
せ

持
つ

患
者

対
応

を
継

続
し

て
い

く
。

・
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
、

退
院

さ
れ

た
患

者
の

急
変

時
の

再
入

院
受

け
入

れ
を

継
続

し
た

。
（

５
大

が
ん

パ
ス

連
携

や
在

宅
患

者
緊

急
入

院
診

療
な

ど
)

中
期

目
標

中
期

目
標

に
定

め
た

も
の

の
他

、
地

域
医

療
構

想
を

踏
ま

え
、

医
療

セ
ン

タ
ー

と
し

て
果

た
す

べ
き

役
割

を
明

確
化

し
、

そ
の

実
現

に
向

け
た

具
体

的
取

組
み

を
実

行
す

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等
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中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

く
。

（
自

己
評

価
理

由
）

概
ね

計
画

ど
お

り
で

あ
る

と
し

「
３

」
と

し
た

。
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第
６

　
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
専

門
医

療
の

取
組

　
（
又

は
 各

局
等

に
お

け
る

取
り

組
み

）

令
和

元
年

度
計

画
令

和
元

年
度

実
績

（
取

り
組

み
）
報

告

ア
　

心
臓

血
管

外
科

①
 　

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ト
手

術
室

を
増

設
し

、
常

勤
医

師
を

招
聘

し
、

心
臓

手
術

を
開

始
す

る
。

（
開

心
術

：
５

０
例

/
年

）
②

 　
緊

急
症

例
を

す
べ

て
応

需
す

る
。

ア
　

心
臓

血
管

外
科

令
和

元
年

8
月

1
3
日

よ
り

心
臓

血
管

手
術

が
開

始
さ

れ
、

令
和

2
年

3
月

3
1
日

ま
で

に
心

臓
大

血
管

手
術

6
1
例

、
そ

の
他

血
管

手
術

6
2
例

施
行

。
緊

急
手

術
も

1
1
例

応
需

し
た

。

イ
　

免
疫

ア
レ

ル
ギ

ー
・
呼

吸
器

内
科

①
 免

疫
内

科
の

常
勤

医
の

早
期

派
遣

を
引

き
続

き
大

学
に

要
請

し
、

危
機

的
状

況
に

あ
る

入
院

診
療

体
制

を
立

て
直

す
。

②
 呼

吸
器

内
科

の
常

勤
医

の
派

遣
を

引
き

続
き

大
学

に
要

請
し

、
入

院
患

者
の

呼
吸

器
合

併
症

に
随

時
対

応
出

来
る

体
制

を
整

え
る

。

イ
　

免
疫

ア
レ

ル
ギ

ー
・
呼

吸
器

内
科

①
免

疫
内

科
・
・
・
常

勤
医

は
引

き
続

き
派

遣
さ

れ
な

か
っ

た
。

　
 外

来
実

績
　

新
患

数
　

1
9
7
人

　
延

べ
患

者
数

　
7
0
0
9
人

　
 入

院
実

績
　

新
入

院
　

1
1
0
人

　
延

べ
患

者
数

　
2
4
6
7
人

②
呼

吸
器

内
科

・
・
・
常

勤
医

は
引

き
続

き
派

遣
さ

れ
な

か
っ

た
。

　
　

　
・
応

援
医

師
に

よ
る

外
来

実
績

　
　

　
　

　
新

患
数

　
  
  
  
  

6
7
人

  
（
前

年
度

　
　

5
6
　

人
）

　
　

　
　

　
延

べ
患

者
数

　
9
7
9
人

　
（
前

年
度

　
9
1
0
人

）

ウ
　

腎
臓

内
科

①
 地

域
連

携
パ

ス
第

一
弾

の
運

用
の

継
続

。
②

 市
民

公
開

講
座

の
開

催
予

定
。

③
 糖

尿
病

ケ
ア

外
来

の
患

者
を

増
や

し
、

腎
不

全
患

者
の

糖
尿

病
管

理
、

栄
養

指
導

を
行

っ
て

い
く

。
④

 今
後

腹
膜

透
析

の
患

者
も

導
入

し
て

い
く

方
向

で
、

看
護

師
教

育
を

行
う

。

ウ
　

腎
臓

内
科

①
地

域
連

携
パ

ス
を

運
用

し
、

患
者

数
の

増
加

に
取

り
組

ん
だ

。
②

糖
尿

病
ケ

ア
外

来
に

よ
り

、
糖

尿
病

患
者

の
栄

養
指

導
や

患
者

の
と

り
こ

み
を

行
っ

た
③

O
C

K
D

-
I（

大
阪

腎
疾

患
研

究
会

）
に

よ
り

腎
不

全
の

啓
発

活
動

を
行

っ
た

。
④

市
民

公
開

講
座

を
行

っ
た

。

エ
　

内
分

泌
代

謝
内

科
①

 引
き

続
き

月
曜

日
・
火

曜
日

の
患

者
受

け
入

れ
を

積
極

的
に

行
う

と
と

も
に

、
他

の
曜

日
に

つ
い

て
も

地
域

の
需

要
に

応
じ

て
受

け
入

れ
時

間
帯

の
見

直
し

を
行

う
。

エ
　

内
分

泌
代

謝
内

科
地

域
医

療
連

携
室

を
通

じ
た

予
約

患
者

に
加

え
て

、
地

域
医

療
連

携
室

を
通

さ
な

い
緊

急
性

の
高

い
紹

介
患

者
に

つ
い

て
も

可
能

な
限

り
受

け
入

れ
、

必
要

な
医

療
を

提
供

し
た

。

オ
　

総
合

診
療

科
①

 現
在

５
床

の
目

標
病

床
数

を
６

床
に

増
加

さ
せ

る
。

②
 外

来
紹

介
患

者
 ３

５
名

/
月

を
目

標
と

す
る

。
③

 研
修

医
教

育
と

し
て

、
他

施
設

と
合

同
の

症
例

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
の

定
期

開
催

を
目

指
す

。
④

 各
種

学
会

発
表

、
研

究
発

表
に

つ
い

て
積

極
的

に
参

加
す

る
。

オ
　

総
合

診
療

科
①

延
新

入
院

患
者

数
は

平
成

3
0
年

度
 1

0
0
人

か
ら

1
1
8
人

と
約

２
割

増
加

し
た

。
②

外
来

紹
介

患
者

 3
6
名

/
月

と
目

標
を

達
成

し
た

。
③

他
施

設
と

合
同

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
は

開
催

で
き

な
か

っ
た

が
、

ミ
ニ

レ
ク

チ
ャ

ー
や

一
般

外
来

診
療

研
修

、
入

院
症

例
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
通

じ
て

研
修

医
教

育
を

行
っ

た
。

④
令

和
２

年
3
月

 第
2
2
7
回

内
科

学
会

近
畿

地
方

会
に

て
発

表
予

定
で

あ
っ

た
(新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

に
よ

り
中

止
)。

カ
　

循
環

器
内

科
①

  
経

皮
的

冠
動

脈
イ

ン
タ

ー
ベ

ン
シ

ョ
ン

（
P
C

I)
２

７
０

件
／

年
に

む
け

今
年

度
は

よ
り

開
業

医
と

救
急

隊
か

ら
の

急
性

冠
症

候
群

の
と

り
こ

み
を

行
う

。
②

 カ
テ

ー
テ

ル
ア

ブ
レ

ー
シ

ョ
ン

１
０

０
件

/
年

以
上

を
目

指
す

。
③

 心
外

科
の

症
例

確
保

の
た

め
大

動
脈

疾
患

も
含

め
て

近
隣

医
療

機
関

へ
広

報
を

行
う

。

カ
　

循
環

器
内

科
①

　
経

皮
的

冠
動

脈
イ

ン
タ

ー
ベ

ン
シ

ョ
ン

（
P
C

I)
3
4
6
件

／
年

と
大

幅
に

P
C

Iの
件

数
は

増
加

し
た

。
4

月
以

降
積

極
的

に
救

急
患

者
の

取
り

組
み

を
行

っ
た

。
②

カ
テ

ー
テ

ル
ア

ブ
レ

ー
シ

ョ
ン

1
0
6
件

/
年

と
目

標
は

達
成

し
た

。
 

か
か

り
つ

け
医

と
の

連
携

を
強

化
し

、
地

域
の

頼
れ

る
循

環
期

内
科

を
め

ざ
し

た
。

④
ロ

ー
タ

ブ
レ

ー
タ

ー
、

両
心

室
ペ

ー
シ

ン
グ

、
植

え
込

み
型

除
細

動
器

、
浅

大
腿

動
脈

ス
テ

ン
ト
グ

ラ
フ

ト
術

の
施

設
認

定
を

と
っ

た
。
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第
６

　
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
専

門
医

療
の

取
組

　
（
又

は
 各

局
等

に
お

け
る

取
り

組
み

）

令
和

元
年

度
計

画
令

和
元

年
度

実
績

（
取

り
組

み
）
報

告

キ
　

消
化

器
内

科
①

 E
S
D

症
例

上
部

、
大

腸
合

わ
せ

て
１

０
０

件
を

目
指

す
。

（
H

３
０

年
度

見
込

み
：
８

５
件

）
②

 地
域

医
療

連
携

室
を

介
し

て
の

紹
介

患
者

を
月

平
均

８
０

人
以

上
を

目
指

す
（
病

診
連

携
の

強
化

）
（
現

在
平

均
７

７
．

４
人

,昨
年

度
７

４
．

８
人

）
③

 大
腸

ポ
リ

ペ
ク

入
院

待
ち

期
間

の
短

縮
。

現
在

３
ヶ

月
待

ち
に

な
っ

て
い

る
大

腸
ポ

リ
ペ

ク
入

院
を

、
２

ヶ
月

以
内

に
す

る
よ

う
、

ポ
リ

ペ
ク

枠
を

増
設

す
る

。

キ
　

消
化

器
内

科
①

E
S
D

は
胃

6
5
件

、
食

道
1
6
件

、
大

腸
2
9
件

の
、

計
1
1
0
件

で
、

目
標

を
十

分
達

し
た

。
②

地
域

医
療

連
携

室
を

介
し

て
の

紹
介

患
者

数
は

、
1
年

間
で

1
9
4
7
件

、
月

平
均

1
6
2
件

で
あ

り
、

目
標

を
大

幅
に

上
回

っ
た

。
③

大
腸

ポ
リ

ペ
ク

は
、

現
在

1
ヶ

月
待

ち
で

、
目

標
を

達
し

た
か

に
見

え
る

が
、

現
在

は
C

O
V

ID
-
1
9
の

蔓
延

の
た

め
キ

ャ
ン

セ
ル

が
相

次
い

で
い

る
時

期
で

あ
り

、
正

確
な

評
価

は
で

き
な

い
。

ク
　

神
経

内
科

①
 難

病
診

療
連

携
拠

点
病

院
と

し
て

、
引

き
続

き
難

病
患

者
の

診
療

を
積

極
的

に
行

う
。

情
報

の
普

及
の

た
め

研
修

会
を

定
期

的
に

行
い

地
域

と
連

携
し

て
い

く
。

神
経

筋
難

病
地

域
ケ

ア
研

究
会

は
例

年
通

り
計

３
回

開
催

予
定

。
②

 急
性

期
脳

卒
中

の
診

療
体

制
と

し
て

S
C

U
（
S
tr

o
ke

 C
ar

e 
U

n
it
）
開

設
を

目
指

す
。

ク
　

神
経

内
科

①
か

か
り

つ
け

医
と

の
連

携
を

深
め

る
た

め
、

神
経

内
科

と
し

て
同

行
訪

問
を

6
件

行
っ

た
。

昨
年

度
か

ら
大

阪
府

か
ら

指
定

さ
れ

て
い

る
難

病
診

療
連

携
拠

点
病

院
と

し
て

全
体

で
活

動
で

き
る

よ
う

、
「
難

病
診

療
委

員
会

」
へ

参
加

し
た

。
②

令
和

2
年

2
月

か
ら

脳
当

直
を

開
始

す
る

こ
と

に
よ

り
、

院
内

院
外

の
脳

血
管

障
害

な
ど

神
経

疾
患

・
神

経
症

候
に

対
し

、
脳

神
経

外
科

と
連

携
し

た
2
4
時

間
の

救
急

対
応

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。

ケ
　

皮
膚

科
①

 難
治

性
水

疱
症

の
診

断
と

治
療

、
薬

疹
、

感
染

を
合

併
し

た
褥

瘡
の

治
療

な
ど

、
当

院
で

の
加

療
が

必
要

と
さ

れ
る

皮
膚

科
的

疾
患

に
対

し
て

、
引

き
続

き
近

隣
の

ク
リ

ニ
ッ

ク
な

ど
と

連
携

を
は

か
り

つ
つ

対
応

し
て

い
く

。
②

 外
来

で
は

乾
癬

治
療

に
対

し
て

バ
イ

オ
導

入
を

積
極

的
に

行
な

っ
て

い
く

。
③

 紹
介

患
者

と
新

入
院

患
者

を
確

保
す

る
。

ケ
　

皮
膚

科
①

難
治

性
水

疱
症

は
2
1
人

、
重

症
薬

疹
は

1
1
人

、
感

染
褥

瘡
は

6
人

で
あ

っ
た

。
②

外
来

で
は

乾
癬

に
対

し
て

生
物

学
的

製
剤

に
よ

る
治

療
を

行
っ

て
い

る
患

者
は

3
0
人

で
あ

っ
た

。
③

紹
介

患
者

数
9
6
5
人

、
新

入
院

数
2
5
4
人

で
あ

っ
た

。

コ
　

小
児

科
①

地
域

の
開

業
医

と
連

携
し

、
感

染
性

疾
患

で
1
0
0
0
人

の
入

院
を

目
指

す
。

感
染

症
以

外
の

疾
患

で
も

院
内

学
級

が
必

要
な

慢
性

疾
患

の
児

の
受

け
入

れ
を

強
化

す
る

。
現

在
は

腎
疾

患
な

ど
の

慢
性

疾
患

に
限

ら
れ

る
が

起
立

性
調

節
障

害
が

あ
り

登
校

で
き

な
い

症
例

や
肥

満
が

あ
り

減
量

を
要

す
る

症
例

な
ど

に
焦

点
を

あ
て

て
入

院
患

者
の

増
加

を
目

指
す

。
ま

た
心

理
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

を
必

要
と

す
る

児
を

受
け

入
れ

症
状

や
状

態
に

応
じ

て
必

要
で

あ
れ

ば
児

童
精

神
科

に
紹

介
し

当
院

で
フ

ォ
ロ

ー
可

能
で

あ
る

児
は

当
院

に
て

経
過

観
察

す
る

。
②

食
物

経
口

負
荷

試
験

の
入

院
数

を
５

０
０

人
/
年

を
目

標
と

す
る

。
③

在
宅

医
療

を
必

要
と

す
る

重
症

心
身

障
害

児
の

体
調

不
良

時
の

加
療

を
行

う
と

と
も

に
、

介
護

者
の

負
担

を
軽

減
す

る
目

的
で

の
レ

ス
パ

イ
ト
入

院
を

積
極

的
に

受
入

れ
る

。
④

地
域

周
産

期
母

子
医

療
セ

ン
タ

ー
で

あ
る

と
と

も
に

、
新

生
児

診
療

相
互

援
助

シ
ス

テ
ム

（
Ｎ

Ｍ
Ｃ

Ｓ
）

参
加

施
設

と
し

て
、

安
心

・
安

全
な

周
産

期
医

療
を

提
供

し
母

子
の

育
児

環
境

を
整

え
る

。
具

体
的

な
入

院
目

標
は

年
間

７
０

例
で

あ
る

。

コ
　

小
児

科
①

地
域

の
開

業
医

と
の

連
携

の
も

と
、

感
染

性
疾

患
お

よ
び

そ
れ

以
外

の
疾

患
で

1
0
0
0
人

の
入

院
達

成
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

っ
た

。
し

か
し

感
染

症
の

流
行

の
度

合
い

に
左

右
さ

れ
る

た
め

、
感

染
症

の
み

で
の

1
0
0
0
人

以
上

の
入

院
の

達
成

は
難

し
か

っ
た

。
　

院
内

学
級

が
必

要
な

慢
性

疾
患

の
児

の
受

け
入

れ
は

積
極

的
に

行
っ

た
と

評
価

し
て

い
る

。
次

年
度

は
腎

疾
患

な
ど

の
慢

性
疾

患
お

よ
び

起
立

性
調

節
障

害
が

あ
り

登
校

で
き

な
い

症
例

や
肥

満
が

あ
り

減
量

を
要

す
る

症
例

な
ど

に
焦

点
を

あ
て

て
入

院
患

者
の

増
加

を
目

指
す

。
　

ま
た

心
理

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
を

必
要

と
す

る
児

を
受

け
入

れ
症

状
や

状
態

に
応

じ
て

必
要

で
あ

れ
ば

児
童

精
神

科
に

紹
介

し
当

院
で

フ
ォ

ロ
ー

可
能

で
あ

る
児

は
当

院
に

て
経

過
観

察
を

行
っ

た
。

②
食

物
経

口
負

荷
試

験
の

入
院

数
は

4
0
5
人

で
目

標
の

5
0
0
人

/
年

に
届

か
な

か
っ

た
。

次
年

度
の

目
標

と
し

て
は

4
0
0
人

以
上

を
維

持
で

き
る

よ
う

に
し

た
い

と
考

え
て

い
る

。
③

在
宅

医
療

を
必

要
と

す
る

重
症

心
身

障
害

児
の

体
調

不
良

時
の

加
療

を
行

う
と

と
も

に
、

介
護

者
の

負
担

を
軽

減
す

る
目

的
で

の
レ

ス
パ

イ
ト
入

院
を

積
極

的
に

受
入

れ
た

。
④

地
域

周
産

期
母

子
医

療
セ

ン
タ

ー
で

あ
る

と
と

も
に

、
新

生
児

診
療

相
互

援
助

シ
ス

テ
ム

（
Ｎ

Ｍ
Ｃ

Ｓ
）

参
加

施
設

と
し

て
、

安
心

・
安

全
な

周
産

期
医

療
を

提
供

し
母

子
の

育
児

環
境

を
整

え
具

体
的

な
入

院
目

標
は

年
間

7
0
例

で
っ

た
が

、
小

児
科

医
師

の
人

員
不

足
に

よ
り

一
時

縮
小

し
た

た
め

、
5
8
人

に
と

ど
ま

る
こ

と
と

な
っ

た
。
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第
６

　
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
専

門
医

療
の

取
組

　
（
又

は
 各

局
等

に
お

け
る

取
り

組
み

）

令
和

元
年

度
計

画
令

和
元

年
度

実
績

（
取

り
組

み
）
報

告

サ
　

消
化

器
外

科
①

 消
化

器
癌

手
術

件
数

　
２

５
５

件
/
年

、
紹

介
数

増
加

を
目

指
し

、
地

域
医

療
機

関
訪

問
を

３
０

件
/

年
と

す
る

。
②

 腹
腔

鏡
手

術
の

割
合

を
高

め
る

。
大

腸
癌

６
５

％
、

胃
癌

５
５

％
を

目
指

す
。

日
本

内
視

鏡
外

科
技

術
認

定
医

の
取

得
を

目
指

す
。

③
 腹

腔
鏡

下
胆

嚢
摘

出
術

１
０

５
例

。
④

 腹
腔

鏡
下

鼠
径

ヘ
ル

ニ
ア

根
治

術
６

０
例

、
学

術
活

動
と

し
て

、
学

会
発

表
８

０
件

以
上

、
論

文
発

表
１

２
編

。
⑤

 ロ
ボ

ッ
ト
手

術
の

導
入

。

サ
　

消
化

器
外

科
①

消
化

器
癌

手
術

件
数

２
９

９
件

、
地

域
医

療
機

関
訪

問
数

１
５

件
。

②
腹

腔
鏡

手
術

割
合

は
、

大
腸

癌
5
9
.2

%
, 
胃

癌
4
4
.6

%
で

あ
り

、
新

規
日

本
内

視
鏡

外
科

学
会

技
術

認
定

医
は

な
し

。
③

腹
腔

鏡
下

胆
嚢

摘
出

術
は

9
2
例

。
④

腹
腔

鏡
下

鼠
径

ヘ
ル

ニ
ア

根
治

術
は

7
1
例

。
学

会
発

表
8
1
件

、
論

文
発

表
1
6
編

。
⑤

ロ
ボ

ッ
ト
直

腸
癌

手
術

を
開

始
1
9
例

施
行

。

シ
　

呼
吸

器
外

科
①

 肺
癌

（
原

発
性

と
転

移
性

の
合

計
）
の

手
術

数
を

４
０

例
。

②
 原

発
性

肺
癌

の
治

療
例

（
手

術
と

内
科

的
治

療
例

の
合

計
）
を

６
５

例
に

増
や

す
。

③
 呼

吸
器

外
科

手
術

総
数

７
０

例
を

目
標

と
す

る
。

④
 ダ

ヴ
ィ

ン
チ

へ
の

移
行

を
視

野
に

肺
癌

に
対

す
る

胸
腔

鏡
手

術
を

年
間

２
０

例
を

目
標

と
す

る
。

シ
　

呼
吸

器
外

科
①

肺
癌

（
原

発
性

と
転

移
性

の
合

計
）
の

手
術

数
は

3
9
例

と
増

加
し

た
。

②
原

発
性

肺
癌

の
治

療
例

（
手

術
と

内
科

的
治

療
例

の
合

計
）
は

手
術

症
例

3
0
例

、
内

科
的

治
療

4
4

例
の

計
7
4
例

と
前

年
度

と
比

較
し

て
大

幅
に

増
加

し
た

。
③

呼
吸

器
外

科
手

術
総

数
は

6
9
例

で
あ

り
、

前
年

度
と

比
較

し
て

減
少

し
た

も
の

の
、

ほ
ぼ

目
標

通
り

の
結

果
で

あ
っ

た
。

④
肺

癌
に

対
す

る
完

全
胸

腔
鏡

下
手

術
は

2
0
例

で
あ

り
、

目
標

通
り

の
結

果
で

あ
っ

た
。

ス
　

乳
腺

外
科

①
 原

発
乳

癌
手

術
数

目
標

１
０

０
か

ら
１

２
０

例
 に

増
や

す
 。

②
 平

成
 ２

９
 年

 ４
月

か
ら

 外
来

日
週

 ３
日

か
ら

５
 日

に
増

え
、

 平
成

 ３
１

 年
 ４

 月
か

ら
応

援
医

師
ま

た
は

常
勤

医
師

 １
 名

を
加

え
、

 ３
 人

体
制

に
す

る
。

ス
　

乳
腺

外
科

①
令

和
元

年
に

行
っ

た
原

発
乳

癌
手

術
は

1
0
7
例

だ
っ

た
。

②
乳

腺
外

科
の

外
来

は
週

5
日

行
っ

て
お

り
、

火
曜

日
午

前
の

み
大

阪
大

学
乳

腺
外

科
か

ら
応

援
医

師
を

派
遣

さ
れ

て
い

る
。

乳
腺

外
科

2
名

と
、

乳
腺

専
門

医
を

目
指

す
専

攻
医

1
名

で
診

療
を

開
始

し
た

。
③

癌
パ

ネ
ル

検
査

は
シ

ス
メ

ッ
ク

ス
社

オ
ン

コ
ガ

イ
ド

を
採

用
し

、
1
2
名

の
患

者
に

施
行

済
み

。

セ
　

小
児

外
科

①
 年

間
手

術
件

数
 ９

０
 例

以
上

の
安

定
的

確
保

（
平

成
 ３

０
 年

は
 ９

１
 例

）
 。

②
 平

成
 ３

２
 年

度
ま

で
に

年
間

手
術

件
数

 1
0
0
 例

到
達

 。
③

 鏡
視

下
手

術
件

数
 ２

５
 例

以
上

の
安

定
的

確
保

（
平

成
 ３

０
 年

は
 １

７
 例

）
④

 小
児

外
科

的
 M

aj
o
r 

手
術

や
新

生
児

手
術

に
対

す
る

 基
盤

構
築

 小
児

外
科

認
定

施
設

（
教

育
関

連
施

設
）

を
 目

指
す

 。
⑤

 地
域

 へ
の

 広
報

活
動

 を
行

う
。

セ
　

小
児

外
科

①
手

術
件

数
は

8
4
例

.目
標

値
未

満
だ

が
昨

年
度

よ
り

微
増

し
た

.
②

入
院

患
者

数
は

4
5
9
名

.昨
年

度
＋

4
2
例

,一
昨

年
度

+
1
1
7
例

 と
漸

増
し

た
.

③
鏡

視
下

手
術

件
数

は
3
2
例

で
 目

標
値

に
到

達
し

た
.

④
安

定
し

た
年

間
手

術
件

数
が

評
価

さ
れ

て
、

小
児

外
科

教
育

関
連

施
設

B
を

取
得

し
た

.親
施

設
指

導
医

支
援

で
鏡

視
下

手
術

の
適

応
を

拡
げ

た
.

⑤
地

域
広

報
活

動
は

継
続

課
題

と
し

て
模

索
中

. 
緊

急
手

術
・
処

置
に

は
2
3
例

対
応

し
た

.

ソ
　

泌
尿

器
科

①
 ロ

ボ
ッ

ト
支

援
下

手
術

の
適

応
の

拡
大

 。
 （

腎
部

分
切

除
、

膀
胱

全
摘

）
ソ

　
泌

尿
器

科
①

腎
部

分
切

除
に

対
す

る
ロ

ボ
ッ

ト
支

援
下

手
術

を
開

始
し

た
（
1
7
例

）
。

膀
胱

全
摘

へ
の

適
応

は
出

来
な

か
っ

た
。

次
年

度
の

課
題

と
考

え
ら

れ
る

。
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第
６

　
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
専

門
医

療
の

取
組

　
（
又

は
 各

局
等

に
お

け
る

取
り

組
み

）

令
和

元
年

度
計

画
令

和
元

年
度

実
績

（
取

り
組

み
）
報

告

タ
　

脳
神

経
外

科
①

 手
術

件
数

に
関

し
て

は
日

本
脳

外
科

学
会

へ
の

報
告

様
式

に
て

年
間

３
５

０
件

（
中

河
内

救
命

セ
ン

タ
ー

症
例

も
含

め
て

）
を

目
指

す
。

②
 血

管
内

治
療

の
件

数
７

０
件

を
目

標
と

す
る

。
③

 救
急

患
者

の
受

け
入

れ
を

積
極

的
に

行
い

、
安

定
し

た
手

術
件

数
を

確
保

す
る

た
め

に
予

定
手

術
件

数
年

間
１

５
０

件
を

目
指

す
。

④
 地

域
住

民
向

け
市

民
講

座
な

ど
を

行
う

。
⑤

 中
河

内
救

命
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
を

強
化

し
、

脳
疾

患
（
外

傷
を

除
く

）
の

診
療

体
制

を
構

築
す

る
。

⑥
 脳

卒
中

学
会

の
血

栓
回

収
セ

ン
タ

ー
認

定
を

取
得

　
さ

ら
に

２
０

２
０

年
に

は
包

括
的

脳
卒

中
セ

ン
タ

ー
の

認
定

を
目

指
す

。

タ
　

脳
神

経
外

科
①

手
術

件
数

に
関

し
て

は
日

本
脳

外
科

学
会

へ
の

報
告

様
式

に
て

年
間

３
５

５
件

（
中

河
内

救
命

セ
ン

タ
ー

症
例

も
含

め
て

）
を

達
成

。
②

血
管

内
治

療
の

件
数

５
２

件
。

③
救

急
患

者
の

受
け

入
れ

を
積

極
的

に
行

い
、

安
定

し
た

手
術

件
数

を
確

保
す

る
た

め
に

予
定

手
術

件
数

年
間

１
５

０
件

は
達

成
。

④
地

域
住

民
向

け
市

民
講

座
は

機
会

な
く

達
成

で
き

ず
。

⑤
中

河
内

救
命

セ
ン

タ
ー

と
の

連
携

を
強

化
し

、
脳

疾
患

（
外

傷
を

除
く

）
の

診
療

体
制

を
構

築
、

症
例

も
増

え
つ

つ
あ

る
。

⑥
脳

卒
中

学
会

の
血

栓
回

収
セ

ン
タ

ー
認

定
は

血
管

内
治

療
専

門
医

の
確

保
困

難
で

取
得

は
困

難
（
学

会
と

し
て

も
現

在
p
en

d
in

g中
）
。

チ
　

整
形

外
科

①
 書

面
の

送
付

や
直

接
挨

拶
を

行
い

、
更

な
る

地
域

医
療

機
関

と
の

連
携

に
よ

り
症

例
数

の
増

加
を

図
る

。
②

 中
河

内
救

命
セ

ン
タ

ー
と

の
手

術
協

力
、

空
床

の
利

用
等

で
の

連
携

が
出

来
る

よ
う

に
な

っ
た

が
、

今
後

も
更

に
一

層
の

連
携

を
図

っ
て

い
く

。
③

 紹
介

患
者

、
救

急
患

者
の

増
加

に
よ

り
、

手
術

症
例

も
増

え
て

い
る

た
め

、
そ

れ
に

対
応

出
来

る
よ

う
、

大
学

医
局

に
常

勤
医

の
増

員
を

依
頼

し
て

い
く

。

チ
　

整
形

外
科

①
地

域
の

先
生

方
と

の
連

携
を

は
か

り
手

術
件

数
は

前
年

度
よ

り
2
1
件

増
加

し
、

8
9
7
件

と
な

っ
た

。
②

中
河

内
救

命
セ

ン
タ

ー
で

の
整

形
外

科
手

術
後

の
経

過
観

察
を

当
院

に
て

行
い

、
追

加
手

術
が

あ
れ

ば
当

院
に

て
協

力
し

て
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

③
現

在
常

勤
医

8
名

で
そ

れ
ぞ

れ
の

専
門

性
を

い
か

し
た

診
療

を
行

っ
て

い
る

。
増

員
に

関
し

て
は

継
続

し
て

大
学

に
依

頼
し

て
い

る
。

ツ
　

形
成

外
科

①
 難

治
性

皮
膚

潰
瘍

の
受

け
入

れ
、

１
０

例
目

標
。

②
 手

術
数

５
０

０
例

以
上

目
指

す

ツ
　

形
成

外
科

難
治

性
皮

膚
潰

瘍
の

受
け

入
れ

は
　

2
2
名

で
目

標
を

達
成

し
て

い
る

。
皮

膚
潰

瘍
の

手
術

数
は

　
同

じ
人

に
数

回
手

術
す

る
の

で
　

5
2
例

と
な

っ
て

い
る

。
　

全
体

の
手

術
数

は
５

３
０

例
と

目
標

を
達

成
で

き
た

。

テ
　

眼
科

①
 硝

子
体

切
除

術
　

１
６

０
例

／
年

②
 加

齢
黄

斑
変

性
、

網
膜

静
脈

閉
塞

症
の

硝
子

体
注

射
　

８
２

０
例

／
年

③
 白

内
障

手
術

　
１

，
２

０
０

例
／

年

テ
　

眼
科

①
硝

子
体

切
除

術
　

１
2
9
例

。
②

加
齢

黄
斑

変
性

、
網

膜
静

脈
閉

塞
症

の
硝

子
体

注
射

　
7
8
6
例

（
外

来
で

の
施

行
例

を
含

む
と

1
0
3
4

例
）
。

③
白

内
障

手
術

　
１

２
6
6
例

。
硝

子
体

注
射

と
白

内
障

手
術

は
計

画
を

達
成

で
き

た
。

硝
子

体
切

除
術

は
1
2
9
例

で
あ

っ
た

が
、

前
任

の
医

師
が

赴
任

し
た

2
0
1
8
年

は
1
2
6
例

で
あ

っ
た

為
、

後
任

の
医

師
が

健
闘

し
て

い
る

と
考

え
て

い
る

。

ト
　

耳
鼻

咽
喉

科
①

 耳
鼻

科
入

院
患

者
平

均
2
0
人

/
日

。
②

 外
来

紹
介

患
者

数
の

増
加

。
③

 鼓
室

形
成

術
５

０
件

。

ト
　

耳
鼻

咽
喉

科
①

　
平

均
入

院
患

者
数

　
１

７
．

９
６

人
/
日

で
若

干
目

標
に

足
ら

ず
。

②
　

紹
介

患
者

数
は

前
年

比
　

2
2
2
人

増
加

し
、

1
6
7
0
人

と
な

っ
た

。
③

　
鼓

室
形

成
術

（
耳

）
　

５
９

件
で

目
標

は
達

成
。
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６

　
医
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セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
専

門
医

療
の

取
組

　
（
又

は
 各

局
等

に
お

け
る

取
り

組
み

）

令
和

元
年

度
計

画
令

和
元

年
度

実
績

（
取

り
組

み
）
報

告

ナ
　

産
婦

人
科

①
 ス

マ
ホ

に
も

対
応

し
た

魅
力

あ
る

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

作
成

を
事

務
局

と
と

も
に

検
討

す
る

。
②

 近
隣

病
院

や
保

健
所

と
の

連
携

を
高

め
、

社
会

的
ハ

イ
リ

ス
ク

症
例

な
ど

の
当

科
で

完
結

す
る

症
例

を
積

極
的

に
受

け
入

れ
る

。
③

 鏡
視

下
手

術
の

指
導

医
・
東

洋
医

学
学

会
指

導
医

な
ど

の
資

格
獲

得
に

向
け

、
各

医
師

が
協

力
し

研
鑽

す
る

。

ナ
　

産
婦

人
科

①
ス

タ
ッ

フ
の

努
力

に
よ

り
内

視
鏡

手
術

が
軌

道
に

の
っ

た
。

1
年

間
で

悪
性

腫
瘍

を
含

め
4
7
件

施
行

し
た

。
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
作

成
に

関
し

て
は

、
年

度
末

に
予

算
化

さ
れ

た
の

で
、

全
体

の
構

成
と

コ
ン

セ
プ

ト
を

整
理

し
て

い
る

段
階

で
あ

る
。

②
N

IC
U

入
室

を
要

す
る

緊
急

母
体

搬
送

の
受

け
入

れ
は

減
少

し
た

が
、

待
機

で
き

る
症

例
に

関
し

て
は

積
極

的
に

受
け

入
れ

る
よ

う
に

し
た

結
果

、
大

き
な

減
少

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。
※

河
内

総
合

病
院

が
1
2
月

末
で

分
娩

の
取

り
扱

い
を

休
止

し
た

事
に

伴
い

、
今

後
分

娩
数

の
増

加
が

見
込

ま
れ

る
。

ニ
　

放
射

線
科

①
 強

度
変

調
放

射
線

治
療

を
用

い
た

高
精

度
治

療
化

が
理

想
的

に
進

ん
で

お
り

、
現

時
点

で
安

全
に

施
行

で
き

て
お

り
、

さ
ら

に
積

極
的

に
適

応
拡

大
に

取
り

組
む

。
②

 肺
や

肝
腫

瘍
へ

の
体

幹
部

定
位

照
射

の
精

度
を

、
マ

ー
カ

ー
留

置
や

呼
吸

停
止

下
照

射
な

ど
の

手
法

を
用

い
て

向
上

さ
せ

、
症

例
増

加
を

目
指

す
。

ま
た

、
こ

れ
ら

の
経

験
を

学
会

や
論

文
で

発
表

す
る

。
③

 前
立

腺
癌

へ
の

ス
ペ

ー
サ

ー
挿

入
を

早
期

に
定

着
さ

せ
、

直
腸

出
血

の
合

併
症

低
減

を
実

現
さ

せ
る

こ
と

と
と

も
に

、
地

域
へ

最
先

端
の

方
法

で
照

射
し

て
い

る
こ

と
を

ア
ピ

ー
ル

し
て

い
く

。

ニ
　

放
射

線
科

①
放

射
線

治
療

の
新

規
件

数
や

照
射

総
件

数
も

増
加

し
つ

つ
、

そ
の

中
に

占
め

る
強

度
変

調
放

射
線

治
療

な
ど

の
高

精
度

照
射

の
割

合
も

、
5
0
%
近

く
ま

で
増

加
し

て
お

り
、

当
初

の
予

定
を

上
回

る
ペ

ー
ス

で
の

高
精

度
化

が
進

ん
で

い
る

。
②

体
幹

部
定

位
照

射
に

関
し

て
は

、
当

院
で

は
重

点
的

に
取

り
組

ん
で

お
り

、
肺

や
肝

臓
へ

の
照

射
が

着
実

に
増

加
し

て
い

る
。

そ
れ

以
前

は
、

5
件

/
年

程
度

で
あ

っ
た

が
、

2
0
件

/
年

程
度

ま
で

増
加

し
た

。
今

後
さ

ら
な

る
症

例
増

加
を

図
り

、
研

究
報

告
な

ど
も

積
極

的
に

行
っ

て
い

き
た

い
。

③
前

立
腺

の
ス

ペ
ー

サ
ー

を
用

い
た

外
部

照
射

は
、

す
で

に
施

設
基

準
や

機
材

の
納

入
は

完
了

し
て

い
る

。
C

O
V

ID
-
1
9
に

伴
う

感
染

防
止

対
策

の
一

貫
で

、
他

職
種

と
の

接
触

を
控

え
て

い
る

た
め

、
保

留
さ

れ
て

い
る

が
、

収
束

の
目

処
が

立
て

ば
、

早
急

に
再

開
し

た
い

。

ヌ
　

麻
酔

科
①

 全
身

麻
酔

件
数

は
２

，
７

０
０

件
／

年
を

目
標

と
す

る
。

②
 麻

酔
科

管
理

件
数

は
３

，
０

０
０

件
／

年
を

目
標

と
す

る
。

③
 安

全
で

質
の

高
い

麻
酔

管
理

を
行

う
た

め
、

麻
酔

科
ス

タ
ッ

フ
の

増
員

や
麻

酔
科

応
援

医
師

の
増

員
を

図
る

。
④

 特
に

心
臓

血
管

外
科

の
麻

酔
に

対
応

す
る

体
制

を
整

備
す

る
。

ヌ
　

麻
酔

科
①

全
身

麻
酔

件
数

：
２

９
１

６
件

/
年

　
目

標
達

成
を

達
成

し
た

。
②

麻
酔

管
理

件
数

：
３

２
１

１
件

/
年

　
目

標
達

成
を

達
成

し
た

。
③

麻
酔

科
ス

タ
ッ

フ
の

数
は

変
化

な
く

、
令

和
2
年

1
月

よ
り

週
3
日

勤
務

の
麻

酔
科

日
勤

応
援

医
師

が
2

名
採

用
と

な
っ

た
。

④
大

阪
大

学
病

院
、

桜
橋

渡
邉

病
院

の
麻

酔
科

医
の

指
導

で
当

院
ス

タ
ッ

フ
に

よ
る

心
臓

手
術

麻
酔

を
行

っ
た

。

ネ
　

病
理

診
断

科
①

 診
断

精
度

を
高

め
る

た
め

症
例

に
応

じ
て

、
免

疫
組

織
学

的
検

討
を

行
う

。
②

 診
断

困
難

例
に

対
す

る
対

応
と

し
て

大
阪

大
学

を
含

め
他

施
設

と
の

連
携

を
強

化
す

る
。

③
 最

新
の

診
断

基
準

や
取

り
扱

い
規

約
に

精
通

し
、

正
確

な
病

理
診

断
を

心
が

け
る

。

ネ
　

病
理

診
断

科
①

②
③

と
も

達
成

出
来

た
と

考
え

る
。

①
は

免
疫

染
色

で
非

特
異

的
な

染
色

や
染

色
が

う
ま

く
い

か
な

い
も

の
に

関
し

て
は

染
色

の
条

件
を

変
え

て
み

る
な

ど
、

都
度

調
整

し
て

い
る

。
②

に
関

し
て

は
阪

大
や

国
立

が
ん

研
究

セ
ン

タ
ー

の
病

理
診

断
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

を
利

用
し

て
い

る
。

③
は

希
少

な
腫

瘍
な

ど
に

は
ま

だ
精

通
し

て
い

な
い

部
分

が
あ

る
が

、
最

新
の

W
H

O
分

類
、

取
扱

い
規

約
に

精
通

す
る

よ
う

に
努

力
し

て
い

る
。
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６

　
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
専

門
医

療
の

取
組

　
（
又

は
 各

局
等

に
お

け
る

取
り

組
み

）

令
和

元
年

度
計

画
令

和
元

年
度

実
績

（
取

り
組

み
）
報

告

ノ
　

緩
和

ケ
ア

内
科

①
 地

域
医

療
機

関
と

の
ケ

ー
ス

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
の

実
施

を
行

う
。

退
院

後
の

療
養

の
様

子
を

訪
問

診
療

、
訪

問
看

護
か

ら
学

び
、

在
宅

療
養

を
支

援
す

る
病

棟
と

し
て

の
機

能
を

高
め

、
地

域
に

も
ア

ピ
ー

ル
す

る
。

②
 緩

和
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
を

組
織

し
、

が
ん

患
者

が
診

断
か

ら
治

療
、

治
療

終
了

後
ま

で
安

心
し

て
医

療
を

受
け

て
い

た
だ

け
る

体
制

を
作

る
。

③
 平

均
在

院
日

数
３

０
日

以
内

。
在

宅
退

院
１

５
％

以
上

、
入

院
待

機
期

間
１

４
日

以
内

を
維

持
す

る
。

④
 目

標
稼

働
率

　
８

０
％

。

ノ
　

緩
和

ケ
ア

内
科

①
東

大
阪

緩
和

ケ
ア

地
域

連
携

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

、
7
月

よ
り

開
始

し
た

。
月

1
回

、
訪

問
診

療
、

訪
問

看
護

、
訪

問
介

護
の

ス
タ

ッ
フ

と
協

働
し

て
、

ケ
ー

ス
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
開

催
し

た
。

1
2
月

ま
で

に
5
回

行
っ

た
が

、
そ

れ
以

降
は

新
型

肺
炎

対
策

で
休

会
と

な
っ

て
い

る
。

②
4
月

よ
り

緩
和

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

を
開

設
し

、
緩

和
ケ

ア
外

来
、

緩
和

ケ
ア

病
棟

、
緩

和
ケ

ア
チ

ー
ム

を
総

括
し

て
い

る
。

が
ん

看
護

外
来

も
軌

道
に

乗
り

、
診

断
か

ら
治

療
期

、
終

末
期

ま
で

、
ど

の
よ

う
な

時
期

で
あ

っ
て

も
患

者
さ

ん
、

ご
家

族
の

苦
し

み
、

希
望

に
対

応
で

き
る

こ
と

を
目

標
に

活
動

し
て

い
る

。
毎

週
1
回

、
緩

和
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
会

議
を

開
催

。
③

平
均

在
院

日
数

1
9
.4

日
、

在
宅

退
院

　
2
9
%
、

入
院

待
機

期
間

　
1
.5

8
日

。
④

稼
働

率
　

7
7
.5

％
。

ハ
　

歯
科

①
 周

術
期

口
腔

機
能

管
理

の
推

進
院

内
に

周
知

啓
蒙

を
図

る
と

と
も

に
、

周
術

期
管

理
件

数
の

増
加

を
図

る
。

②
 地

域
連

携
の

強
化

か
か

り
つ

け
医

を
持

た
な

い
患

者
も

多
く

、
周

術
期

管
理

の
依

頼
な

ど
が

き
っ

か
け

で
当

科
受

診
し

た
患

者
を

地
域

の
歯

科
医

院
へ

逆
紹

介
を

図
っ

て
い

く
。

③
 電

子
カ

ル
テ

上
の

病
院

内
で

共
有

可
能

な
口

腔
管

理
の

シ
ス

テ
ム

の
構

築
歯

科
で

の
口

腔
内

の
評

価
が

他
科

や
他

職
種

と
も

共
有

可
能

な
電

子
カ

ル
テ

上
の

ペ
ー

ジ
の

作
製

を
試

み
る

。

ハ
　

歯
科

①
周

術
期

口
腔

機
能

管
理

の
推

進
積

極
的

に
周

術
期

口
腔

機
能

管
理

に
取

り
組

み
、

管
理

件
数

の
増

加
が

み
ら

れ
て

い
る

。
地

域
の

歯
科

医
院

と
の

連
携

で
の

管
理

も
強

化
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

②
地

域
連

携
の

強
化

上
記

の
周

術
期

口
腔

機
能

管
理

の
連

携
を

含
め

、
地

域
の

歯
科

医
院

と
の

連
携

の
強

化
を

図
っ

て
い

る
。

③
病

棟
看

護
師

な
ど

他
職

種
と

の
共

有
可

能
な

電
子

カ
ル

テ
上

の
口

腔
管

理
の

方
法

に
つ

い
て

検
討

中
で

あ
る

。

ヒ
　

口
腔

外
科

①
引

き
続

き
、

口
腔

外
科

に
割

り
振

ら
れ

て
い

る
木

曜
日

全
日

、
金

曜
日

午
後

の
手

術
枠

の
1
0
0
%
使

用
を

継
続

す
る

。
②

口
腔

外
科

手
術

待
機

期
間

を
可

及
的

に
短

縮
す

る
た

め
、

金
曜

日
午

前
の

フ
リ

ー
手

術
枠

を
積

極
的

に
利

用
を

進
め

る
。

前
年

度
で

掲
げ

た
手

術
方

針
決

定
か

ら
手

術
実

施
ま

で
の

期
間

を
概

ね
1
月

と
す

る
と

い
う

目
標

を
継

続
す

る
。

③
他

医
療

機
関

か
ら

依
頼

の
あ

る
急

性
期

症
状

を
有

す
る

患
者

は
全

日
を

通
じ

て
全

例
受

け
入

れ
て

い
く

。
④

口
腔

外
科

入
院

手
術

を
受

け
る

患
者

さ
ん

の
周

術
期

口
腔

ケ
ア

達
成

率
を

引
き

続
き

１
０

０
%
目

標
と

す
る

。
⑤

平
成

３
１

年
度

か
ら

口
腔

外
科

の
人

員
補

強
が

予
定

さ
れ

て
お

り
、

口
腔

外
科

外
来

手
術

件
数

を
年

間
１

０
％

増
加

さ
せ

る
。

ヒ
　

口
腔

外
科

①
口

腔
外

科
に

割
り

振
ら

れ
て

い
る

手
術

枠
は

１
０

０
％

使
用

。
効

率
的

な
手

術
計

画
に

よ
り

平
成

元
年

度
に

お
け

る
全

身
麻

酔
下

の
手

術
件

数
は

3
8
7
件

（
+
2
8
件

）
と

前
年

度
よ

り
増

加
し

て
い

る
。

②
口

腔
外

科
手

術
待

機
期

間
は

１
～

2
ヶ

月
と

な
っ

て
い

る
。

緊
急

性
の

高
い

悪
性

腫
瘍

や
外

傷
に

関
し

て
は

、
遅

滞
な

く
手

術
を

実
施

し
て

い
る

。
③

他
の

医
療

機
関

か
ら

の
緊

急
性

の
高

い
症

例
は

地
域

医
療

連
携

室
の

協
力

に
よ

り
、

依
頼

の
あ

っ
た

全
て

の
症

例
で

迅
速

に
受

診
受

付
、

治
療

開
始

と
な

っ
て

い
る

。
④

歯
科

お
よ

び
紹

介
元

医
療

機
関

の
協

力
に

よ
り

、
全

身
麻

酔
下

の
予

定
手

術
前

に
お

け
る

周
術

期
口

腔
ケ

ア
は

全
例

に
お

い
て

実
施

さ
れ

て
い

る
。

⑤
前

述
の

通
り

、
令

和
元

年
度

の
外

来
手

術
件

数
は

診
療

日
ﾍ

ﾞｰ
ｽ
で

１
～

２
件

の
増

加
あ

り
。

令
和

2
年

度
か

ら
口

腔
外

科
人

員
は

（
－

１
）
と

な
っ

て
い

る
が

、
引

き
続

き
効

率
的

な
運

営
で

手
術

数
増

加
を

継
続

達
成

し
た

い
。
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第
６

　
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
専

門
医

療
の

取
組

　
（
又

は
 各

局
等

に
お

け
る

取
り

組
み

）

令
和

元
年

度
計

画
令

和
元

年
度

実
績

（
取

り
組

み
）
報

告

フ
　

精
神

科
①

 入
院

患
者

の
精

神
的

問
題

の
解

決
の

た
め

、
介

入
・
対

応
を

行
う

。
フ

　
精

神
科

①
精

神
保

健
福

祉
士

を
採

用
し

、
院

内
・
院

外
連

携
を

深
め

る
こ

と
が

出
来

た
。

特
に

、
精

神
疾

患
合

併
症

患
者

の
受

け
入

れ
が

ス
ム

ー
ズ

に
な

っ
た

。
②

認
知

機
能

ケ
ア

チ
ー

ム
を

効
率

よ
く

運
営

す
る

こ
と

が
で

き
、

週
1
回

の
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

や
病

棟
回

診
な

ど
を

実
施

す
る

こ
と

が
出

来
た

。
③

認
知

症
外

来
を

立
ち

上
げ

、
専

門
的

な
診

療
を

開
始

し
、

地
域

の
医

療
機

関
か

ら
の

紹
介

を
引

き
受

け
る

こ
と

が
出

来
た

。
④

入
院

中
患

者
に

関
す

る
各

科
か

ら
の

紹
介

を
受

け
、

リ
エ

ゾ
ン

診
療

に
注

力
す

る
こ

と
が

出
来

た
。

⑤
初

期
臨

床
研

修
医

に
対

し
て

、
教

育
・
指

導
を

行
う

こ
と

が
出

来
た

。

ヘ
　

集
中

治
療

部
①

 細
菌

同
定

検
査

機
器

の
更

新
計

画
に

基
づ

き
検

査
の

迅
速

化
を

行
い

、
臨

床
へ

す
み

や
か

に
還

元
す

る
と

と
も

に
コ

ス
ト
カ

ッ
ト
を

勧
め

る
。

②
 現

在
の

臨
床

検
査

精
度

管
理

レ
ベ

ル
の

維
持

に
務

め
る

。
③

 生
理

検
査

室
と

内
視

鏡
室

の
連

携
を

進
め

、
窓

口
の

一
本

化
を

行
い

、
効

率
化

を
行

う
。

④
 心

臓
セ

ン
タ

ー
設

立
に

む
け

て
検

査
機

器
の

整
備

（
３

Ｄ
エ

コ
ー

）
と

診
断

技
術

の
向

上
を

進
め

る
。

ヘ
　

集
中

治
療

部
①

４
階

改
修

工
事

の
完

成
に

伴
い

、
新

IC
U

の
運

用
を

開
始

。
②

特
定

集
中

治
療

管
理

料
３

の
申

請
を

行
い

、
IC

U
6
床

か
ら

開
始

し
、

現
在

は
IC

U
8
床

と
し

て
運

用
し

て
い

る
。

③
集

中
治

療
部

運
営

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

整
備

し
、

主
科

医
師

、
集

中
治

療
部

医
師

、
看

護
師

、
多

職
種

の
連

携
に

よ
り

患
者

管
理

を
行

う
体

制
と

な
る

。
③

IC
U

当
直

体
制

の
確

立
（
応

援
医

師
を

含
む

）
。

④
院

内
医

師
で

集
中

治
療

部
専

従
医

師
を

充
当

し
、

不
可

能
な

場
合

は
補

助
的

に
応

援
医

師
を

招
請

。
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第
６

　
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
専

門
医

療
の

取
組

　
（
又

は
 各

局
等

に
お

け
る

取
り

組
み

）

令
和

元
年

度
計

画
令

和
元

年
度

実
績

（
取

り
組

み
）
報

告

ホ
　

臨
床

検
査

科
①

 細
菌

同
定

検
査

機
器

の
更

新
計

画
に

基
づ

き
検

査
の

迅
速

化
を

行
い

、
臨

床
へ

す
み

や
か

に
還

元
す

る
と

と
も

に
コ

ス
ト
カ

ッ
ト
を

勧
め

る
。

②
 現

在
の

臨
床

検
査

精
度

管
理

レ
ベ

ル
の

維
持

に
務

め
る

。
③

 生
理

検
査

室
と

内
視

鏡
室

の
連

携
を

進
め

、
窓

口
の

一
本

化
を

行
い

、
効

率
化

を
行

う
。

④
 心

臓
セ

ン
タ

ー
設

立
に

む
け

て
検

査
機

器
の

整
備

（
３

Ｄ
エ

コ
ー

）
と

診
断

技
術

の
向

上
を

進
め

る
。

ホ
　

臨
床

検
査

部
（
臨

床
検

査
科

＋
臨

床
検

査
技

術
科

）
①

細
菌

同
定

検
査

機
器

は
３

月
末

に
導

入
し

た
。

翌
日

の
細

菌
同

定
が

可
能

と
な

り
報

告
日

数
が

1
日

短
縮

さ
れ

た
。

検
査

手
順

と
試

薬
変

更
に

伴
う

費
用

削
減

効
果

の
報

告
は

次
年

度
へ

持
ち

越
す

。
②

日
本

医
師

会
な

ど
計

４
団

体
の

外
部

制
度

管
理

に
お

い
て

良
好

な
成

績
で

あ
っ

た
。

③
２

階
受

付
窓

口
の

集
約

化
に

よ
る

患
者

満
足

度
の

向
上

は
、

病
院

の
重

点
取

り
組

み
計

画
で

も
あ

り
、

実
現

に
向

け
引

き
続

き
協

力
し

て
い

く
。

④
３

Ｄ
心

エ
コ

ー
装

置
は

導
入

し
た

。
診

断
技

術
の

向
上

は
次

年
度

も
継

続
し

て
行

う
。

・
標

準
作

業
手

順
書

は
概

ね
完

成
し

た
。

今
後

も
随

時
見

直
し

標
準

化
と

効
率

化
を

図
る

。
・
学

会
発

表
は

６
部

署
中

２
部

署
で

あ
っ

た
。

次
年

度
も

継
続

し
て

職
員

の
意

識
改

革
を

促
す

。

１
．

検
体

検
査

　
１

）
出

現
実

績
Z
O

N
E
法

に
よ

る
再

検
率

は
約

1
％

減
少

に
止

ま
っ

た
。

適
応

項
目

の
拡

充
が

次
年

度
の

課
題

で
あ

り
、

継
続

検
討

が
必

要
で

あ
る

。
　

２
）
超

高
速

凝
固

採
血

管
導

入
は

費
用

対
効

果
を

鑑
み

次
年

度
の

課
題

と
し

た
。

検
体

前
処

理
業

務
（
遠

心
、

血
清

分
離

）
を

効
率

化
し

た
こ

と
で

、
若

干
で

は
あ

る
が

短
縮

傾
向

を
示

し
た

。
（
全

体
で

2
分

前
後

短
縮

）
　

３
）
査

定
上

位
5
項

目
（
①

P
C

T
、

②
N

T
-
p
ro

B
N

P
、

③
T

S
H

、
④

F
T

4
、

⑤
F
D

P
定

量
）
を

重
点

項
目

と
し

、
医

事
課

、
外

部
委

託
業

者
と

連
携

し
、

症
状

詳
記

の
依

頼
や

病
名

漏
れ

確
認

作
業

な
ど

を
行

っ
た

。
（
2
0
1
8
年

1
2
月

（
0
.2

9
％

）
→

2
0
1
9
年

1
1
月

（
0
.2

1
％

）
）

２
．

細
菌

検
査

　
年

度
末

に
質

量
分

析
装

置
の

導
入

が
完

了
し

た
。

検
体

提
出

の
翌

日
に

は
同

定
菌

名
の

報
告

が
可

能
と

な
り

、
機

器
更

新
に

よ
り

報
告

日
数

が
1
日

短
縮

さ
れ

た
。

検
査

手
順

お
よ

び
試

薬
等

も
変

更
さ

れ
た

た
め

、
経

費
削

減
効

果
は

次
年

度
に

持
ち

越
し

と
す

る
。

３
．

輸
血

検
査

　
イ

ン
シ

デ
ン

ト
や

製
剤

の
保

管
管

理
に

問
題

は
な

く
、

安
全

な
輸

血
運

営
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

と
の

製
剤

共
有

に
つ

い
て

は
、

輸
血

運
営

委
員

会
の

承
認

は
得

て
い

る
が

、
ま

だ
開

始
で

き
て

い
な

い
状

況
で

あ
り

次
年

度
に

持
ち

越
し

と
す

る
。

４
．

ゲ
ノ

ム
診

療
用

病
理

組
織

検
体

取
り

扱
い

規
定

に
基

づ
き

、
手

技
の

再
確

認
や

、
原

理
に

つ
い

て
知

識
向

上
に

努
め

て
い

る
。

コ
ン

パ
ニ

オ
ン

診
断

や
ゲ

ノ
ム

検
査

の
結

果
を

解
析

し
、

原
因

に
つ

い
て

の
考

察
や

病
理

検
査

室
内

で
情

報
を

共
有

し
、

機
器

の
設

定
や

処
理

工
程

の
変

更
を

行
い

、
2
0
1
9
年

1
0
月

以
降

に
提

出
さ

れ
た

検
体

に
お

け
る

病
理

工
程

が
原

因
で

の
検

査
不

能
は

０
で

あ
っ

た
。
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第
６

　
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
専

門
医

療
の

取
組

　
（
又

は
 各

局
等

に
お

け
る

取
り

組
み

）

令
和

元
年

度
計

画
令

和
元

年
度

実
績

（
取

り
組

み
）
報

告

ホ
　

臨
床

検
査

部
（
臨

床
検

査
科

＋
臨

床
検

査
技

術
科

）
（
続

き
）

５
．

生
理

検
査

・
超

音
波

検
査

　
１

）
マ

ニ
ュ

ア
ル

改
訂

・
標

準
作

業
手

順
書

は
概

ね
完

了
し

た
。

今
後

も
更

に
改

良
を

重
ね

業
務

の
効

率
を

図
る

。
　

２
）
神

経
生

理
検

査
は

タ
ス

ク
シ

フ
ト
に

よ
り

、
至

急
検

査
へ

の
柔

軟
な

対
応

と
大

幅
な

件
数

増
加

を
達

成
し

た
。

2
0
1
8
年

度
 2

7
5
1
件

→
2
0
1
9
年

度
 3

4
4
0
件

 （
神

経
数

）
　

３
）
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
外

来
時

の
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
チ

ェ
ッ

ク
に

つ
い

て
は

臨
床

工
学

技
士

が
多

忙
の

た
め

達
成

さ
れ

ず
次

年
度

へ
持

ち
越

し
と

な
っ

た
。

　
４

）
超

音
波

検
査

装
置

の
保

守
契

約
を

見
直

し
、

年
間

3
5
0
万

円
の

委
託

費
用

を
節

減
し

た
。

マ
　

臨
床

腫
瘍

科
①

 平
成

３
０

年
か

ら
B

R
C

A
コ

ン
パ

ニ
オ

ン
診

断
を

開
始

し
た

。
平

成
３

１
年

４
月

か
ら

オ
ン

コ
マ

イ
ン

で
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

を
実

装
し

、
周

囲
の

医
療

機
関

に
周

知
す

る
。

マ
　

臨
床

腫
瘍

科
①

家
出

医
師

の
外

来
化

学
療

法
施

行
数

は
1
年

で
8
8
例

だ
っ

た
。

ま
た

、
臨

床
腫

瘍
科

と
し

て
の

主
治

医
入

院
患

者
延

べ
数

は
6
5
例

だ
っ

た
。

O
n
co

gu
id

eパ
ネ

ル
検

査
も

1
2
例

完
遂

し
た

。
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第
６

　
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
専

門
医

療
の

取
組

　
（
又

は
 各

局
等

に
お

け
る

取
り

組
み

）

令
和

元
年

度
計

画
令

和
元

年
度

実
績

（
取

り
組

み
）
報

告

ア
　

看
護

局
①

 急
性

期
一

般
入

院
基

本
料

１
の

算
定

を
前

提
と

し
た

看
護

体
制

を
維

持
す

る
。

(看
護

要
員

の
確

保
、

夜
勤

時
間

と
勤

務
時

間
の

確
保

、
重

症
度

､医
療

･看
護

必
要

度
Ⅰ

･Ⅱ
へ

の
対

応
等

）
②

 急
性

期
看

護
補

助
体

制
加

算
５

０
対

１
、

夜
間

１
０

０
対

１
を

維
持

す
る

。
(看

護
補

助
者

の
確

保
、

重
症

度
､医

療
･看

護
必

要
渡

評
価

、
院

内
研

修
等

)
③

 周
産

期
セ

ン
タ

ー
お

よ
び

小
児

医
療

セ
ン

タ
ー

の
運

用
を

安
定

さ
せ

、
協

働
体

制
を

図
る

。
④

 手
術

室
の

拡
大

と
、

心
臓

血
管

外
科

手
術

開
始

に
伴

う
手

術
棟

の
看

護
体

制
を

整
備

す
る

。
⑤

 病
床

の
増

床
に

伴
う

IC
U

の
看

護
体

制
を

整
備

す
る

。
⑥

 循
環

器
内

科
お

よ
び

心
臓

血
管

外
科

の
混

合
と

な
る

８
階

北
病

棟
の

看
護

体
制

を
整

備
す

る
。

⑦
 新

採
用

看
護

師
・
助

産
師

の
教

育
・
育

成
と

、
定

着
を

図
る

。
(新

採
用

者
離

職
率

１
０

％
以

内
、

全
体

の
離

職
率

１
０

％
以

内
）

⑧
 継

続
教

育
を

充
実

さ
せ

て
ラ

ダ
ー

１
お

よ
び

２
の

看
護

職
員

を
育

成
し

、
併

せ
て

ラ
ダ

ー
３

･４
･５

の
取

得
促

進
と

、
管

理
職

の
育

成
を

図
る

。
⑨

 認
定

看
護

師
お

よ
び

専
門

看
護

師
の

育
成

と
採

用
を

促
進

す
る

。
⑩

 特
定

行
為

研
修

を
受

け
た

看
護

師
の

役
割

と
業

務
内

容
に

つ
い

て
看

護
局

を
含

む
院

内
全

体
で

周
知

を
図

り
、

養
成

に
向

け
た

準
備

を
行

う
。

⑪
 看

護
師

お
よ

び
助

産
師

一
人

あ
た

り
の

年
次

有
給

休
暇

取
得

目
標

を
１

０
日

と
す

る
。

⑫
 看

護
職

の
働

き
方

改
革

と
し

て
、

１
６

時
間

夜
勤

の
１

２
時

間
短

縮
と

、
祝

休
日

勤
務

の
振

替
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

ア
　

看
護

局
・
看

護
職

員
を

確
保

し
、

夜
勤

時
間

と
勤

務
時

間
の

確
保

を
行

い
、

令
和

元
年

度
は

年
間

を
通

し
て

「
急

性
期

一
般

入
院

基
本

料
１

」
の

算
定

が
維

持
で

き
た

。
令

和
元

年
度

に
お

け
る

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

の
平

均
は

3
3
.3

％
で

あ
り

、
3
0
％

以
上

の
基

準
を

上
回

っ
た

。
令

和
２

年
度

か
ら

の
必

要
度

Ⅱ
に

よ
る

評
価

の
準

備
に

も
取

り
組

ん
だ

。
・
急

性
期

看
護

補
助

体
制

は
5
0
対

1
、

お
よ

び
夜

間
1
0
0
対

1
を

維
持

し
た

。
・
周

産
期

セ
ン

タ
ー

お
よ

び
小

児
医

療
セ

ン
タ

ー
は

、
部

署
の

改
修

と
病

床
数

の
減

少
に

対
応

し
、

い
ず

れ
も

外
来

と
の

一
元

化
に

取
り

組
ん

だ
。

周
産

期
セ

ン
タ

ー
の

助
産

師
は

妊
婦

健
康

審
査

や
、

産
褥

健
診

な
ど

に
従

事
し

、
妊

産
褥

婦
・
新

生
児

へ
の

継
続

し
た

ケ
ア

を
行

っ
た

。
小

児
医

療
セ

ン
タ

ー
の

看
護

師
は

、
小

児
外

来
や

小
児

救
急

で
の

業
務

に
従

事
し

て
病

棟
以

外
で

の
小

児
看

護
を

行
っ

た
。

・
手

術
棟

で
は

令
和

元
年

8
月

か
ら

開
始

さ
れ

た
心

臓
血

管
外

科
手

術
に

対
応

し
、

当
該

科
の

手
術

対
応

が
で

き
る

看
護

師
数

を
増

や
す

こ
と

に
取

り
組

ん
だ

。
・
ＩＣ

Ｕ
は

4
床

運
用

か
ら

開
始

し
て

6
床

、
8
床

と
順

調
に

運
用

病
床

数
を

増
や

す
こ

と
が

で
き

た
。

1
0
床

運
用

の
看

護
配

置
は

行
え

な
か

っ
た

。
・
8
階

北
病

棟
で

は
従

来
の

内
科

対
応

だ
け

で
な

く
、

周
術

期
を

含
む

循
環

器
専

用
病

棟
と

し
て

運
用

が
安

定
し

た
。

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

へ
の

取
り

組
み

が
課

題
で

あ
る

。
・
令

和
元

年
度

採
用

者
8
4
名

中
、

新
卒

者
1
6
名

、
既

卒
者

3
名

の
計

1
9
名

が
退

職
し

、
新

採
用

者
の

離
職

率
は

2
2
.6

％
で

あ
っ

た
。

看
護

局
全

体
の

退
職

者
数

は
5
4
名

、
離

職
率

は
1
0
.8

％
で

前
年

度
よ

り
0
.3

％
増

え
た

。
・
継

続
教

育
の

充
実

に
取

り
組

み
、

看
護

実
践

力
の

承
認

ツ
ー

ル
で

あ
る

ク
リ

ニ
カ

ル
ラ

ダ
ー

の
取

得
は

少
し

ず
つ

進
ん

で
い

る
が

、
部

署
間

で
の

取
り

組
み

差
が

課
題

で
あ

る
。

・
集

中
看

護
認

定
看

護
師

の
教

育
課

程
お

よ
び

、
認

定
看

護
管

理
者

教
育

課
程

サ
ー

ド
レ

ベ
ル

を
各

1
名

が
修

了
し

、
認

知
症

看
護

認
定

看
護

師
お

よ
び

、
が

ん
化

学
療

法
看

護
認

定
看

護
師

教
育

課
程

を
各

1
名

が
受

験
し

合
格

し
た

。
令

和
2
年

度
に

受
講

予
定

で
あ

る
。

・
2
部

署
が

1
2
時

間
夜

勤
を

導
入

し
た

。
・
年

次
有

給
休

暇
の

平
均

取
得

日
数

は
7
.6

日
で

法
定

以
上

で
あ

っ
た

。

イ
　

薬
剤

科
①

薬
剤

管
理

指
導

件
数

１
，

５
０

０
件

/
月

を
維

持
す

る
。

②
後

発
医

薬
品

使
用

率
（
数

量
ベ

ー
ス

）
に

つ
い

て
は

機
能

評
価

係
数

Ⅱ
か

ら
Ⅰ

へ
の

変
更

等
に

よ
る

影
響

を
最

小
限

に
抑

え
、

高
い

数
量

ベ
ー

ス
を

維
持

で
き

る
よ

う
品

目
ベ

ー
ス

に
つ

い
て

も
増

加
を

図
る

。

イ
　

薬
剤

部
①

薬
剤

管
理

指
導

件
数

は
1
6
2
3
件

／
月

で
目

標
を

達
成

で
き

た
。

ま
た

、
よ

り
質

の
高

い
薬

物
療

法
を

実
施

し
た

結
果

、
ハ

イ
リ

ス
ク

薬
の

算
定

が
増

加
し

て
い

る
。

②
後

発
医

薬
品

使
用

率
（
数

量
ベ

ー
ス

）
に

つ
い

て
も

安
定

し
て

9
0
％

台
を

維
持

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
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第
６

　
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
専

門
医

療
の

取
組

　
（
又

は
 各

局
等

に
お

け
る

取
り

組
み

）

令
和

元
年

度
計

画
令

和
元

年
度

実
績

（
取

り
組

み
）
報

告

ウ
　

放
射

線
技

術
科

①
 「

脳
卒

中
ホ

ッ
ト
ラ

イ
ン

」
や

時
間

外
緊

急
検

査
の

即
時

対
応

を
目

指
す

。
そ

の
た

め
全

日
夜

間
の

２
名

勤
務

を
目

指
す

。
②

人
間

ド
ッ

ク
の

マ
ン

モ
グ

ラ
フ

ィ
の

オ
プ

シ
ョ
ン

受
付

開
始

を
目

指
す

。
③

手
術

室
設

置
更

新
工

事
に

伴
う

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

手
術

室
の

導
入

に
備

え
、

技
師

教
育

、
外

部
研

修
を

開
始

す
る

。
④

待
ち

時
間

の
状

況
を

見
え

る
化

し
、

待
ち

時
間

縮
小

を
目

指
す

。

ウ
　

放
射

線
技

術
科

①
全

日
夜

間
の

２
名

勤
務

体
制

を
達

成
し

、
「
脳

卒
中

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

」
や

時
間

外
緊

急
検

査
の

即
時

対
応

が
可

能
と

な
っ

た
。

②
人

間
ド

ッ
ク

の
マ

ン
モ

グ
ラ

フ
ィ

の
オ

プ
シ

ョ
ン

受
付

開
始

は
出

来
な

か
っ

た
が

、
乳

が
ん

市
民

健
診

の
受

入
に

対
す

る
市

民
の

認
識

向
上

が
認

め
ら

れ
、

件
数

が
増

加
し

て
い

る
。

③
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
手

術
室

の
技

師
教

育
が

順
調

に
行

え
、

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ
ン

勤
務

が
可

能
と

な
っ

た
。

④
待

ち
時

間
の

状
況

を
見

え
る

化
が

一
部

達
成

で
き

た
。

継
続

し
て

見
え

る
化

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

待
ち

時
間

縮
小

の
施

策
も

一
部

実
施

で
き

た
。

エ
  

臨
床

検
査

技
術

科
①

 各
検

査
室

に
お

い
て

、
標

準
作

業
手

順
書

を
作

成
し

業
務

の
標

準
化

と
効

率
化

を
図

る
。

②
 各

検
査

室
に

お
い

て
、

年
１

回
以

上
の

学
会

発
表

や
論

文
投

稿
を

行
う

こ
と

で
、

能
力

開
発

と
意

識
改

革
を

促
し

、
良

質
な

検
査

結
果

を
迅

速
に

提
供

で
き

る
よ

う
全

力
で

取
り

組
む

。
③

 検
体

検
査

１
．

シ
ス

テ
ム

更
新

時
に

導
入

し
た

検
査

結
果

検
証

法
（
出

現
実

績
Z
O

N
E
法

）
を

完
成

さ
せ

、
再

検
査

を
減

少
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

試
薬

費
用

の
５

％
を

節
減

す
る

。
２

．
超

高
速

凝
固

採
血

管
を

導
入

し
、

緊
急

検
査

の
所

要
時

間
を

1
0
分

短
縮

す
る

。
３

．
検

査
セ

ッ
ト
の

見
直

し
等

、
査

定
対

象
と

な
る

検
査

項
目

の
是

正
と

適
正

化
に

取
り

組
む

。
④

 細
菌

検
査

１
．

検
査

手
順

を
改

良
し

、
試

薬
や

培
地

等
の

見
直

し
を

行
う

こ
と

で
、

経
費

削
減

と
結

果
報

告
所

要
日

数
を

短
縮

す
る

。
⑤

　
輸

血
検

査
１

．
安

全
な

輸
血

運
営

を
第

一
に

、
イ

ン
シ

デ
ン

ト
防

止
対

策
の

強
化

と
血

液
製

剤
の

保
管

管
理

を
徹

底
す

る
。

２
．

中
河

内
救

命
セ

ン
タ

ー
と

の
血

液
製

剤
の

共
有

体
制

を
構

築
し

、
廃

棄
率

の
低

下
に

取
り

組
む

。
⑥

　
病

理
検

査
１

．
積

極
的

に
学

会
や

講
習

会
に

参
加

す
る

こ
と

で
、

ゲ
ノ

ム
医

療
連

携
病

院
に

必
要

な
遺

伝
子

検
査

領
域

の
技

術
と

知
識

の
習

得
に

努
め

る
。

２
．

意
識

改
革

と
標

準
化

に
よ

る
イ

ン
シ

デ
ン

ト
抑

制
と

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
管

理
に

努
め

る
。

⑦
　

生
理

検
査

・
超

音
波

検
査

　
１

．
検

査
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
改

訂
し

、
標

準
化

と
効

率
化

を
図

る
こ

と
で

、
患

者
待

ち
時

間
と

拘
束

時
間

の
短

縮
に

よ
る

患
者

満
足

度
の

向
上

を
図

る
。

　
２

．
神

経
生

理
検

査
を

細
分

化
し

、
従

来
、

医
師

と
共

同
ま

た
は

医
師

の
み

で
施

行
し

て
い

た
検

査
の

一
部

を
、

技
師

の
み

で
施

行
す

る
事

に
よ

り
医

師
の

業
務

軽
減

を
図

る
。

　
３

．
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
外

来
時

の
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
チ

ェ
ッ

ク
を

臨
床

工
学

技
士

と
連

携
す

る
こ

と
で

、
業

務
委

託
費

用
を

削
減

す
る

。
　

４
．

一
部

の
超

音
波

検
査

機
器

に
つ

い
て

、
臨

床
検

査
技

師
が

作
業

前
後

の
点

検
を

行
う

こ
と

で
、

業
務

委
託

費
用

を
削

減
す

る
。

ホ
　

臨
床

検
査

部
へ

統
合
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第
６

　
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
専

門
医

療
の

取
組

　
（
又

は
 各

局
等

に
お

け
る

取
り

組
み

）

令
和

元
年

度
計

画
令

和
元

年
度

実
績

（
取

り
組

み
）
報

告

オ
　

臨
床

技
術

科
①

 （
目

標
）
７

０
，

５
６

０
単

位
/
年

（
Ｈ

３
０

年
度

目
標

：
５

１
，

８
４

０
単

位
、

Ｈ
２

９
年

度
実

績
：
４

９
，

６
６

５
単

位
）

②
 「

脳
血

管
Ⅰ

」
の

安
定

し
た

施
設

基
準

維
持

の
た

め
、

作
業

療
法

士
の

増
員

を
図

る
。

③
 心

臓
血

管
外

科
・
IC

U
の

増
設

に
合

わ
せ

て
、

急
性

期
リ

ハ
の

熟
練

度
を

上
げ

る
た

め
の

技
師

教
育

、
外

部
研

修
等

の
教

育
推

進
を

継
続

し
て

い
く

④
 初

期
・
早

期
加

算
の

つ
い

た
患

者
オ

ー
ダ

ー
増

加
の

た
め

、
機

会
を

見
つ

け
て

は
処

方
医

と
連

携
し

て
い

く
（
急

性
期

リ
ハ

に
特

化
し

て
い

く
）

⑤
 休

日
リ

ハ
実

施
の

た
め

土
曜

日
の

リ
ハ

実
施

を
基

本
に

し
て

、
３

連
休

以
上

の
大

型
連

休
時

は
、

連
休

に
な

ら
な

い
よ

う
に

シ
フ

ト
を

組
ん

で
い

く

オ
　

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
技

術
科

①
令

和
元

年
度

は
7
4
,6

0
3
単

位
を

取
得

し
、

目
標

の
7
0
,5

6
0
単

位
を

達
成

し
た

。
②

令
和

元
年

度
、

想
定

外
の

作
業

療
法

士
1
名

退
職

に
伴

い
、

令
和

2
年

度
も

施
設

基
準

が
不

安
定

な
状

態
が

継
続

さ
れ

て
い

る
。

再
度

、
作

業
療

法
士

の
増

員
を

図
る

。
③

新
人

教
育

の
実

施
、

外
部

研
修

学
習

に
よ

り
、

心
臓

血
管

外
科

・
IC

U
へ

の
超

急
性

期
か

ら
の

リ
ハ

ビ
リ

介
入

は
、

問
題

無
く

実
施

で
き

て
い

る
。

引
き

続
き

技
師

教
育

及
び

教
育

推
進

を
実

施
し

て
い

く
④

各
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
参

加
、

主
治

医
及

び
看

護
師

と
の

連
携

に
よ

り
、

急
性

期
リ

ハ
ビ

リ
を

中
心

と
し

た
リ

ハ
ビ

リ
オ

ー
ダ

ー
数

の
増

加
が

み
ら

れ
た

。
継

続
し

て
他

職
種

と
の

連
携

を
実

施
し

て
い

く
⑤

「
連

休
に

な
ら

な
い

リ
ハ

ビ
リ

」
を

技
師

2
名

体
制

、
大

型
連

休
は

５
名

体
制

で
実

施
し

た
結

果
、

離
床

の
遅

れ
に

伴
う

A
D

L
低

下
の

防
止

及
び

急
性

期
リ

ハ
ビ

リ
実

施
件

数
の

増
加

に
繋

が
っ

た
。

急
性

期
リ

ハ
ビ

リ
（
初

期
・
早

期
加

算
件

数
）

 H
3
0
年

度
初

期
加

算
1
8
,6

0
5
件

→
R
元

年
度

初
期

加
算

2
1
,6

6
5
件

 H
3
0
年

度
早

期
加

算
3
1
,7

8
5
件

→
R
元

年
度

早
期

加
算

3
5
,9

3
2
件

カ
　

栄
養

管
理

科
①

 管
理

栄
養

士
の

病
棟

常
駐

を
拡

大
し

、
１

病
棟

年
間

約
５

０
件

の
入

院
栄

指
導

件
数

増
を

目
指

す
。

②
 特

別
食

該
当

患
者

が
入

院
初

日
か

ら
適

応
疾

患
の

特
別

食
が

オ
ー

ダ
ー

さ
れ

る
よ

う
積

極
的

に
医

師
へ

提
案

し
特

別
食

加
算

増
と

栄
養

指
導

件
数

増
に

繋
げ

る
。

カ
　

栄
養

管
理

科
①

令
和

元
年

5
月

か
ら

新
規

で
6
階

北
病

棟
へ

管
理

栄
養

士
の

常
駐

を
開

始
し

、
入

院
栄

養
指

導
件

数
は

増
加

し
た

。
[常

駐
前

　
3
6
件

/
月

　
→

　
常

駐
後

　
5
0
件

/
月

　
算

定
・
非

算
定

合
計

]
②

入
退

院
セ

ン
タ

ー
へ

管
理

栄
養

士
を

配
置

し
た

こ
と

で
（
現

行
週

2
日

午
前

中
、

セ
ン

タ
ー

開
設

後
は

常
駐

を
予

定
）
、

入
院

前
か

ら
治

療
食

適
応

患
者

を
把

握
し

入
院

初
日

か
ら

治
療

食
オ

ー
ダ

ー
が

可
能

（
主

治
医

許
可

の
う

え
）
と

な
り

特
別

食
加

算
比

率
が

増
加

し
た

。
[特

別
食

加
算

比
率

：
平

成
3
0
年

度
3
5
.8

％
　

→
　

令
和

元
年

度
3
7
.3

％
]

ま
た

、
入

院
栄

養
指

導
件

数
増

加
に

も
繋

が
っ

た
。

[平
成

3
0
年

度
　

4
,7

6
6
件

　
→

　
令

和
元

年
度

　
6
,1

6
9
件

（
算

定
・
非

算
定

合
計

）
]

キ
　

臨
床

工
学

科
①

 現
在

、
当

科
の

職
員

数
は

８
名

と
な

っ
て

お
り

、
２

月
に

１
名

、
４

月
に

１
名

の
計

１
０

名
の

運
用

と
な

る
。

増
員

は
人

工
心

肺
業

務
の

増
な

ど
の

理
由

が
あ

り
、

当
直

体
制

を
組

む
に

は
非

常
に

厳
し

い
状

況
で

あ
る

。
業

務
の

遂
行

、
（
呼

吸
器

管
理

を
含

む
）
当

直
体

制
の

確
立

の
為

の
人

員
確

保
を

行
う

。
②

 臨
床

業
務

と
し

て
は

前
年

度
実

績
に

加
え

、
人

工
心

肺
業

務
、

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
業

務
が

増
え

、
Ｍ

Ｅ
セ

ン
タ

－
に

お
け

る
中

央
管

理
シ

ス
テ

ム
の

拡
充

を
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

そ
の

た
め

に
よ

り
高

度
な

知
識

・
技

術
の

習
得

な
ら

び
に

よ
り

円
滑

な
M

E
業

務
の

運
営

を
行

っ
て

い
く

。
③

 従
来

業
務

、
IC

U
の

改
修

、
心

臓
外

科
手

術
へ

の
対

応
、

M
E
中

央
機

器
管

理
へ

の
対

応
を

考
え

、
人

員
配

置
を

考
え

た
整

備
・
意

思
の

疎
通

を
進

め
る

。

キ
　

臨
床

工
学

科
①

臨
床

業
務

は
ほ

ぼ
順

調
に

進
ん

で
い

る
状

況
で

あ
る

。
M

E
機

器
管

理
業

務
は

M
E
管

理
シ

ス
テ

ム
導

入
を

見
込

み
、

新
た

な
シ

ス
テ

ム
へ

の
転

換
へ

向
け

移
行

に
専

念
し

て
い

る
状

況
で

あ
る

。
②

臨
床

業
務

は
、

人
工

透
析

･心
臓

カ
テ

－
テ

ル
･人

工
心

肺
･ア

ブ
レ

－
シ

ョ
ン

･D
aV

in
ci

は
順

調
に

推
移

し
て

い
る

。
P
M

外
来

、
P
M

遠
隔

業
務

の
用

意
中

で
あ

る
。

③
人

員
配

置
の

安
定

に
努

め
、

業
務

に
必

要
な

人
員

確
保

、
人

材
教

育
の

充
実

に
努

め
た

。
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第
６

　
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
専

門
医

療
の

取
組

　
（
又

は
 各

局
等

に
お

け
る

取
り

組
み

）

令
和

元
年

度
計

画
令

和
元

年
度

実
績

（
取

り
組

み
）
報

告

ク
　

事
務

局
①

（
総

務
課

）
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
規

程
及

び
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
推

進
規

程
を

改
め

て
通

知
し

周
知

徹
底

を
図

る
と

と
も

に
、

全
職

員
向

け
に

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
防

止
研

修
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

働
き

方
改

革
を

推
進

す
る

た
め

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

促
進

休
暇

を
創

設
し

た
。

・
高

度
急

性
期

医
療

推
進

の
観

点
か

ら
、

平
成

3
0
年

度
か

ら
実

施
し

て
い

る
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
手

術
室

の
新

設
並

び
に

IC
U

の
増

床
を

含
む

４
階

・
５

階
エ

リ
ア

の
病

棟
改

修
事

業
が

完
了

し
た

。
・
療

養
環

境
の

改
善

と
し

て
、

２
階

外
来

ト
イ

レ
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

、
院

内
全

ト
イ

レ
の

温
水

洗
浄

便
座

設
置

を
行

っ
た

。
老

朽
化

し
た

床
頭

台
を

全
台

更
新

し
、

据
付

T
V

や
セ

ー
フ

テ
ィ

ボ
ッ

ク
ス

の
仕

様
を

変
更

す
る

こ
と

で
、

入
院

患
者

の
利

便
性

・
快

適
性

を
向

上
さ

せ
た

。
院

内
照

明
約

3
,5

0
0
台

を
L
E
D

化
し

、
省

電
力

を
図

り
な

が
ら

、
明

る
く

快
適

な
環

境
を

作
り

出
し

た
。

・
職

場
環

境
の

改
善

と
し

て
、

各
病

棟
階

に
看

護
師

休
憩

室
を

増
設

す
る

と
と

も
に

、
平

成
3
0
年

度
か

ら
実

施
し

て
い

る
病

棟
ス

タ
ッ

フ
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
に

つ
い

て
全

病
棟

の
整

備
が

完
了

し
た

。
・
経

費
節

減
と

し
て

、
清

掃
委

託
に

お
け

る
業

務
仕

様
の

徹
底

し
た

見
直

し
を

行
い

、
年

間
約

1
,8

0
0
万

円
の

費
用

削
減

を
、

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
と

協
同

で
実

施
し

て
い

る
薬

品
費

・
診

療
材

料
費

の
価

格
交

渉
に

お
い

て
、

年
間

試
算

で
医

薬
品

 約
5
,0

0
0
万

円
、

診
療

材
料

 約
2
,6

0
0
万

円
の

削
減

を
達

成
し

た
。

ま
た

、
床

頭
台

更
新

に
か

か
る

財
源

を
補

て
ん

す
る

た
め

、
テ

レ
ビ

カ
ー

ド
運

用
の

一
部

変
更

を
行

い
、

テ
レ

ビ
カ

ー
ド

の
売

上
を

１
月

あ
た

り
約

1
7
0
万

円
増

収
さ

せ
た

。
（
R
0
1
.1

1
～

R
0
2
.0

3
実

績
）

②
（
医

事
課

）
入

院
診

療
報

酬
業

務
は

令
和

元
年

1
0
月

に
完

全
職

員
化

す
る

こ
と

が
で

き
た

が
、

人
員

的
に

は
当

初
の

予
定

か
ら

は
欠

員
が

続
い

て
い

る
状

態
で

あ
る

。
ま

た
、

初
心

者
か

ら
経

験
者

の
個

々
の

ス
キ

ル
が

バ
ラ

つ
い

て
い

る
た

め
、

ス
ム

ー
ズ

な
業

務
運

用
が

で
き

ず
休

日
出

勤
や

超
過

勤
務

が
少

な
く

な
ら

な
い

状
態

で
あ

る
。

来
年

度
は

こ
の

こ
と

を
踏

ま
え

、
若

干
名

の
採

用
と

教
育

体
制

の
充

実
で

、
業

務
と

人
的

な
質

の
向

上
を

目
指

す
。

未
収

金
に

関
し

て
も

、
人

的
で

は
あ

る
が

未
収

金
防

止
の

業
務

構
築

が
で

き
、

シ
ス

テ
ム

化
で

き
る

よ
う

③
（
医

療
情

報
管

理
課

）
　

こ
れ

ま
で

委
託

の
範

疇
で

実
施

し
て

い
た

診
療

録
の

最
終

確
認

業
務

に
つ

い
て

、
委

託
費

削
減

お
よ

び
質

の
向

上
を

目
指

し
、

一
人

嘱
託

職
員

を
増

員
し

職
員

で
実

施
す

る
こ

と
と

し
た

。
加

え
て

大
々

的
な

カ
ル

テ
の

整
理

を
行

い
、

診
療

録
の

ア
リ

バ
イ

整
理

の
実

施
と

院
内

ス
ペ

ー
ス

確
保

に
努

め
た

。
　

シ
ス

テ
ム

業
務

経
験

者
を

中
途

採
用

す
る

こ
と

で
、

市
か

ら
の

派
遣

職
員

解
除

に
も

対
応

で
き

る
体

制
強

化
を

図
っ

た
。

一
方

で
、

デ
ー

タ
抽

出
に

関
す

る
業

務
に

つ
い

て
改

善
を

進
め

る
と

と
も

に
、

委
託

業
務

か
ら

の
切

り
離

し
を

実
施

し
た

。
こ

れ
に

よ
り

、
9
月

よ
り

電
算

室
業

務
に

お
け

る
人

員
を

削
減

し
、

シ
ス

テ
ム

委
託

費
削

減
を

実
現

し
た

。

ク
　

事
務

局
①

 総
務

課
・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
、

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
徹

底
を

継
続

し
て

行
い

、
時

間
外

勤
務

の
縮

減
を

図
り

、
働

き
や

す
い

職
場

環
境

の
整

備
を

進
め

る
。

・
老

朽
化

に
伴

う
改

修
工

事
に

加
え

、
療

養
環

境
、

職
場

環
境

の
付

加
価

値
を

高
め

る
改

修
・
設

備
投

資
を

計
画

的
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
財

源
と

な
る

経
費

節
減

に
継

続
し

て
取

り
組

む
。

②
 医

事
課

・
医

事
課

経
験

を
有

す
る

職
員

を
採

用
し

た
が

、
人

員
的

に
は

人
数

を
満

た
し

て
お

ら
ず

、
今

年
度

も
採

用
に

む
け

取
り

組
み

を
継

続
す

る
。

診
療

報
酬

に
関

す
る

請
求

及
び

査
定

等
に

つ
い

て
は

精
度

向
上

を
は

じ
め

、
こ

れ
ら

の
こ

と
を

シ
ス

テ
ム

化
で

き
る

よ
う

業
務

構
築

す
る

。
ま

た
、

未
収

金
等

に
関

し
て

も
、

初
期

・
継

続
対

応
に

つ
い

て
シ

ス
テ

ム
化

で
き

る
よ

う
業

務
構

築
す

る
。

③
 医

療
情

報
管

理
課

・
診

療
録

の
質

を
管

理
し

、
精

度
の

向
上

を
図

り
、

診
療

統
計

を
整

備
す

る
。

・
昨

年
度

、
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

更
新

が
終

わ
り

、
IT

化
を

推
し

進
め

、
統

計
デ

ー
タ

抽
出

の
自

動
化

や
シ

ス
テ

ム
委

託
費

の
見

直
し

を
行

う
。

・
支

出
・
収

入
に

か
か

る
経

理
処

理
を

適
切

か
つ

効
率

的
に

行
う

。
財

務
会

計
だ

け
で

な
く

、
管

理
会

計
の

側
面

も
加

味
し

た
会

計
業

務
を

行
う

。
・
経

営
面

で
は

、
病

床
稼

働
は

勿
論

の
こ

と
医

療
用

ロ
ボ

ッ
ト
『
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

』
や

心
臓

血
管

外
科

手
術

『
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ト
手

術
』
、

な
ど

の
新

た
な

高
度

医
療

の
稼

働
を

高
い

水
準

に
持

っ
て

い
く

た
め

、
デ

ー
タ

を
基

に
各

科
に

ア
プ

ロ
ー

チ
を

行
う

。
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第
６

　
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
専

門
医

療
の

取
組

　
（
又

は
 各

局
等

に
お

け
る

取
り

組
み

）

令
和

元
年

度
計

画
令

和
元

年
度

実
績

（
取

り
組

み
）
報

告

ク
　

事
務

局
（
続

き
）

　
経

営
面

で
は

ダ
ビ

ン
チ

手
術

お
よ

び
心

臓
血

管
外

科
手

術
に

つ
い

て
、

積
極

的
に

広
報

を
行

い
、

患
者

確
保

に
つ

な
げ

た
。

特
に

心
外

手
術

は
大

き
な

収
入

源
と

な
っ

て
お

り
、

毎
月

5
千

万
以

上
の

売
上

増
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

ま
た

、
各

診
療

科
に

つ
い

て
は

、
毎

週
の

幹
部

会
議

の
資

料
を

配
布

し
、

患
者

数
等

デ
ー

タ
の

意
識

付
け

を
行

う
こ

と
で

、
高

い
稼

働
の

実
現

に
つ

な
が

っ
た

。
　

昨
年

指
摘

を
受

け
た

退
職

給
付

引
当

金
に

つ
い

て
、

次
年

度
以

降
5
年

の
分

割
に

運
用

変
更

す
る

こ
と

で
、

管
理

会
計

の
視

点
か

ら
、

単
年

度
へ

の
大

き
な

影
響

を
回

避
す

る
こ

と
と

し
た

。

ケ
　

地
域

医
療

連
携

室
①

 地
域

医
療

連
携

室
の

体
制

を
再

編
し

、
地

域
連

携
部

門
、

福
祉

･医
療

相
談

部
門

、
入

退
院

支
援

部
門

に
分

け
、

効
率

的
･効

果
的

に
役

割
が

遂
行

し
や

す
い

よ
う

に
構

築
す

る
。

１
．

患
者

･家
族

等
が

気
軽

に
相

談
し

や
す

く
、

情
報

を
と

り
や

す
い

環
境

並
び

に
医

療
･介

護
･福

祉
等

関
係

機
関

と
連

携
し

や
す

い
環

境
の

設
備

整
備

を
お

こ
な

う
（
地

域
医

療
連

携
室

・
相

談
室

･情
報

コ
ー

ナ
ー

を
１

F
に

移
転

す
る

）
２

．
入

退
院

セ
ン

タ
ー

と
退

院
調

整
部

門
(地

域
医

療
連

携
室

の
退

院
調

整
部

門
）
の

統
合

。
３

．
地

域
医

療
連

携
室

の
予

約
受

付
業

務
と

外
来

予
約

受
付

窓
口

業
務

を
集

約
す

る
。

ま
た

可
能

な
診

療
科

は
紹

介
状

の
あ

る
患

者
か

ら
も

直
接

予
約

が
取

れ
る

シ
ス

テ
ム

を
検

討
す

る
。

（
予

約
セ

ン
タ

ー
の

新
設

）
②

 渉
外

活
動

や
地

域
の

医
療

機
関

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
か

ら
課

題
解

決
に

向
け

て
取

り
組

む
。

（
か

か
り

つ
け

医
へ

の
積

極
的

な
情

報
提

供
、

断
ら

な
い

救
急

医
療

、
ス

ム
ー

ズ
な

予
約

受
付

、
退

院
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
充

実
、

当
セ

ン
タ

ー
の

役
割

機
能

の
見

え
る

化
等

）
③

 医
療

連
携

強
化

と
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
・
地

域
医

療
へ

の
貢

献
１

．
地

域
医

療
連

携
室

だ
け

で
は

な
く

、
院

内
の

専
門

職
が

院
外

に
赴

き
、

市
民

や
地

域
の

医
療

･介
護

･福
祉

等
の

関
係

者
と

交
流

を
深

め
な

が
ら

顔
の

見
え

る
関

係
づ

く
り

と
地

域
医

療
の

貢
献

に
努

め
る

（
自

治
会

で
の

研
修

会
、

施
設

や
退

院
前

・
後

の
訪

問
等

）
２

．
市

民
が

当
セ

ン
タ

ー
を

よ
り

身
近

に
頼

っ
て

貰
え

る
よ

う
病

院
の

魅
力

や
機

能
に

実
際

に
ふ

れ
あ

え
る

イ
ベ

ン
ト
を

病
院

全
体

で
企

画
す

る
。

ケ
　

地
域

医
療

連
携

室
1
)令

和
2
年

6
月

予
定

の
地

域
医

療
連

携
室

及
び

医
療

相
談

･が
ん

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

が
１

階
正

面
玄

関
へ

移
動

し
、

入
院

受
付

窓
口

、
入

退
院

セ
ン

タ
ー

、
か

か
り

つ
け

医
紹

介
窓

口
等

が
統

合
し

、
「
患

者
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
」
の

開
設

に
向

け
て

準
備

を
進

め
た

。
①

患
者

情
報

コ
ー

ナ
ー

も
１

階
へ

移
設

予
定

だ
が

、
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

ー
ジ

設
置

と
あ

わ
せ

た
具

体
的

な
計

画
ま

で
は

至
ら

ず
。

そ
の

他
は

計
画

通
り

で
あ

る
。

②
入

退
院

セ
ン

タ
ー

と
退

院
調

整
部

門
と

の
組

織
統

合
に

は
至

ら
な

か
っ

た
が

、
患

者
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
管

轄
と

し
て

統
合

さ
れ

た
。

③
地

域
医

療
連

携
室

組
織

下
か

ら
予

約
受

付
業

務
を

外
し

て
外

来
予

約
受

付
業

務
と

合
わ

せ
た

新
し

い
『
予

約
セ

ン
タ

ー
』
を

新
設

す
る

構
想

で
あ

っ
た

が
至

ら
ず

。

２
）
地

域
医

療
機

関
か

ら
の

意
見

や
課

題
に

対
し

て
取

り
組

み
、

予
約

取
得

に
要

す
る

時
間

短
縮

に
努

め
た

。
下

半
期

評
価

で
は

待
ち

時
間

の
苦

情
は

な
い

。
地

域
医

療
機

関
や

市
民

（
通

院
患

者
）
に

向
け

た
広

報
を

計
画

通
り

お
こ

な
っ

た
。

今
後

も
当

セ
ン

タ
ー

の
役

割
機

能
が

十
分

発
揮

で
き

る
様

に
、

提
供

す
る

医
療

情
報

は
引

き
続

き
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

広
報

し
て

い
く

。

３
）
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
構

築
に

向
け

て
医

療
連

携
強

化
に

努
め

た
。

①
渉

外
活

動
、

会
議

や
研

修
会

等
を

通
し

て
積

極
的

に
地

域
へ

赴
き

関
係

づ
く

り
を

お
こ

な
っ

た
。

（
例

：
新

診
療

科
の

部
長

訪
問

、
八

尾
市

へ
の

進
出

）
②

オ
ー

プ
ン

ホ
ス

ピ
タ

ル
を

発
案

す
る

が
メ

ン
バ

ー
集

ま
ら

ず
。

今
年

度
は

断
念

。
次

年
度

は
コ

ロ
ナ

の
状

況
を

見
な

が
ら

も
企

画
に

あ
げ

て
い

く
。
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第
６

　
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
専

門
医

療
の

取
組

　
（
又

は
 各

局
等

に
お

け
る

取
り

組
み

）

令
和

元
年

度
計

画
令

和
元

年
度

実
績

（
取

り
組

み
）
報

告

コ
　

医
療

の
質

・
安

全
管

理
室

①
 当

室
で

管
理

し
て

い
る

デ
ー

タ
の

可
視

化
、

分
析

、
委

員
会

な
ど

を
通

し
て

多
職

種
と

協
働

し
な

が
ら

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

を
回

し
医

療
の

質
の

向
上

を
図

っ
て

い
く

。
②

 職
員

教
育

の
充

実
（
参

加
人

数
の

増
加

、
関

心
あ

る
勉

強
に

な
る

心
に

響
く

テ
ー

マ
の

選
出

、
楽

し
く

学
べ

る
工

夫
）

③
 イ

ン
シ

デ
ン

ト
入

力
項

目
の

変
更

が
課

題
、

引
き

続
き

取
り

組
む

。
④

 転
倒

転
落

に
つ

い
て

は
、

デ
ー

タ
分

析
を

積
み

重
ね

て
い

き
、

多
職

種
と

共
に

よ
り

患
者

状
態

に
応

じ
た

対
策

を
講

じ
て

い
く

。

コ
　

医
療

の
質

・
安

全
管

理
部

 
医

療
の

質
評

価
委

員
会

年
4
回

開
催

：
指

標
推

移
を

分
析

し
改

善
す

べ
き

質
指

標
の

取
り

組
み

に
よ

っ
て

改
善

を
図

っ
た

。
例

）
・
が

ん
患

者
サ

ポ
ー

ト
率

増
（
昨

年
2
.5

%
→

今
年

1
4
.8

%
：
全

自
協

5
0
0
床

以
上

の
施

設
T

O
P
5
）

・
放

射
線

科
に

よ
る

読
影

レ
ポ

ー
ト
作

成
2
4
時

間
以

上
か

か
っ

た
件

数
の

減
少

（
昨

年
度

1
8
.1

%
、

今
年

度
9
.7

％
：
画

像
管

理
加

算
2
取

得
条

件
2
0
%
以

下
）

・
新

入
院

患
者

紹
介

率
、

脳
梗

塞
入

院
1
週

間
以

内
リ

ハ
ビ

リ
強

度
と

定
義

に
沿

っ
た

精
度

高
い

算
出

方
法

を
構

築
し

た
。

T
A

T
測

定
の

簡
便

化
を

図
っ

た
。

②
医

療
安

全
研

修
・
「
ト
ラ

ブ
ル

を
避

け
る

た
め

の
カ

ル
テ

の
書

き
方

」
2
5
2
名

、
満

足
度

4
.1

6
/
5
ポ

イ
ン

ト
、

カ
ル

テ
の

書
き

方
や

患
者

対
応

に
つ

い
て

関
心

の
あ

る
テ

ー
マ

で
あ

り
好

評
で

あ
っ

た
。

（
満

足
度

4
.1

6
/
5
ポ

イ
ン

ト
）
こ

の
テ

ー
マ

は
毎

年
開

催
予

定
と

す
る

。
・
「
患

者
と

の
よ

り
よ

い
対

話
の

た
め

の
ノ

ウ
ハ

ウ
～

カ
チ

ン
と

こ
な

い
/
さ

せ
な

い
た

め
に

～
）
」
1
7
8
名

、
講

義
と

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

で
わ

か
り

や
す

く
楽

し
い

研
修

が
提

供
で

き
た

。
（
満

足
度

4
.5

3
/
5
ポ

イ
ン

ト
）
そ

の
他

、
認

知
機

能
ケ

ア
委

員
会

と
共

催
し

、
身

体
拘

束
に

つ
い

て
の

研
修

を
実

施
し

、
患

者
さ

ん
の

安
全

や
人

権
に

つ
い

て
の

意
識

と
理

解
を

確
認

す
る

機
会

を
設

け
た

。
③

イ
ン

シ
デ

ン
ト
報

告
件

数
：
前

年
度

比
3
2
2
件

減
だ

が
、

職
種

・
所

属
・
内

容
で

比
較

分
析

を
し

、
効

を
奏

し
た

対
策

の
評

価
を

行
っ

た
。

④
第

2
-
3
参

照
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第
7
 
 
予

算
（

人
件

費
の

見
積

り
を

含
む

。
）

、
収

支
計

画
及

び
資

金
計

画

※
財

務
諸

表
及

び
決

算
報

告
書

を
参

照

第
8
　

 
短

期
借

入
金

の
限

度
額

第
9
　

 
出

資
等

に
係

る
不

要
財

産
の

処
分

に
関

す
る

計
画

第
1
0
 
　

第
9
の

財
産

以
外

の
重

要
な

財
産

を
譲

渡
し

、
又

は
担

保
に

供
す

る
計

画

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
実

績

な
し

な
し

な
し

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
実

績

な
し

な
し

な
し

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
実

績

１
　

限
度

額
　

　
１

，
０

０
０

百
万

円
２

　
想

定
さ

れ
る

短
期

借
入

金
の

発
生

事
由

　
ア

　
賞

与
の

支
給

等
に

よ
る

一
時

的
な

資
金

不
足

へ
の

対
応

　
イ

　
予

定
外

の
退

職
者

の
発

生
に

伴
う

退
職

手
当

の
支

給
等

、
偶

発
的

な
出

費
へ

の
対

応

１
　

限
度

額
　

　
１

，
０

０
０

百
万

円
２

　
想

定
さ

れ
る

短
期

借
入

金
の

発
生

事
由

　
ア

　
賞

与
の

支
給

等
に

よ
る

一
時

的
な

資
金

不
足

へ
の

対
応

　
イ

　
予

定
外

の
退

職
者

の
発

生
に

伴
う

退
職

手
当

の
支

給
等

、
偶

発
的

な
出

費
へ

の
対

応

実
績

な
し
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第
1
1
　

 
剰

余
金

の
使

途

第
1
2
 
　

地
方

独
立

行
政

法
人

市
立

東
大

阪
医

療
セ

ン
タ

ー
の

業
務

運
営

並
び

に
財

務
及

び
会

計
に

関
す

る
規

則
で

定
め

る
業

務
運

営
に

関
す

る
事

項

実
績

１
 
中
期

目
標

の
期

間
を

超
え

る
債

務
負

担
　

(
単

位
：
百
万
円
)

１
　

積
立

金
の

処
分

に
関

す
る

計
画

　
　

　
な

し

２
　

前
号

の
ほ

か
、

法
人

の
業

務
運

営
に

関
し

必
要

な
事

項
　

　
　

な
し

１
　

積
立

金
の

処
分

に
関

す
る

計
画

　
　

　
な

し

２
　

前
号

の
ほ

か
、

法
人

の
業

務
運

営
に

関
し

必
要

な
事

項
　

　
　

な
し

項
　

　
目

中
期

目
標
期

間
償

還
額

次
期

以
降

償
還

額
総

債
務

償
還

額

２
　

積
立

金
の

処
分

に
関

す
る

計
画

　
　

 
 
 
な

し

３
　

前
２

号
の

ほ
か

、
法

人
の

業
務

運
営

に
関

し
必

要
な

事
項

　
　

 
 
 
な

し

移
行

前
地
方

債
償

還
債
務

5
,
2
1
2

6
,
5
4
9

1
1
,
7
6
1

長
期

借
入
金

償
還

債
務

1
,
9
3
9

4
,
4
0
2

実
績

決
算

に
お

い
て

剰
余

が
生

じ
た

場
合

は
、

病
院

施
設

の
整

備
又

は
医

療
機

器
の

購
入

等
に

充
て

る
。

決
算

に
お

い
て

剰
余

が
生

じ
た

場
合

は
、

病
院

施
設

の
整

備
又

は
医

療
機

器
の

購
入

等
に

充
て

る
。

実
績

な
し

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画

6
,
3
4
1

中
期

計
画

令
和

元
年

度
計

画
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地方独立行政法人市立東大阪医療センター 

業務実績評価の基本方針 

 

平成３０年４月１日 

東大阪市 健康部 

 

地方独立行政法人市立東大阪医療センター（以下「法人」という。）の設立団体の

長（以下「市長」という。）が、地方独立行政法人法（平成15年法律第118号）第28条

第1項の規定に基づき、法人の業務の実績に関する評価（以下「評価」という。）を実

施するに当たっては、以下の方針に基づき行うものとする。  

 

１ 基本方針  

（１）評価は、法人が中期目標を達成するために、業務運営の改善及び効率化が進め

られること及び法人の質的向上に資することを目的として行うものとする。 

（２）評価は、中期計画及び年度計画の実施状況について確認及び分析を行い、特に

中期目標達成に向けた取り組みを考慮し、法人の業務運営等について総合的に判

断して行うものとする。 

（３）評価を通じて、中期目標及び中期計画の達成に向けた取組状況等を市民にわか

りやすく示すものとする。  

（４）業務運営改善や効率化等の特色のある取組や様々な工夫を積極的に評価する。  

（５）評価方法については、法人を取り巻く環境変化などを踏まえ、柔軟に対応する

とともに、必要に応じて見直しを行うものとする。  

 

２ 評価方法  

評価は、各事業年度終了後に実施する「年度評価」、中期目標の期間の最後の

事業年度の直前の事業年度終了後に実施する「中期目標期間見込評価」及び中期

目標期間の最後の事業年度終了後に実施する「中期目標期間評価」とする。 

それぞれの評価に係る基準の詳細については、別途実施要領で定めるものとす

る。 
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３ 評価の進め方 

（１）報告書の提出 

法人は、年度評価、中期目標期間見込評価及び中期目標期間評価に関する報告

書について該当する年度終了後３か月以内に、市長に提出するものとする。 

（２）評価の実施 

市長は、提出された報告書をもとに、法人からのヒアリング及び評価委員会の

意見聴取等を踏まえて業務実績を確認及び分析し、総合的な評価を行う。 

（３）意見申立て機会の付与 

市長は、評価結果の決定に当たり、法人に対し評価結果（案）に対する意見申

立ての機会を付与する。 

 

４ 評価結果の活用 

（１）法人は、評価結果を中期計画及び年度計画並びに業務運営の改善に適切に反映

させ、その状況を市長に報告するとともに、毎年度、当該評価の結果の反映状況

を公表するものとする。 

（２）市長は、法人の業務継続又は組織の存続の必要性その他その業務及び組織の全

般にわたる検討、次期中期目標の策定及び次期中期計画の作成に関して、評価委

員会の意見を聴くにあたっては、年度評価及び中期目標期間見込評価を適切に示

した上で意見を求めるものとする。  
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地方独立行政法人市立東大阪医療センター年度評価実施要領 

 

(趣旨） 

第１条 この要綱は、地方独立行政法人法（平成１５年法律第１１８号）（以下「法」とい

う。）第２８条第１項第１号及び第２号の規定する地方独立行政法人市立東大阪医療セ

ンター（以下「法人」という。）の各事業年度に係る業務実績に関する評価（以下「年

度評価」という。）の手続きについて定めるものである。 

 

（評価方法） 

第２条 市長は、毎事業年度の終了後、年度評価を実施するに当たっては、評価委員会の意

見を聴いた上で、「項目別評価」と「全体評価」により行う。 

 

（項目別評価の具体的方法） 

第３条 市長は、前条に定める項目別評価を実施するに当たっては、年度計画に定めた小項

目及び大項目ごとにその実施状況を確認し、以下に掲げる方法で評価する。 

 但し、年度計画に掲げる法人独自の計画（第６）については、当該年度の業務実績の

み記載し、全体評価を行う際に考慮する。 

(1) 法人による自己評価 

ア 法人は、中期目標達成のための小項目にあらかじめウエイト（以下ウエイト小項目）

の設定を行い、小項目ごとの進捗状況について、次の５段階で自己評価を行う。 

５・・・年度計画を大幅に上回って実施している。 

４・・・年度計画を上回って実施している。 

３・・・年度計画を順調に実施している。 

２・・・年度計画を十分に実施できていない。 

１・・・年度計画を大幅に下回っている。 

イ 法人は、業務実績報告書を作成する際には、市長及び評価委員会が業務の実施状況

を客観的かつ適正に判断し評価できるよう、小項目ごとの実施状況をできる限り定量

的かつ正確な記述により業務実績が分かるよう工夫し、自己評価の結果と判断理由を

記載する。 
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ウ 業務実績報告書には、特記事項として、特色ある取り組み、法人運営を円滑に進め

るための工夫、今後の課題などを記載した報告書を作成する。 

(2)市長による小項目評価 

ア 市長は、法人の自己評価及び目標設定の妥当性などを総合的に検証し、小項目ごと

の進捗状況について、法人の自己評価と同様に１～５の５段階による評価を行う。 

イ 市長の評価と法人の自己評価が異なる場合は、市長が評価の判断理由等を示す。 

ウ その他必要に応じて、特筆すべき点や遅れている点についてコメントを付す。 

(3)市長による大項目評価 

市長は、小項目評価の結果割合やウエイト小項目の評価結果、特記事項の記載内容な

どを考慮し、大項目ごとに中期目標及び中期計画の達成に向けた業務の進捗状況につい

て、次の５段階による評価を行う。 

また、評価結果とその判断理由を評価結果報告書に記載する。 

なお、評価にあたり小項目評価の結果割合は目安であり、市長は、小項目における評価

の構成割合やウエイト小項目の評価結果などを総合的に判断して評価を定める。 

Ｓ：中期目標・中期計画の実現に向けて特筆すべき進捗状況にある。 

（すべての小項目が３～５かつ市長が特に認める場合） 

Ａ：中期目標・中期計画の実現に向けて計画どおり進んでいる。 

（すべての小項目が３～５） 

Ｂ：中期目標・中期計画の実現に向けておおむね計画どおり進んでいる。 

（３～５の小項目の割合がおおむね９割以上） 

Ｃ：中期目標・中期計画の実現のためにはやや遅れている。 

（３～５の小項目の割合がおおむね９割未満） 

Ｄ：中期目標・中期計画の実現のためには重大な改善すべき事項がある。 

（市長が特に認める場合） 

 

（全体評価の具体的方法） 

第４条 市長は、項目別評価の結果やウエイト小項目の評価結果また法人独自の取組みを踏

まえ、年度計画の実施状況及び中期計画の全体的な進捗状況、その他業務運営全体につ

いて、記述式による評価を行う。 

２ 全体評価においては、法人化を契機とした病院改革の取り組み（法人運営における自
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律性・機動性発揮、財務内容の改善など）を積極的に評価する。 

３ 市長は、法人に対して、業務運営の改善すべき事項への指摘について、評価委員会の

意見を聴いた上で、評価結果報告書に記載することとする。 

 

附 則  

この要領は、平成３０年４月１日から施行する。  
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